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小澤含章研究

　

は
じ
め
に

　
『
改
定　

増
補　

漢
文
学
者
総
覧
』（
長
澤
孝
三　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
六
日

　

汲
古
書
院
）
に
よ
る
と
、「
小
澤
含
章
は
、
姓
号
を
小
澤
山
東　

名
を
含
章　

通

称
は
多
仲　

字
を
公
平　

号
を
山
東　

生
地
は
常
陸　

没
年
は
寛
政
九
年　

享
年

四
十
四　

師
名
空
欄　

備
考
に
は
水
戸
藩
儒
、
詩
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
茨
城
の
墨

蹟
』（
大
内
健
二　

平
成
五
年
五
月　

暁
印
書
館
）『
茨
城
の
古
書
画
人
名
事
典
』（
大

内
健
二　

平
成
十
年
五
月　

暁
印
書
館
）
の
人
名
事
典
等
に
よ
る
と
小
澤
含
章
は
、

「（
一
七
五
四
～
一
七
九
七
）
江
戸
時
代
中
期
～
後
期
の
儒
者
。
宝
暦
四
年
生
ま
れ
。

詩
文
、
書
に
す
ぐ
れ
、
ま
た
お
お
く
の
書
画
や
古
器
を
模
写
。
水
戸
藩
彰
考
館
で
編

修
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
寛
政
九
年
七
月
二
九
日
死
去
。
四
十
四
歳
。
常
陸（
ひ

た
ち
）（
茨
城
県
）
出
身
。
名
は
含
章
。
通
称
は
多
仲
。
号
は
山
東
。」
等
と
あ
り
、

こ
れ
ら
が
一
般
的
に
知
ら
れ
る
小
澤
含
章
の
人
間
像
で
あ
ろ
う
。

　
『
水
府
系
纂　

第
七
十
三
巻
』（
水
府
明
徳
会
影
考
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、「
多
仲

含
章
初
永
匡
初
名
兵
次
郎
又
九
郎
兵
衛
安
永
四
年
丁
未
閏
十
二
月
十
五
日
郷
士
六
秊

乙
西
十
二
月
十
九
日
郷
士
ヲ
免
セ
ラ
レ
養
父
死
シ
テ
八
年
乙
亥
七
月
十
三
日
三
十
人

扶
持
ヲ
賜
テ
小
普
請
組
寛
政
三
年
辛
亥
五
月
十
四
日
史
館
雇
ト
ナ
ル
九
年
丁
巳
五
月

二
十
九
日
小
十
人
組
格
史
館
勤
是
年
閏
七
月
朔
死
ス
四
十
四
歳
羽
生
善
衛
門
勝
喜

（
常
州
麻
生
住
）
女
ヲ
娶
ル
死
シ
テ
西
郷
儀
衛
門
信
栄
女
ヲ
娶
ル
男
子
ナ
シ
故
ニ
西

郷
信
栄
三
男
平
衛
門
永
昌
を
養
子
ト
ス
」
と
あ
る
。

　

実
は
、
小
澤
含
章
は
、
筆
者
春
江
の
母
方
の
祖
先
に
連
な
る
人
物
で
、
こ
の
度
、

兄
の
志
鳥
融
光
が
急
逝
し
、
兄
は
、
生
前
私
共
が
、
小
澤
含
章
に
つ
い
て
の
資
料
収

集
や
調
査
研
究
に
つ
い
て
進
め
て
い
る
こ
と
を
大
変
に
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の

兄
の
遺
志
を
継
い
で
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
偶
然
に
も
秋
山
高
志
先
生
に
よ
る
『
在
郷
之
文
人
達　

近
代
之
予
兆
』

（
二
〇
一
一
年
六
月
一
日　

那
珂
書
房
）
が
出
版
さ
れ
、
本
書
に
よ
っ
て
初
め
て
小

澤
含
章
の
『
明
月
帖
』
が
翻
刻
さ
れ
、
小
澤
含
章
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
導
か
れ
な
が
ら
、
今
後
の
小
澤
含
章
研
究
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

資
料
の
収
集
や
翻
刻
等
に
当
っ
て
は
、吉
成
英
文
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「『
鵡
膩
霧
茹
雲
』　

稿
本
一
冊　

寛
政
八
成
」
は
東
京
大
学
図
書
館
蔵
で
あ
り
、

こ
の
度
本
文
の
影
印
と
翻
刻
を
ご
許
可
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
『
鵡
膩
霧
茹
雲
』
の
掲
載
に
当
り
ま
し
て
は
、
原
本
の
写
真
版
を
上
段
に
し
て
、

翻
刻
文
を
下
段
に
掲
げ
ま
し
た
。

小
澤
含
章
研
究

　
　

─ 

『
鵡
膩
霧
茹
雲
』
の
影
印
と
翻
刻
を
糸
口
に
し
て 

─

小　

野　

孝　

尚　
　
　
　
　

小　

野　

春　

江　
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Ⅰ
、『
鵡
膩
霧
茹
雲
』
の
影
印
と
翻
刻
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表
紙　

鵡
膩
霧
茄
雲
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表
紙
ウ
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一
丁
オ

鵡
膩
霧
茹
雲
巻
之
一
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一
丁
ウ

白
澤
者
避
恠
霊
獣
而
能
言
語
者
也

渉
世
録
云
昔
軒
轅
黄
帝
問
白
澤
日

天
下
寧
静
見
何
恠
嗚
乎
白
澤
乃
言
若

要
解
恠
但
将
白
澤
図
拾
堂
屋
上
掛

之
惟
雖
有
妖
恠
不
能
成
災

　
　
　
　
　
　
　

永
忠
原
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二
丁
オ

膃
肭
臍
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二
丁
ウ
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三
丁
オ

堅
栗

時
々
寛
政
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三
丁
ウ
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四
丁
オ

浮
木
魚
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四
丁
ウ
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五
丁
オ

査
魚
国
訓
宇
岐
岐
東
海
ニ
出
ル
大
者
一
丈
許
小
者
五
六
尺
篇

形
細
鱗
背
上
有
堅
皮
如　
　
　
　
　

鮫
背
以
其
状
類
査
故
名
三

四
月
間
出
味
美

右
類
取
聚
常
陸

国
誌
之
考
語

也　

図
者
常

陸
茨
城
郡

湊
邑
之
産

梅
旭
誹

士
生
魚

海
行
見

再
三
為
其
舟
筆
之
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五
丁
ウ

無
名
ノ
魚

水
戸
故
主
源
良
分
之
所
領
之
頃

明
和
中
那
珂
湊
生
魚
取
之
其
濱

御
館
進
未

知
名
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六
丁
オ

松
岡
郡
下
孫
村
ノ
濱
ヘ
流
レ
寄
シ
魚　

無
名

　

腹
中
ヨ
リ
小
石
多
出
ル
膓
三
駄

　

ア
マ
リ
イ
ツ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰭
ノ
爪
ノ
内
ハ
マ
ガ
リ
シ
爪
ア
リ
幅
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
二
厘
一
寸
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六
丁
ウ

人
形
薯
蕷　

寛
政
二
康
成
年
十
一
月
七
日　

常
州
久
自
郡　

太

　
　
　
　
　

田
村
所
産
也　

西
下
街
柳
川
善
左
衛
門
蔵
之
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七
丁
オ

奈
留
外
児
和
蘭
人
勇
私
東
私
所
図
状
也
就
審
其
説
奈

爾
外
児
者
欧
遝
巴　

西
北
臥
児
狼
徳
所
産
之
巨
魚
而

胡
泥
私
者
一
也
可　

児
奴　

者
角
也
和

蘭
謂
之
唵
延
浮
倫
重
譯　

之
則

一
角
也
其

實　
　

鉅
牙
而
称
以
角
者
盖

取
形
似
巳
今
和
蘭
人
齊

来
即
此
物
也　

如
其
物
性

主
療
則
詳
一
角
考
中
云
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七
丁
ウ

栗
一
毬
五
子
図　
　
　
　

大
如
圖
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八
丁
オ

我
父
（
乃
）
命
世
（
仁
波
）
隠
（
此
天
）
金
井
云
所
（
爾
）
居
（
計
留
賀
）
六
年
先
（
門
）
方

自
裁
給
（
此
門
留
）
栗
（
乃
）
幹
（
仁
）
今
歳
斯
様
（
乃
）
實
袁
結
（
備
門
止
天
）
一
毬

（
仁
）
互
（
の
）
子
有
袁
手
枝
折
（
天
）
賜
（
此
計
利
）
常
在
三
子
（
奈
武
土
）
従
寂

肉
肥
（
天
）
一
（
止
志
天
）
空
（
幾
波
）
無
故
今
其
形
状
袁
図
空
蝉
香
（
乃
）
世
（
仁
）

希
見
云
人
（
仁
）
与
（
不
）
意
喜
僕
（
賀
）
肆
業
（
毛
）
将
六
秊
也
（
計
礼
婆
）
有

感
干
茲
（
天
）
成
章
六
（
乃
）
經
見
験
有
（
天
）
賢
（
久
毛
）
五
（
乃
）
常
（
仁
）
逢

（
叙
）
不
悦
乎

寛
政
二
年
康
成
之
秋
八
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤
含
章
識
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八
丁
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
英
淳
圖
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九
丁
オ

常
州
鹿
島
郡
磯
浦
所
産
土
人
称
埋
捺
葛
子
和
形
状
如

図
自
腮
至
尾
一
尺
五
寸
余
ニ
髭
之
間
八
寸
許
密
鱗
剛

大
銀
色
而
黒
尾
端
寝
赤
肉
白
骨
耎
味
似
束
髭
魚
而
最

美
魴
訓
埋
捺
葛
子
和
詩
継
朱
註
魴
身
廣
而
薄
少
力

細
鱗
正
字
通
小
頭
縮
頂
闊
腹
穹
背
細
鱗
色
青
白
腹
肉

肪
甚
腴
陸
琦
疏
廣
而
薄
肪
恬
而
少
力
細
鱗
魚
之
美
者

押
雅
細
鱗
縮
頂
闊
腹
其
廣
方
其
厚
鯿
故
曰
魴
亦
曰
鯿

品
物
図
攷
魴
属
屋
施
吉
鳥
和
鯧
為
埋
捺
葛
子
和
所
図

魴
亦
方
鯧
無
鱗
鯧
還
頻
魴
正
字
通
鯧
似
鱸
頭
上
突
起

連
背
身
園
肉
厚
止
背
骨
耎
可
食
恐
是
図
攷
概
此
説

乎
雖
然
魴
即
鯿
鯧
又
似
鯿
則
有
鱗
不
縮
頂
巳
又
按
本
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九
丁
ウ

草
綱
同
魴
一
名
鯿
魚
小
穹
背
闊
腹
篇
身
細
鱗
其
色

青
白
又
大
明
一
統
志
鯿
魚
養
人
以
搓
断
水
鯿
多
依
搓

因
謂
之
搓
頭
鯿
又
李
東
壁
曰
鯧
魚
生
南
海
状
如
鮒
身

正
図
無
硬
肉
骨
作
炙
食
至
美
此
上
擩
諸
説
則
此
魚
又

魴
一
種
唯
密
鱗
剛
大
為
異
也
土
人
又
相
伝
埋
捺
葛
子

和
常
属
西
南
大
洋
其
産
東
北
海
者
至
勘
矣
含
章
甞
聞

几
海
水
西
南
穏
流
東
北
激
流
潮
勢
亦
随
之
故
其
所
産

魚
蟲
龜
貝
鱗
毛
肉
理
為
之
扇
激
而
大
小
麁
緻
同
種
異

状
者
徃
徃
有
之
然
則
如
此
魚
何
壺
特
以
密
鱗
剛
大
可

怏
之
哉
聠
書
候
後
之
識
者

寛
政
二
康
成
之
冬
十
月
廿
八
日　
　

小
澤
含
章
識



茨女短大紀№ 42（2015）1-2323

小澤含章研究

十
丁
オ

　

自
鼻
至
尾
二
尺
五
寸
五
分

　

久
自
浦
産
也
俗
茗

　

猫
サ
ガ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
三
年
辛
亥
冬
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
英
淳
圖
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十
丁
ウ
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十
一
丁
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
英
淳
圖
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十
一
丁
ウ

鈴
木
喜
右
エ
門
様
御
代
官
所
羽
州
村
山
郡
長
ト
ロ
村
名
主
権
蔵
武
石
エ
門
倅
千
五
郎

当
二
才

申
年
二
月
十
七
日
出
生　

当
時
丈
ヶ
二
尺
八
、九
寸
程
手
首
八
寸
廻
程
足
首
九
寸
廻

り
腹
二
尺
七
寸
・
八
寸

ほ
と　

手
く
び
れ
五
ケ
所
程　

目
方
凡
九
貫
〆
目
も
可
有
之
と
相
見
へ
未
□
見
不
申

候
去
申
八

月
朔
日
此
よ
り
ま
ん
ち
ゆ
う
一
ツ
絶
申
し
当
時
も
お
こ
し
米
抔
も
絶
申
候
由
至
て
貧

窮
漸
養
育
致
し

候
由
追
々
は
角
力
取
に
も
可
致
候
ニ
付
忠
の
高
御
重
目
等
も
本
途
ヲ
糺
候
ヘ
ハ
大
き

く
成
不

申
と
申
事

に
て
委
く
糺
不
申
由
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
こ
ふ
の
こ
と
し

尾
張
の
海
よ
り

網
に
か
か
里
て

あ
か
り
た
る

異
獣
の
図

大
さ
図
の
こ
と
し

天
明
二
寅
の
五
月

　
　
　
　
　

見
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
四
年
壬
子
六
月
廿
日
寫

　
　
　
　
　
　

足
水
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小澤含章研究

十
二
丁
オ

寛
政
三
年
辛
亥
三
月
水
戸
士
人
吉
田

佐
次
郎
得
之
上
町
之
鬻
魚
肆
買
之
呈

南
陽
医
官
之
鑒
定
弟
子
大
友
直
圖
之

其
言
曰
惣
體
油
骨
流
出
後
鬛
間
如
陰

豪
者
之
傍
陰
口
有
油
出
鼻
先
無
骨
大
二
尺
有

五
寸
許
色
薄
黒
色
青
輝
斑
点
青
輝
尤

甚
眼
如
佛
之
玉
眼
無
瞳
自
前
見
之
如

猫
面
也

　
　
　

常
陸　

大
島
晴
員
子
輻
又
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
下
野
人
題
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十
二
丁
ウ
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小澤含章研究

十
三
丁
オ

水
戸
下
谷
町
太
郎
次
ト
云
う
者
ノ
家
ニ
テ

寛
政
三
年
辛
亥
六
月
廿
三
日
出
生
同

郷
富
三
郎
ヨ
リ
畫
ヲ
贈
ル　

章
再
聞
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
過
テ

死
シ
タ
リ

ト
イ
ヘ
リ
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十
三
丁
ウ

鱐
ノ
子　

手
綱
ノ
濱
ノ
産

ト
云　
　

町
屋
村
幸
重
所
蔵
也

　
　
　
　

大
如
圖

　
　
　
　

寛
政
三
年
辛
亥

　
　
　
　

秋
九
月
章
寫
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小澤含章研究

十
四
丁
オ

飛
亀　
　

一
曰
鳥
亀
越
後
國
新
潟
産　

明

　
　
　
　

和
四
年
楠
後
民
之
所
贈
也
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十
四
丁
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
三
年
辛
亥
之
秋
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
廿
一
日　

磯
浜
所
産

　
　
　
　
　
　
　

大
如
圖

自
腮
至

尾
三
寸
六

分
二
鬣
之
間

二
寸
八
分
鬣
長

五
寸
七
分
許
茗
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小澤含章研究

十
五
丁
オ

小
知
野
村
神
通
山
観
音
寺
と
申
寺
の
観
音
堂
に
蜂
塔
越

く
み
申
候
よ
し
羊
候
に
付
来
見
申
候
二
間
四
面
の
堂
の
四
隅
よ
り

蜂
大
分
往
来
仕
堂
の
内
観
音
寺
の
厨
子
の
後
の
板
に
左
の
通

蜂
の
巣
能
如
く
穴
を
あ
け
土
に
て
か
た
め
大
分
蜂
お
り
申
候

土
も
か
た
く
候
し
蒲
鉾
な
り
に
候
由　

村
上
美
濃
日
記
と
い
ふ
出
覧
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
政
五
年
三
月
廿
七
日
章
寫
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十
五
丁
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
獣
ハ
日
月
と
申
也
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小澤含章研究

十
六
丁
オ

酒
井
左
衛
門
様
御
在
江
よ
り
御
土
産
に
持
来
し
け
た
も
の
能

人
間
に
あ
ら
須
目
の
光
日
月
の
こ
と
く
鼻
三
角
に
し
て

口
は
盤
耳
ま
て
も
さ
け
歯
ハ
六
本
長
さ
一
寸
ほ
と
耳

人
の
古
と
く
鳴
聲
鶴
に
似
た
里
足
猿
の
こ
と
く
毛

な
か
く
人
を
飯
喰
ふ
よ
し
高
三
百
石
と
り
竹
村

重
兵
衛
と
申
人
鎗
に
て
御
差
し
と
め
申
候
由
可
里
て

　
　

柳
の
風
能
と
い
へ
る
人
の
頭
せ
し
歌
と
し
承
し　

　
　

故
後
に
か
つ
つ
け　
　

申
候

世
の
中
越
を
い
か
た
の
宮
乃
月
日
ほ
し
鳴
聲
を

名
に
が
く
や
こ
び
（
妖
）
け
む
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十
六
丁
ウ

寛
政
五
年
癸
丑
三
月

常
州
久
自
濱
ニ
テ

狗
ト
噛
合
死
タ
ル

水
豹
面　

和
名　

ア
ザ

　
　
　
　

ラ
シ

　

四
月
六
日　

渡
邉

　

寛
圖
示
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小澤含章研究

十
七
丁
オ

長
二
尺
五
六
寸　

背
び
れ
鱸
の
如
し　

背
中
ま
て
色
あ
か

く
け
猪
の
毛
の
こ
と
し
短
く
九
尺
申
頭
の
い
ろ
は
い
毛
色
し

　

天
明
六
年
午
六
月
初
旬
髙
戸
濱
ニ
テ
鰯
網
ニ
カ
カ
リ

　

申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　

小
宮
山
氏
之
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
五
年
癸
丑
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
七
日
章
寫
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十
七
丁
ウ

武
蔵
崎
玉
郡
幸
手
領
ノ
中
袋
新
田
ノ
内
花
田
村
ト
云

所
ヘ
落
タ
リ
子
其
雷
ハ
レ
ワ
タ
リ
テ
見
レ
ハ
ア
ヤ
シ

キ
獣
一
疋
ウ
ゴ
メ
キ
居
リ
ケ
リ
宝
寶
五
年
亥
五
月

十
六
日
ノ
事
ナ
リ
十
七
日
ニ
テ
生
ヲ
有
シ
申
何
ヲ
モ

喰
ラ
ハ
テ
ヤ
申
テ
死
ケ
リ
ト
申
候
ナ
ン

惣
身
中
犬
ノ
程
バ
カ
リ
ニ
テ
毛
長
六
寸
バ
カ
リ
其
色

灰
色
ニ
シ
テ
身
ハ
巾
着

ノ
如
シ
顔
鼻
ハ
法
螺
貝

ノ
如
ク
ニ
サ
シ
出
タ
リ

爪
ノ
長
三
寸
バ
カ
リ

尾
ノ
長
五
寸
ハ

カ
リ
前
足
惣
身

ヨ
リ
直
ニ
付
テ
腕

ナ
シ
長
サ
六
寸
程
有

ス
ベ
テ
土
龍
ノ
形
ニ

タ
リ

右
雷
獣
以
小
宮
山
氏
本

寫
寛
政
五
年
癸
丑
冬
十
一
月
七
日
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小澤含章研究

十
八
丁
オ
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十
八
丁
ウ

　
　
　
　
　
　

寛
政
丙
辰
夏
六
月
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤
氏
珍
叢
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小澤含章研究

十
九
丁
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤
含
章
珍
蔵
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裏
表
紙
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小澤含章研究

　

Ⅱ
、
諸
家
と
の
交
友
を
巡
っ
て

　

次
に
同
時
代
の
小
澤
含
章
に
関
わ
り
の
あ
る
人
物
や
、
そ
の
人
物
の
略
生
涯
と
ア

ネ
ク
ド
ー
ト
等
に
つ
い
て
の
概
略
を
見
て
行
き
、
小
澤
含
章
と
の
交
友
関
係
に
つ
い

て
や
そ
れ
ら
を
通
し
て
見
た
小
澤
含
章
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
迫
っ
て
み
た
い
。

　
『
太
田
盛
衰
記
』（
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
日　

常
陸
書
房
）
の
木
村
謙
次
の
私

記
に
「
小
澤
公
平
交
友
の
士
」
と
あ
り
、「
寛
政
九
年
、
八
月
二
十
九
日
蒲
生
君
来

訪
、
八
月
二
十
日
帰
国
、
公
平
悼
歌
、
お
も
か
け
の　

あ
る
や
涙
に　

か
き
く
れ
て

　

詞
も
た
ゆ
る
な
き
人
の
あ
と　

と
あ
る
は
即
ち
小
澤
含
章
で
、
通
称
多
仲
と
呼
び

同
姓
豊
久
の
子
で
あ
る
が
入
っ
て
九
郎
兵
衛
の
嗣
子
と
な
つ
た
人
、
山
東
と
号
し
含

章
は
諱
で
あ
る
、
尾
花
庵
二
世
を
継
い
だ
、
幼
か
ら
学
を
好
み
博
古
多
識
、
尤
も
詩

書
を
善
く
し
た
、
選
ば
れ
て
影
考
館
に
入
つ
て
大
日
本
史
編
集
の
事
に
参
じ
小
十
人

扶
持
を
賜
つ
た
。
常
に
客
を
愛
し
筆
硯
を
携
へ
て
水
戸
に
来
遊
す
る
も
の
あ
れ
ば
乃

ち
公
平
の
家
に
至
つ
て
逗
留
数
日
す
る
も
何
等
意
に
介
せ
ざ
る
も
の
ゝ
如
く
で
あ
つ

た
と
い
ふ
。
寛
政
九
年
七
月
二
十
九
日
、
四
十
四
歳
で
没
し
た
。
墓
は
酒
門
共
同
墓

地
に
あ
る
が
子
虚
の
悼
歌
は
一
ヶ
月
後
霊
前
に
供
へ
た
も
の
ら
し
い
。
墓
碑
銘
は
立

原
萬
の
撰
で
あ
る
が
銘
に
、
生
き
て
天
下
の
善
士
を
友
と
し
、
没
し
て
千
古
の
名
家

を
追
ふ
、
没
す
る
者
其
所
を
得
る
も
、
存
す
る
者
の
哀
を
如
何
と
云
つ
て
ゐ
る
、
そ

の
頃
の
著
に
明
月
帖
一
巻
が
あ
る
。
明
月
に
題
し
て
各
々
交
訂
の
友
が
詠
じ
た
詩
が

載
つ
て
ゐ
る
天
明
七
年
八
月
公
平
三
十
四
歳
の
時
で
編
中
に
は
、
枕
石
寺
の
西
天
和

尚
、
木
村
子
虚
、
高
野
世
龍
、
伊
藤
隆
安
、
中
郡
猛
、
釈
隆
豊
、
増
山
雄
、
猿
田
忠
、

猿
田
敬
、
田
辺
政
有
な
ど
で
あ
つ
た
が
立
川
淳
美
は
欠
席
し
た
ら
し
い
。
こ
の
会
は

ま
た
鳳
塾
と
い
つ
て
、
高
野
世
龍
の
門
生
達
が
跋
の
後
に
列
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
受

業
門
生
と
し
て
関
公
敦
、
大
森
赫
、
山
昌
、
乙
観
、
中
郡
猛
な
ど
で
あ
つ
た
こ
と
は

明
月
帖
の
跋
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
知
ら
れ
る
。
公
平
、
世
龍
、
淳
美
、
隆

安
な
ど
居
つ
た
、
寛
政
、
享
保
の
頃
の
太
田
は
一
面
正
に
文
運
隆
昌
と
い
つ
た
時
代

を
評
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
子
虚
は
よ
く
水
戸
へ
の
往
復
な
ど
に
は
立
ち
寄
つ
て

寒
喧
を
述
べ
て
ゐ
る
。」
と
あ
る
。

　

本
文
中
の
蒲
生
君
平
は
、『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
）
に
よ
る
と
、（
一
七
六
八

―
一
八
一
三
）
江
戸
後
期
の
学
者
。
名
は
秀
実
、
通
称
は
伊
三
郎
、
字
を
君
蔵
ま
た

は
君
平
と
い
い
、
修
静
庵
と
号
し
た
。
下
野
国
（
栃
木
県
）
宇
都
宮
の
灯
油
商
福
田

又
右
衛
門
正
栄
の
四
男
。
蒲
生
氏
郷
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
家
伝
に
従
い
、
の
ち
に

自
ら
福
田
を
蒲
生
と
改
姓
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
か
ら
同
国
鹿
沼
の
儒
者
鈴
木
石
橋

の
門
に
入
り
、
国
史
や
古
典
を
学
び
、
さ
ら
に
水
戸
の
藤
田
幽
谷
と
親
交
を
結
び
、

水
戸
学
の
影
響
を
受
け
た
。
一
七
九
〇
年
（
寛
政
二
）、
東
北
遊
歴
中
の
高
山
彦
九

郎
を
慕
っ
て
石
巻
ま
で
行
っ
た
が
会
え
ず
、
帰
路
仙
台
の
林
子
平
を
訪
ね
て
、
北
辺

の
防
備
な
ど
の
国
事
を
語
り
合
っ
た
。
九
五
年
に
は
、
ロ
シ
ア
の
南
下
に
対
す
る
海

防
の
薄
さ
を
憂
え
て
ふ
た
た
び
東
北
地
方
を
巡
歴
し
、の
ち
一
八
〇
七
年
（
文
化
四
）

ロ
シ
ア
船
に
よ
る
北
辺
侵
犯
事
件
が
起
き
た
際
は
、
国
防
策
を
記
し
た
『
不
恤
緯
』

を
幕
府
に
上
呈
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
一
七
九
六
年
、
歴
代
天
皇
陵
の
荒
廃
を
嘆
い

た
彼
は
、『
山
陵
志
』
の
編
纂
を
意
図
し
て
上
京
し
、
の
ち
近
畿
一
帯
の
山
陵
を
実

地
に
踏
査
し
、
一
八
〇
一
年
（
享
和
一
）
全
二
巻
を
脱
稿
し
た
。
翌
二
年
大
学
頭
林

述
斎
の
門
に
入
り
、
い
っ
そ
う
学
問
の
道
を
深
め
た
。

　

晩
年
は
江
戸
に
居
を
移
し
て
著
述
に
専
念
し
、
文
化
十
年
七
月
五
日
に
病
没
、
江

戸
谷
中
の
臨
江
寺
に
葬
ら
れ
た
。
法
名
は
修
静
院
殿
文
山
義
章
大
居
士
。
ほ
か
の
著
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作
に
時
弊
を
論
じ
た
『
今
書
』
や
、日
本
古
来
の
官
職
の
沿
革
を
記
し
た
『
職
官
志
』

な
ど
が
あ
る
。
と
く
に
『
山
陵
志
』
は
幕
末
尊
王
論
の
先
駆
と
し
て
有
名
。
高
山
彦

九
郎
、
林
子
平
と
と
も
に
、
寛
政
の
三
奇
人
と
よ
ば
れ
る
。　

　

因
み
に
君
平
は
、
寛
政
七
年
の
九
月
に
は
、
宇
都
宮
の
実
家
に
戻
り
、
同
八
年
の

二
月
に
は
、
又
江
戸
に
出
て
、
九
月
十
九
日
に
は
、
水
戸
に
行
き
小
澤
含
章
の
「
柳

下
園
」の
宴
に
招
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
十
一
月
に
は
江
戸
を
発
ち
京
都
に
向
か
っ
た
。

　

木
村
謙
次
は
、宝
暦
二
年
の
生
ま
れ
で
、文
化
八
年
七
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

北
方
探
検
家
。
名
は
謙
、
字
は
子
虚
、
号
は
酔
古
堂
、
酔
古
山
館
等
。
常
陸
国
久
慈

郡
天
下
野
村
（
茨
城
県
水
府
村
現
常
陸
太
田
市
）
出
身
。
若
く
し
て
才
能
を
認
め
ら

れ
水
戸
の
立
原
翠
軒
に
学
ぶ
。
三
十
四
歳
の
時
に
松
島
、
仙
台
に
旅
し
た
後
、
東
北

と
蝦
夷
地
を
幾
度
と
な
く
調
査
す
る
。
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
の
水
戸
か
ら
松
前

ま
で
の
日
記
『
北
行
日
録
』
は
当
時
の
東
北
地
方
、
蝦
夷
地
の
状
況
を
知
る
好
史
料
。

寛
政
十
年
に
近
藤
重
蔵
の
蝦
夷
地
調
査
に
加
わ
る
。
択
捉
島
に
建
て
た
「
大
日
本
恵

土
呂
府
」
の
題
字
を
記
し
た
。
ま
た
木
村
は
医
学
も
習
得
し
て
お
り
、
北
方
探
検
中

に
近
藤
ら
を
治
療
し
て
助
け
た
と
い
う
。
多
く
の
北
方
関
係
史
料
を
残
し
て
い
る
。

　

次
に
立
原
翠
軒
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
水
戸
藩
士
。
学
者
と
し
て
五
代

藩
主
徳
川
宗
翰
、
六
代
治
保
の
二
代
に
わ
た
っ
て
仕
え
る
。
本
姓
は
平
氏
。
家
系
は

常
陸
平
氏
大
掾
氏
の
一
門
・
鹿
島
氏
の
庶
流
と
い
い
、
鹿
島
成
幹
の
子
・
立
原
五
郎

久
幹
を
祖
と
す
る
立
原
氏
。
仮
名
は
甚
五
郎
。
諱
は
萬
。
字
は
伯
時
。
号
は
東
里
。

致
仕
後
に
翠
軒
と
号
す
る
。
父
は
水
戸
藩
彰
考
館
管
庫
・
立
原
蘭
渓
（
甚
蔵
）。
嫡

男
は
水
戸
藩
士
、
南
画
家
の
立
原
杏
所
、
孫
に
は
幕
末
の
志
士
・
立
原
朴
次
郎
、
子

孫
に
は
昭
和
初
期
の
詩
人
、
建
築
家
・
立
原
道
造
が
い
る
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四

年
）
六
月
七
日
、
水
戸
城
下
の
武
熊
（
竹
隈
）
に
て
生
ま
れ
る
。
幼
い
折
は
谷
田
部

東
壑
に
師
事
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
年
）
に
荻
生
徂
徠
を
祖
と
す
る
徂
徠
学
派
・

田
中
江
南
が
水
戸
を
訪
れ
た
折
に
師
の
東
壑
と
と
も
に
そ
の
門
に
入
っ
た
。
同
十
三

年
（
一
七
六
三
年
）、江
南
が
去
っ
た
後
、江
戸
彰
考
館
の
書
写
場
傭
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

江
戸
に
て
は
文
章
を
大
内
熊
耳
、
唐
音
を
細
井
平
洲
、
書
を
松
平
楽
山
に
学
ん
だ
。

明
和
三
年
（
一
七
六
六
年
）、
編
集
員
を
命
ぜ
ら
れ
水
戸
史
館
に
転
じ
た
。
天
明
六

年
（
一
七
八
六
年
）
六
月
、彰
考
館
総
裁
に
進
み
、以
後
に
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
年
）

に
致
仕
す
る
ま
で『
大
日
本
史
』の
編
纂
に
力
を
注
ぎ
、寛
政
十
一
年（
一
七
九
九
年
）

に
は
『
大
日
本
史
』
の
紀
伝
浄
写
本
八
十
巻
を
、『
大
日
本
史
』
編
纂
の
遺
命
を
残

し
た
二
代
藩
主
・
徳
川
光
圀
の
廟
に
献
じ
た
。
こ
の
間
、
混
乱
の
生
じ
て
い
た
彰
考

館
の
蔵
書
を
整
理
、
欠
本
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
補
写
す
る
様
に
命
じ
、
古
器
物
な

ど
の
修
膳
、
光
圀
以
来
の
留
書
、
書
簡
な
ど
が
集
積
さ
れ
た
ま
ま
、
整
理
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
補
修
製
本
し
た
。
こ
れ
が
『
江
水
往
復
書
案
』、『
史
館
雑

事
記
』
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
の
原
本
と
な
っ
て
い
る
。
永
く
停
滞
し

て
い
た
修
史
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
こ
と
は
、
翠
軒
の
大
き
な
功
績
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、翠
軒
の
尽
力
に
よ
り
後
世
の
水
戸
学
が
結
実
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
翠
軒
は
藩
主
治
保
の
藩
政
に
も
参
与
し
、
天
下
の
三
大
患
に
つ
い
て
老
中
の

松
平
定
信
に
上
書
し
て
、蝦
夷
地
侵
略
等
を
警
告
し
た
。
寛
政
五
年（
一
七
九
三
年
）、

門
人
の
木
村
謙
次
を
松
前
に
派
遣
し
、
実
情
を
探
ら
せ
た
と
い
う
。
ま
た
、
大
日
本

史
編
纂
の
方
針
を
巡
り
、
弟
子
の
藤
田
幽
谷
と
対
立
を
深
め
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
水
戸
市
共
有
墓
地
の
小
澤
家
の
墓
に
は
、
立
原
萬
揮
毫
に
よ
る
に
小
澤
含
章

の
墓
碑
が
建
っ
て
い
る
。
碑
文
の
後
半
に
は
「
生
友
天
下
之
善
士　

没
追
千
古
之
名
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家　

没
者
得
其
所　

存
者
哀
如
何
」
と
あ
る
。

　

藤
田
幽
谷
は
、
水
戸
城
下
の
奈
良
屋
町
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
学
問
で
頭

角
を
現
す
よ
う
に
な
り
、寺
社
奉
行
下
役
の
小
川
勘
助
や
医
師
の
青
木
侃
斎
に
学
ぶ
。

侃
斎
の
推
挙
を
受
け
、彰
考
館
編
修
で
後
に
総
裁
と
な
る
立
原
翠
軒
の
門
人
と
な
る
。

天
明
八
年
に
は
そ
の
推
薦
で
彰
考
館
に
入
る
。天
明
九
年
に
は
正
式
に
館
員
と
な
り
、

水
戸
藩
の
修
史
事
業
で
あ
る
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
。
水
戸
藩
で
は
徳

川
光
圀
の
百
遠
忌
に
向
け
て
写
本
を
献
本
す
る
た
め
『
大
日
本
史
』
の
校
訂
と
浄
書

を
行
っ
て
い
た
が
、『
大
日
本
史
』
の
題
号
に
国
号
を
憚
る
べ
き
と
す
る
題
号
問
題

が
発
生
し
て
い
た
（
史
館
動
揺
）。
翠
軒
が
藩
主
治
保
か
ら
こ
の
問
題
を
諮
問
さ
れ

て
い
る
間
に
幽
谷
は
翠
軒
を
差
し
置
い
て
題
号
を
『
史
稿
』
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
意
見
書
を
提
出
し
、
翠
軒
の
修
史
方
針
や
藩
主
治
保
の
修
学
態
度
、
さ
ら
に

は
藩
政
改
革
の
提
言
や
対
外
情
勢
へ
の
意
見
な
ど
を
著
作
で
発
表
し
、
一
時
は
編
修

職
を
解
任
さ
れ
る
。
こ
の
史
館
動
揺
は
党
派
的
な
対
立
に
発
展
す
る
。　

　

文
化
四
年
に
彰
考
館
の
総
裁
に
就
任
、
百
五
十
石
を
受
け
る
。
著
作
で
あ
る
『
勧

農
或
問
』
は
水
戸
藩
天
保
の
改
革
の
農
村
対
策
に
影
響
を
与
え
た
。
文
化
九
年
再
び

総
裁
を
専
任
。
門
人
に
次
男
で
あ
る
藤
田
東
湖
、
豊
田
天
功
、
会
沢
正
志
斎
ら
が
お

り
、
彼
ら
は
水
戸
学
の
尊
王
攘
夷
思
想
を
全
国
に
広
め
る
活
動
を
行
っ
た
。
著
書
に

『
正
名
論
』
な
ど
が
あ
る
。

　

翠
軒
と
の
対
立
点
と
し
て
、
一
点
目
と
し
て
は
『
大
日
本
史
』
の
題
名
で
あ
り
、

幽
谷
は
『
史
稿
』
と
主
張
し
、
翠
軒
が
反
対
し
て
い
た
。
二
点
目
と
し
て
は
、『
大

日
本
史
』
の
志
表
の
継
続
ま
た
は
廃
止
を
め
ぐ
る
対
立
で
、
翠
軒
は
廃
止
、
幽
谷
は

継
続
を
主
張
し
た
。
三
点
目
と
し
て
は
論
賛
の
是
非
で
あ
り
、
翠
軒
は
可
、
幽
谷
は

不
可
と
し
た
と
い
う
。
幽
谷
と
の
対
立
は
幽
谷
が
『
丁
巳
封
事
』
を
藩
に
上
書
し
、

藩
政
批
判
を
行
っ
た
こ
と
で
不
敬
の
罪
を
問
わ
れ
免
職
と
な
っ
た
折
に
翠
軒
に
よ
り

破
門
さ
れ
た
こ
と
で
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
者
は
絶
交
と

な
っ
た
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
年
）、
高
橋
担
室
が
『
大
日
本
史
』
の
論
賛
を
削

除
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
上
書
し
、
藤
田
幽
谷
も
こ
れ
に
同
調
し
た
こ
と
で
、
翠
軒
は

致
仕
を
命
ぜ
ら
れ
、
徳
川
家
康
の
事
績
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
、
弟
子
の
小
宮
山
楓
軒
と

と
も
に
『
垂
統
大
記
』
を
編
纂
し
た
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
年
）
三
月
四
日
同
著

の
完
成
を
見
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
享
年
八
十
。
書
画
、
篆
刻
、
七
弦
琴
に
も

秀
で
、
著
書
と
し
て
『
西
山
遺
聞
』、『
此
君
堂
文
集
』、『
新
安
手
簡
』
な
ど
が
あ
る
。

　
『
幽
谷
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
幽
谷
詩
纂
』
に
は
、
小
澤
含
章
を
歌
っ
た

七
言
律
詩
が
「
戯
作
」
と
題
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
題
下
に
は
、「
句
中
用
友

人
別
号
字
」
と
あ
り
、「
振
衣
柳
下
寄
相
思
」「
丹
子
成
号
振
衣
亭
。
小
澤
公
平
号
柳

下
園
」
と
歌
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
最
後
に
小
澤
多
仲
永
隆
初
名
九
郎
兵
衛
の
祖
先
は
、
伊
勢
永
明
と
云
っ
て
、

佐
竹
義
重
に
仕
え
て
久
慈
郡
太
田
郷
に
住
ん
で
い
た
。
九
郎
兵
衛
は
、
明
和
期
に
鋳

銭
事
業
で
財
を
成
し
、
郷
士
か
ら
進
み
、
安
永
七
年
に
水
戸
藩
士
と
な
り
、
水
戸
の

三
之
丁
に
住
ん
だ
。翌
八
年
の
五
月
二
十
一
日
に
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
後
小
澤
家
は
、
藩
士
と
な
っ
て
水
戸
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
養
子
含
章
と
太
田

に
残
っ
て
郷
士
と
な
っ
た
賢
達
の
二
家
に
分
か
れ
た
。

　

そ
し
て
又
、
九
郎
兵
衛
は
、
芝
六
と
号
し
て
俳
諧
を
た
し
な
ん
で
お
り
、
江
戸
で

武
弓
亀
文
が
買
い
求
め
た
文
台
の
上
面
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
招
く
か
麦
の
む
ら
尾
花　

は
せ
を
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
芭
蕉
の
真
蹟
と
し
、
社
中
名
を
「
尾
花
庵
」
と
し
、
含
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章
が
二
世
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。常
陸
太
田
市
木
崎
二
丁
目
の
梅
照
院
境
内
に
は
、

芝
六
の
筆
に
な
る
芭
蕉
の
句
「
冬
籠
り
ま
た
よ
り
そ
は
む
此
の
は
し
ら
」
の
句
碑
が

天
明
三
年
十
月
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。そ
の
後
文
台
は
、三
世
の
立
川
一
径
に
伝
わ
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

梅
照
院
境
内
の
芭
蕉
句
碑

　

Ⅳ
、
小
澤
含
章
の
編
著
書
に
つ
い
て

　

現
在
判
明
し
て
い
る
小
澤
含
章
の
編
著
書
と
し
て
は
、次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
、
明
月
帖　

写
本
一
冊　
　

天
明
七
成　

茨
城
県
立
図
書
館

　

二
、万
歳
鯛
考　

稿
本
一
冊　

寛
政
二
成　

国
立
国
会
図
書
館

　

三
、
董
其
昌
「
正
陽
門
帖
」
拓
本
一
帖　

寛
政
五
版　

東
京
・
書
壇
院
蔵

　

四
、
鵡
膩
霧
茹
雲　

稿
本
一
冊　

寛
政
八
成　

東
京
大
学
図
書
館
蔵

　

五
、
文
園
生　

写
本
三
冊　

成
立
年
代
不
明　

国
立
国
会
図
書
館
蔵

　

六
、
臠
鼎
弌
味　

写
本
一
冊　

成
立
年
代
不
明　

同
社
大
学
図
書
館
蔵

　

七
、
芙
蓉
櫻
集　

写
本
一
冊　

成
立
年
代
不
明　

同
社
大
学
図
書
館
蔵

　

六
の
『
臠
鼎
弌
味
』
は
、
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
で
あ
る
が
、
今
出
川
図
書
館
の

小
室
・
沢
辺
記
念
文
庫
（
宮
津
市
出
身
の
自
由
民
権
家
の
小
室
信
介
（
一
八
五
二

（
嘉
永
五
）
～
一
八
八
五
（
明
治
十
八
））、
沢
辺
正
修
（
一
八
五
八
（
安
政
三
）
～

一
八
八
六
（
明
治
十
九
年
））
の
記
念
文
庫
。
中
島
信
行
、
木
村
栄
吉
、
松
本
誠
直

ら
が
募
金
し
て
集
め
た
も
の
を
寄
贈
し
た
も
の
で
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
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十
月
三
日
開
庫
式
が
行
わ
れ
た
。
主
と
し
て
日
本
史
関
係
の
も
の
が
多
く
、
近
世
の

写
本
が
相
当
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
水
戸
藩
の
儒
臣
で
同
藩
の
史
館
総

裁
と
な
り
、「
大
日
本
史
」
の
校
訂
に
努
め
、
そ
の
出
版
の
た
め
の
底
本
を
作
成
し

た
立
原
翠
軒
の
自
筆
稿
本
、
自
筆
写
本
、
旧
蔵
書
の
多
く
と
、
江
戸
時
代
中
期
の
国

学
者
塙
保
己
一
の
和
学
講
談
所
旧
蔵
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
）中
の
蔵
書
で
あ
る
。

内
容
は
『
約
翰
伝
福
音
書
』
で
あ
る
。

　

七
の
『
芙
蓉
櫻
集
』
は
、
本
居
宣
長
の
荒
木
田
経
雅
宛
て
書
簡
（
寛
政
三
年
八
月

十
七
日
『
本
居
宣
長
全
集
十
七
巻　

筑
摩
書
房
』）
に
「
水
戸
太
田
小
澤
九
郎
兵
衛

と
申
人
ハ
、
近
頃
手
前
へ
も
始
而
文
通
有
之
候　

貴
公
様
へ
は
従
来
御
文
通
も
有
之

候
由　

い
か
な
る
学
者
に
か
、
是
迄
存
知
不
申
候　

右
之
人
よ
り
、
水
戸
諸
士
之
歌

文
集
メ
候
物
参
り　

御
写
し
被
成
候
由　

御
卒
業
候
ハ
ハ
御
借
シ
被
下
度　

奉
頼
上

候
」
と
あ
る
「
水
戸
諸
士
之
歌
文
集
メ
候
物
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
伊
勢
神
宮
の
宮
司
で
あ
る
荒
木
田
経
雅
と
小
澤
含
章
の
交

友
が
伺
え
る
の
に
驚
き
で
あ
り
、
そ
の
上
本
居
宣
長
に
も
小
澤
含
章
は
「
い
か
な
る

学
者
に
か
」
と
云
わ
し
め
て
い
る
処
も
興
味
の
あ
る
所
で
あ
る
。　

　

Ⅴ
、
小
澤
含
章
に
関
す
る
参
考
文
献
に
つ
い
て

　

参
考
文
献
と
し
て
は
、

一
、『
幽
谷
全
集
』
昭
和
十
年
六
月
二
十
五
日　

菊
池
謙
二
郎
編
著　

吉
田
弥
平
発
行

二
、 『
立
原
翠
軒
』
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
五
日　

前
田
香
径
編
著　

立
原
善
重

発
行

三
、 『
大
日
本
史
記
伝
志
表
撰
者
考
』
昭
和
四
十
年
三
月
十
日　

吉
田
一
徳　

風
間

書
房

四
、『
水
戸
市
史　

中
巻
（
二
）』
昭
和
四
十
四
年
八
月
十
日
発
行　
　

水
戸
市
役
所

五
、『
太
田
盛
衰
記
』　

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
日
発
行　

吉
原
赳
著　

常
陸
書
房

六
、 『
常
陸
太
田
市
史　

通
史
編　

上
巻
』
昭
和
五
十
九
年　

三
月
三
十
一
日
発
行

常
陸
太
田
市
役
所

七
、『
木
村
謙
次
』
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行　

水
府
村
教
育
委
員
会

八
、『
芭
蕉
句
碑
を
歩
く
』
平
成
元
年
六
月
一
日
発
行　

掘
込
喜
八
郎　

筑
波
書
林

九
、 『
水
戸
の
影
考
館
―
学
問
と
成
果
―
』
平
成
三
年
八
月
二
十
日
発
行　

福
田
耕

二
郎
水
戸
史
学
会

十
、 「
小
澤
氏
の
国
学
」
梶
山
孝
夫
『
水
戸
史
学
』
第
四
十
三
号　

平
成
七
年
十
月

三
十
日
発
行
水
戸
史
学
会

十
一
、 『
水
戸
藩
郷
士
の
研
究
』
平
成
十
八
年
十
月
十
三
日
発
行　

瀬
谷
義
彦
著

筑
波
書
林

十
二
、『
在
郷
之
文
人
達
近
代
之
予
兆
』
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
発
行　

秋
山
高
志
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那
珂
書
房

十
三
、「
新
太
田
点
描　

九　

柳
下
園
・
小
澤
含
章
」
吉
成
英
文
『
フ
ォ
ン
ズ
』

　
　
　

 
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日　

常
陸
太
田
市
フ
ォ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発

行

　

お
わ
り
に

　

幼
少
時
か
ら
お
盆
や
お
彼
岸
に
な
る
と
、
父
は
忙
し
い
の
で
、
母
や
姉
た
ち
と
共

に
お
墓
参
り
を
す
る
の
が
常
で
あ
り
ま
し
た
。
先
ず
は
、
水
戸
市
内
に
あ
る
旧
水
戸

藩
士
の
谷
中
の
共
有
墓
地
の
望
月
家
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
の
後
、
同
じ
く
酒
門
の
小

澤
家
の
お
墓
に
お
参
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
小
澤
家
の
墓
に
は
、
墓
碑
が
二
つ
あ
り

ま
し
て
、
一
つ
は
小
澤
含
章
で
も
う
一
つ
が
小
澤
融
昇
で
し
た
。
小
澤
含
章
の
墓
碑

の
揮
毫
に
立
原
萬
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
人
が
、
水
戸
藩
の
大
学
者
の
立
原
翆
軒

で
詩
人
の
立
原
道
造
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
等
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
澤
含
章
は
、そ
の
役
職
か
ら
か
博
物
学
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

特
に
人
間
の
理
解
を
超
え
る
動
物
や
植
物
の
奇
形
種
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
好
奇
心
旺
盛
で
行
動
力
も
あ
り
、
水
戸
藩
内
外
の
情
報
を
得
て
、
詳
細
な
絵

を
巧
み
に
描
き
説
明
を
加
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
魚
類
に
は
特
別
興
味
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
こ
れ
は
後
に
小
澤
融
昇
が
現
在
の
大
洗
町
磯
浜
の
西
福
寺
の
徒
弟
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
も
関
連
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
小
澤
融

昇
の
墓
碑
に
は
、「
東
茨
城
郡
磯
浜
町
西
福
寺
権
大
僧
都
坂
本
融
信
師
同
寺
於
加
行

既
権
僧
正
清
水
渓
深
達
師
明
治
四
十
三
年
十
一
月
為
同
郡
上
野
合
村
小
幡
天
台
宗
法

円
寺
第
七
十
四
代
住
職
」
と
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
春
江
の
父
志
鳥
融
淳
は
、
法
円
寺
第
七
十
五
代
住
職
と
な
り
、
長
兄
の
志
鳥

融
真
が
第
七
十
六
代
の
住
職
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
兄
の
話
に
よ
り
ま
す
と
「
父

は
西
福
寺
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
五
歳
の
時
に
名
指
し
で
小
澤
融
昇
の
徒
弟
と
な
っ

た
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、「
磯
浜
の
西
福
寺
か
ら
融
昇
に
連
れ
ら
れ
、
馬
車
に
揺
ら

れ
途
中
の
松
並
木
を
超
え
る
と
磯
浜
に
戻
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
着
い
た
所

は
小
幡
の
法
円
寺
だ
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。
五
歳
か
ら
親
元
を
離
れ
、
仏
門
に
帰
依

し
、
成
人
す
る
と
、
融
昇
の
い
と
こ
の
望
月
重
彦
の
長
女
ミ
ヨ
（
春
江
の
母
）
と
結

婚
し
ま
し
た
。
後
に
父
は
磯
浜
の
西
福
寺
第
四
十
九
代
住
職
と
な
り
、
亡
次
兄
志
鳥

融
光
が
、
西
福
寺
第
五
十
代
住
職
と
な
り
ま
し
た
。
亡
次
兄
志
鳥
融
光
に
は
、
本
稿

の
校
閲
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
も
叶
わ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
仏
前
に
供
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
澤
含
章
の
墓
碑
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小澤含章研究

　

小
澤
含
章
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
身
内
の
者
で
さ
え
も
知
ら
ず
に
い
た
こ

と
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
大
変
に
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

先
祖
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
先
祖
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
の
自
分
た
ち
が
い

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
末
の

娘
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
書
道
や
漢
文
学
や
日
本
文
学
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

与
え
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
の
意
を
込
め
、
こ
れ
か
ら
も
出
来
う
る
限
り
の
こ
と
は

し
て
行
き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
の
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
平
成
二
年
二
月
二
十
五
日
の
日
曜
日
に
、
母
は
、
水
戸

市
内
に
あ
る
旧
水
戸
藩
士
の
眠
る
酒
門
共
有
墓
地
の
小
澤
家
や
望
月
家
の
墓
を
子
ど

も
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
渡
す
こ
と
に
な
り
、
年
齢
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
末
娘
の
私
は
こ
ん
も
り
と
し
た
山
側
の
「
望
月
参
前
」

の
墓
を
引
き
継
ぎ
、「
水
府
系
纂
」
等
に
よ
っ
て
、
こ
の
墓
は
、
参
前
望
月
庄
左
衛

門
滋
野
信
尚
で
あ
る
こ
と
や
妻
の
弥
智
を
知
り
、
信
尚
が
光
圀
側
近
の
小
姓
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
光
圀
と
は
、
同
甘
共
苦
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
光

圀
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
小
澤
含
章
の
人
物
像
や
著
作
に
つ
い
て
も
、
分
か
ら
な
い
存
在
で
あ
っ

た
も
の
が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
機
に
更

に
研
究
を
深
め
て
い
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

小
澤
融
昇
の
墓
碑
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― 小森盛詩作品等の著作を中心として ―

　

は
じ
め
に

　

小
森
盛
は
、
筑
波
根
詩
人
横
瀬
夜
雨
夫
人
多
喜
の
実
弟
で
あ
り
、
戦
前
に
活
躍
し

た
詩
人
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
作
品
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
不
明
な
点
が
多

い
た
め
、
現
在
で
は
全
く
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
詩
人
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、「
夜
雨
と
暮
鳥
と
重
吉
」（『
至
上
律
』
第
十
輯
昭
和
二
十
七

年
一
月
）
の
中
で
、「
私
は
詩
集
を
殆
ど
散
逸
し
、
戦
災
で
も
失
ひ
、
ま
た
自
身
の

詩
な
ど
も
総
て
持
た
な
い
こ
と
に
し
て
あ
る
が
、八
木
さ
ん
の
『
秋
の
瞳
』
だ
け
は
、

夜
雨
の
書
庫
に
残
り
今
な
ほ
私
の
手
許
に
あ
る
。」
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
親

族
の
常
陸
大
宮
市
の
山
方
に
お
住
い
の
小
森
悦
郎
氏
や
千
葉
県
に
お
住
い
の
ご
長
男

小
森
崑
氏
に
遺
稿
等
の
所
在
を
尋
ね
た
が
、
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

最
近
に
な
っ
て
、平
成
二
十
五
年
の
十
月
に
崑
氏
か
ら
電
話
に
よ
る
連
絡
が
あ
り
、

親
族
の
中
で
も
、
特
に
長
女
の
旻
子
さ
ん
が
父
親
の
著
作
に
つ
い
て
調
べ
、
コ
ピ
ー

を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
旻
子
さ
ん
が
、
母
親
の
喜
美
さ
ん
に
平
成
五
年
に

送
っ
て
い
た
資
料
の
添
え
書
き
に
「
母
上
様　

ま
だ
い
く
つ
か
出
て
来
る
は
ず
で
す

が
、
手
許
に
た
ま
っ
た
分
、
お
送
り
致
し
ま
す
。『
い
は
ら
き
』
に
載
っ
た
も
の
は
、

貴
重
品
で
す　

七
月
二
十
一
日　

旻
子
」
と
あ
る
。
同
封
の
『
い
は
ら
き
』（
大
正

十
四
年
九
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
小
森
盛
の
作
品
は
、
散
文
「
喰
ひ
入
る
現
實　

秋
の
峠
」
で
、
そ
の
隣
に
「『
茨
城
文
藝
』
の
夕　

茨
城
文
藝
の
創
刊
を
祝
賀
す
べ

く
十
二
日
夜
六
時
か
ら
水
戸
郵
便
局
前
助
川
洋
食
店
階
上
に
て
小
宴
を
開
く
、
会
費

は
一
圓
の
豫
定
で
希
望
者
は
十
一
日
迄
に
水
戸
市
南
町
知
新
堂
宛
に
通
知
す
る
筈
」

と
あ
り
、
コ
ピ
ー
紙
の
欄
外
に
鉛
筆
書
き
で
「
創
刊
号
よ
り
小
森
盛
、
参
加
。
雑
誌

の
所
蔵
者
、
不
明
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
娘
で
あ
る
旻
子
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
父

親
の
著
作
資
料
の
収
集
に
対
す
る
熱
意
が
母
親
へ
の
断
簡
文
面
の
中
に
見
て
取
れ
る

も
の
が
あ
る
。

　

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
の
午
後
に
崑
氏
は
遠
路
遥
々
段
ボ
ー
ル
箱
一
箱
を

抱
え
て
、
本
学
に
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
経
過
等
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
、
私
に
預
け
ら
れ
て
帰
宅
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
の
午
後
に
、
再
び
本
学
を
訪
ね
ら
れ
て
、

小
森
盛
の
著
作
の
コ
ピ
ー
を
持
参
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
崑
氏
は
、
山
方
の
悦
郎
氏
を

訪
ね
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
小
森
家
の
略
系
図
や
高
山
辰
雄
に
よ

る
小
森
盛
の
肖
像
画
の
複
製
し
た
も
の
を
お
預
か
り
し
た
。
略
系
図
の
中
で
、
小
森

盛
は
特
に
母
親
の
弟
で
あ
る
太
田
丙
子
郎
に
は
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
命
の
恩
人
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
肖
像
画
は
崑
氏
に
よ
る
と
最
も
父
親
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

そ
れ
ら
の
コ
ピ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、小
森
盛
が
雑
誌
に
発
表
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

小
森
盛
研
究
序
説

　
　

─ 

小
森
盛
詩
作
品
等
の
著
作
を
中
心
と
し
て 

─

小　

野　

孝　

尚　
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こ
こ
で
は
、
始
め
に
そ
の
詩
作
品
等
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
年
代
順

に
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
年
月
日
に
つ
い
て
の
日
に
ち

に
つ
い
て
は
、
不
明
の
作
品
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
調
査
に
委
ね
た
い
と
考
え
る
。
尚
、
小
森
盛
の
美
術
評
論
関
係
の
著
作

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
て
は
い
な
い
。

　

小
森
盛
は
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
三
月
二
十
一
日
に
茨
城
県
那
珂
郡
山

方
村
八
十
五
番
屋
敷
（
現
在
常
陸
大
宮
市
）
に
父
小
森
亥
之
吉
、母
せ
い
（
長
男
信
、

長
女
タ
キ
、二
女
正
子
）
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
横
瀬
夜
雨
夫
人
タ
キ
の
実
弟
。

茨
城
県
立
水
戸
中
学
校
を
大
正
十
二
年
三
月
に
卒
業
す
る
。
第
四
十
四
回
の
卒
業
生

で
百
九
名
で
あ
っ
た
。
同
期
に
は
郡
司
次
郎
正
が
い
る
が
、郡
司
に
は
「
同
期
準
卒
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
、『
水
戸
一
高
百
年
史
』「
別
冊
卒
業
生
名
簿
」（
昭
和
五
十
三
年

十
一
月
十
一
日　

水
戸
一
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
発
行
）
凡
例
に
よ

る
と
、「
四
修
又
は
五
在
で
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
者
を
い
う
」
と
あ
る
。
一
級
上

に
は
、
野
口
雨
情
門
下
の
塙
義
幹
が
お
り
、
三
級
上
に
は
渡
邉
温
が
い
た
。

　

小
森
は
、
大
正
十
五
年
四
月
か
ら
大
正
十
六
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
、
江
川
尋
常

高
等
小
学
校
、
現
在
の
茨
城
県
結
城
市
立
江
川
北
小
学
校
の
代
用
教
員
を
勤
め
る
。

こ
の
頃
八
木
重
吉
を
柏
に
訪
ね
て
い
る
。
義
兄
横
瀬
夜
雨
の
秘
書
、
そ
の
後
上
京
し

て
、
高
村
光
太
郎
グ
ル
ー
プ
の
詩
人
と
な
る
。
筑
摩
書
房
の
『
高
村
光
太
郎
全
集
』

に
於
け
る
光
太
郎
宛
て
の
書
簡
に
見
る
茨
城
ゆ
か
り
の
詩
人
は
、
取
手
の
宮
崎
稔
は

別
格
と
し
て
、
川
野
辺
精
が
七
通
。
小
森
盛
が
三
十
通
（
初
め
て
の
書
簡
は
昭
和
二

年
七
月
十
九
日
付
）。
寺
門
戸
誠
一
が
十
九
通
。
縄
田
林
蔵
一
通
。
本
澤
浩
二
郎
が

一
通
等
挙
げ
ら
れ
る
。

　

小
森
盛
は
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
系
の
詩
人
た
ち
と
も
交
わ
り
、「
弾
道
」（
昭
和
五
年

創
刊
）
や
、「
茨
城
文
芸
」
に
参
加
。
そ
し
て
橘
孝
三
郎
の
兄
弟
村
に
も
関
係
す
る
。

橘
孝
三
郎
は
、
茨
城
県
立
水
戸
中
学
校
を
明
治
四
十
五
年
三
月
に
第
三
十
三
回
生

（
八
十
五
名
）
と
し
て
卒
業
し
て
い
る
。
林
正
三
も
同
期
で
あ
っ
た
。
草
野
心
平
や

伊
藤
信
吉
ら
の「
学
校
」に
も
参
加
。石
川
善
助
や
尾
形
亀
之
助
と
の
親
交
が
あ
っ
た
。

　

戦
後
、
時
事
通
信
社
に
入
社
し
、
編
集
と
校
正
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
美
術
評
論
を
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始
め
る
。
昭
和
三
十
一
年
に
時
事
通
信
社
を
退
社
し
、
美
術
評
論
と
随
筆
に
専
念
。

昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
二
月
十
六
日
に
肺
炎
の
た
め
四
街
道
市
四
街
道
一
丁

目
二
十
の
十
三
番
地
の
自
宅
に
て
死
去
。
現
在
の
所
、
参
考
文
献
と
し
て
は
、
常
陽

新
聞
社
刊
行
に
よ
る
『
茨
城
近
代
文
学
選
集
第
五
巻　

詩
歌
編
』
が
主
た
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
研
究
に
俟
た
れ
る
所
が
大
き
い
。

　

亡
く
な
っ
た
年
の
年
賀
状
に
は
、「
日
の
中
の
一
月
一
日
。
ぼ
く
の
体
の
ガ
タ
ピ

ン
の
外
見
を
診
て
、こ
れ
は
い
か
ん
と
言
っ
た
医
者
も
二
人
は
死
ん
だ
。
五
臓
六
腑
、

と
く
に
肝
臓
は
抜
群
だ
か
ら
朝
酒
を
啖
っ
て
圏
外
風
狂
、
独
断
勝
手
を
き
め
こ
ん
で

い
る
。
修
羅
場
を
見
す
ぎ
た
阿
羅
漢
七
十
八
歳
、
四
〇
キ
ロ
の
痩
軀
は
強
風
に
流
さ

れ
、
躓
く
石
で
も
あ
れ
ば
そ
こ
で
転
び
た
い
。
あ
と
二
年
生
き
れ
ば
野
合
結
婚
も
金

婚
式
に
な
る
と
い
う
。」
数
え
年
八
十
歳
で
の
元
気
な
心
意
気
が
窺
わ
れ
る
も
の
が

あ
る
。

　

Ⅰ
、
詩
作
品
の
著
作
に
つ
い
て

目
高
と
雲　
（
天
心
翹
望　

月
と
黄
水
仙
）　

　
　
　
　
　
『
日
本
詩
人
』
第
六
巻
六
号　

大
正
十
五
年
六
月

愛
妻
詩
選　
（
貧
し
く
て
妻
も
な
け
れ
ば
）
青
梅　

桐
の
花

　
　
　
　
　
『
詩
神
』
第
二
巻
第
八
号　
　

大
正
十
五
年
八
月

蜘
蛛
の
巣
（
蜉
蝣　

路
傍
の
老
婆　

夏
の
朝
）　

　
　
　
　
　
『
詩
神
』
第
二
巻
第
九
号　
　

大
正
十
五
年
九
月

牧
歌
的
風
景
（
田
舎
の
夏　

路
傍
所
見　

麥
秋
の
細
道　

夏
の
朝
）

　
　
　
　
　
『
詩
歌
時
代
』
九
月
号　
　
　

大
正
十
五
年
九
月

秋
茄
子　
　
『
日
本
詩
人
』
第
六
巻
十
号　

大
正
十
五
年
十
月

海
邊
抒
情　
『
詩
歌
時
代
』
十
月
号　
　
　

 

大
正
十
五
年
十
月

蕈　
　
　
　
『
地
上
楽
園
』
第
一
巻
第
七
号 

大
正
十
五
年
十
二
月

秋
の
野
の
夢
『
詩
神
』
第
二
巻
第
十
号　
　

大
正
十
五
年
十
二
月

小
さ
い
町　

蔦
『
詩
神
』
第
二
巻
第
二
号　

昭
和
二
年
二
月

カ
フ
エ
の
月　
　

春
浅
き
骨
董
店　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
『
随
筆
』
第
二
巻
第
七
号　

昭
和
二
年
七
月

素
朴
な
風
景
―
同
郷
の
友
泉
浩
郎
兄
よ
―

　
　
　
　
　
　
　
『
地
上
楽
園
』
第
二
巻
第
八
号
昭
和
二
年
八
月

詩　
　
　
『
詩
神
』　

第
二
巻
第
九
号

草
の
實　
　
『
民
謡
詩
人
』
第
一
巻
三
号　

昭
和
二
年
十
一
月

龍
（
少
女
坑
夫　

草
の
實
）『
大
調
和
』
十
二
月
号　

昭
和
二
年
十
二
月

（
題
名
不
明
）『
民
謡
詩
人
』　　
　
　
　
　

昭
和
三
年
二
月

海
豚　
　
　
『
至
上
律
』
第
六
号　
　
　
　

昭
和
三
年
十
二
月

そ
の
時　
　
『
學
校
』
第
三
号　
　
　
　
　

昭
和
四
年
三
月
一
日

な
ん
で
も
な
い
風
景　
『
第
二
』
第
五
号　

昭
和
四
年
六
月

来
世
を
夢
む　
『
至
上
律
』
第
十
号　
　
　

昭
和
四
年
六
月

人
情
に
就
い
て　
『
學
校
』
第
六
号　
　
　

昭
和
四
年
七
月

炎
天
の
海
見
ゆ
る
庭
の
一
隅　
『
む
ら
さ
き
』　

第
四
巻
八
号　

昭
和
四
年
八
月

巷
の
聖
母　
『
至
上
律
』
第
十
一
号　
　
　

昭
和
四
年
八
月

夜
の
隣
人　
『
第
二
』
第
七
号　
　
　
　
　

昭
和
四
年
九
月
六
日

私
窩
子　
　
『
至
上
律
』
第
十
二
号　
　
　

昭
和
四
年
十
月

屋
上
語
録
（
石
川
善
助
と
松
屋
屋
上
に
て
）『
第
二
』
第
九
号　

昭
和
四
年
十
一
月

肋　

尾
崎
喜
八
氏
に
捧
ぐ
る
詩　

浅
草
三
部
曲
（
水
族
館　

casino folies　

屋
上
）
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『
濶
葉
樹
』　　
　
　

昭
和
五
年
二
月

山
中
呪
文
―
鴉
、
萩
原
朔
太
郎
氏
に
『
ニ
ヒ
ル
』
第
一
巻
第
一
号　

昭
和
五
年
二
月

人
生
は
絶
え
ず
前
方
へ
『
世
界
の
動
き
』
四
月
号　

昭
和
五
年
四
月

人
生
は
絶
え
ず
前
方
へ
『
濶
葉
樹
』
四
月
号　

昭
和
五
年
四
月

石
灰
質
以
上
の
話
『
文
学
時
代
』
第
二
巻
第
五
号　

昭
和
五
年
五
月

不
死
再
生
の
話　
　
　
『
祖
國
』　　
　
　
　
　

昭
和
五
年
六
月　

第
九
百
十
三
号
一
族　
『
祖
國
』　　
　
　
　
　

昭
和
五
年
八
月

卑
近
な
英
雄　
　
　
　
『
祖
國
』　　
　
　
　
　

昭
和
五
年
十
月

虚
無　

ヴ
ァ
リ
エ
テ　

見
開
か
れ
ぬ
自
然　
『
詩
神
』
第
六
巻
十
一
号　

昭
和
五
年

十
一
月

西
伯
利
亜
の
第
一
日　
『
詩
人
時
代
』　

第
二
巻
第
四
号　

昭
和
七
年
四
月

鯉
幟　
　
　
　
　
　
　
『
文
学
時
代
』
第
四
巻
第
五
号　

昭
和
七
年
五
月

ス
ポ
ー
ツ
嘸
寮　
　
　
『
若
草
』　　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
五
月

わ
が
シ
ル
ビ
ア　
　
　
『
若
草
』　　
　
　
　
　
　
　

昭
和
七
年
八
月

花
冠　
　
　
　
　
　
　
『
愛
称
』
第
八
巻
第
八
号　
　

昭
和
八
年
十
月

花
火　
　
　
　
　
　
　
『
愛
称
』
第
八
巻
第
十
号　
　

昭
和
八
年
八
月

海
の
非
常
（
大
洗
岬
に
て
）『
若
草
』
第
九
巻
第
十
号　
　

昭
和
八
年
十
月

ク
リ
ス
マ
・
ス
ツ
リ
ー『
愛
称
』
第
八
巻
第
十
二
号　

昭
和
八
年
十
二
月

抒
情
詩
章　

雲
後　
　
『
愛
称
』
第
九
巻
第
一
号　
　

昭
和
九
年
一
月

真
弓
子　
　
　
　
　
　
『
日
本
詩
壇
』
第
二
巻
第
三
号　

昭
和
九
年
四
月

毒
麥　
　
　
　
　
　
　
『
詩
人
時
代
』
第
四
巻
第
九
号　

昭
和
九
年
九
月

酒
狂　
　
　
　
　
　
　
『
詩
人
時
代
』
第
四
巻
第
十
号　

昭
和
九
年
十
月

シ
ニ
ツ
ク　
　
　
　
　
『
詩
人
時
代
』
第
二
巻
第
十
一
号　

昭
和
九
年
十
一
月

野
鴨　
　
　
　
　
　
『
詩
人
時
代
』
第
五
巻
第
一
号　

昭
和
十
年
一
月

白
菊
の
家　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
三
巻
第
十
号　

昭
和
十
年
十
月

冬
枯
れ
の
野
に
て　
『
む
ら
さ
き
』
第
三
巻
第
十
二
号　

昭
和
十
年
十
二
月

木
ッ
葉
天
狗　
　
　
『
日
本
詩
壇
』
第
四
巻
第
二
号　
　

昭
和
十
一
年
二
月

故
郷　
　
　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
二
巻
六
号　
　
　

昭
和
十
一
年
六
月

母
の
小
包　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
二
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
一
年
十
一
月

落
鮎　

鳩　
　
　
　
『
中
央
公
論
』　　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
一
年
十
一
月

風
塵
の
日　
　
　
　
『
日
本
詩
壇
』　　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
一
年
十
二
月

風
塵
の
日　

愛
と
菫　
「
凉
枝
」
な
る
店
に
寄
せ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
栄
養
の
日
本
』
第
六
巻
第
一
号　

昭
和
十
二
年
一
月

み
ど
り
皃　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
三
巻
第
二
号　
　

昭
和
十
二
年
二
月

雛
祭　

櫻
肉　

み
ど
り
皃　
『
栄
養
の
日
本
』
第
六
巻
第
三
号　

昭
和
十
二
年
三
月

雛
祭　
　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
四
巻
第
三
号　
　

昭
和
十
二
年
三
月

祈
禱
歌　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
四
巻
第
六
号　
　

昭
和
十
二
年
六
月

我
子
は
歩
む　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
三
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
二
年
九
月

秋
扇　
　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
臨
時
増
刊　

少
女
文
藝
号　

昭
和
十
二
年
十
月

悲
劇
の
女
王
―
マ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ソ
ネ
ツ
ト
―

　
　
　
　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
四
巻
十
二
号　
　

昭
和
十
二
年
十
二
月

天
使
の
寢
顏　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
四
巻
第
二
号　
　

昭
和
十
三
年
二
月

わ
が
馬
は
二
歳　
　
『
雄
弁
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
三
月

抒
情
歌　
　
　
　
　
『
若
草
』　

第
十
四
巻
第
四
号　
　

昭
和
十
三
年
四
月

掌
玉
集　
（
母
と
子　

入
浴　

子
疾
む　

動
物
繪
本　

子
を
失
ひ
し
友
に

　
　
　
　

楽
し
き
食
卓　

我
が
子
の
顏
）
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『
キ
ン
グ
』
第
十
四
巻
第
六
号　
　

昭
和
十
三
年
五
月

宣
撫
班
の
歌　
　
　
『
雄
弁
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
六
月

紫
陽
花　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
五
巻
第
八
号　
　

昭
和
十
三
年
八
月

銃
後
の
母　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
四
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
三
年
九
月

秋
雨
の
唄　
　
　
　
『
令
女
界
』　　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
十
一
月

上
海
號　
　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
四
巻　

第
十
四
号　

昭
和
十
三
年
十
一
月

山
上
湖
の
秋　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
五
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
三
年
十
一
月

し
に
つ
く　
　
　
　
『
知
性
』
第
二
巻
第
四
号　
　
　
　

昭
和
十
四
年
四
月

倦
怠
の
海　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
六
巻
第
七
号　
　

昭
和
十
四
年
六
月

波
に
遊
ぶ
子　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
五
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
四
年
九
月

乳
絞
る
乙
女　
　
　
『
令
女
界
』　　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
四
年
十
二
月

幸
福　
　
　
　
　
　
『
現
代
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
二
月

植
物
園
拾
遺　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
七
巻
七
号　
　
　

昭
和
十
五
年
七
月

勤
勞
の
歌　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』　

第
十
六
巻
九
号　
　

昭
和
十
五
年
八
月

膽
の
苦
き
も
共
に
嘗
め
て　
『
雄
弁
』　　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
九
月

秋
風
新
し
く　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
七
巻
第
十
号　
　

昭
和
十
五
年
十
月

傷
兵
わ
れ　
　
　
　
『
現
代
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
十
一
月

聖
戰　
　
　
　
　
　
『
現
代
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
一
月

櫻
花
の
歌　
　
　
　
『
詩
と
美
術
』
第
三
巻
第
三
号　
　

昭
和
十
六
年
四
月

風
景
に
題
す　
　
　
『
詩
と
美
術
』
第
三
巻
第
四
号　
　

昭
和
十
六
年
六
月　

花
火　
　
　
　
　
　
『
詩
と
美
術
』
第
三
巻
第
五
号　
　

昭
和
十
六
年
八
月　

十
坪
の
畑　
　
　
　
『
令
女
界
』　　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
九
月

錬
成
の
歌　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』　

第
十
七
巻
九
号　
　

昭
和
十
六
年
九
月

山
野
行　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
八
巻
第
九
号　
　

昭
和
十
六
年
九
月

習
俗　
　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
九
巻
第
二
号　
　

昭
和
十
七
年
二
月

胃
腑
撩
亂　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
九
巻
第
四
号　
　

昭
和
十
七
年
四
月

東
京
起
ち
、
戰
ふ　
『
む
ら
さ
き
』
第
九
巻
第
六
号　
　

昭
和
十
七
年
六
月

壮
大
な
海　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
九
巻
第
八
号　
　

昭
和
十
七
年
八
月

冬
の
朝　
　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
九
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
七
年
十
一
月

梅
花
通
信　
　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
十
巻
第
三
号　
　

昭
和
十
八
年
三
月

海
の
雄
獅
子　
　
　
『
辻
詩
集
』　

日
本
文
学
報
告
会　

 

昭
和
十
八
年
十
月

膝
を
つ
か
ず　
　
　
『
む
ら
さ
き
』
第
十
巻
第
十
号　
　

昭
和
十
八
年
十
月

い
の
ち
の
證　
　
　
『
詩
集　

大
東
亜
』
日
本
文
学
報
告
会
編　

昭
和
十
九
年
十
月

虚
淡
三
篇　
　
　
　
『
至
上
律
』
第
一
輯　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
二
年
七
月

　

Ⅱ
、
そ
の
他
の
詩
作
品
等
に
関
す
る
著
作
に
つ
い
て

鶏
肋　
　
　
　
　
　
　
『
至
上
律
』
第
六
号　
　
　
　
　

昭
和
三
年
十
二
月

第
二
鶏
肋　
　
　
　
　
『
至
上
律
』
第
十
二
号　
　
　
　

昭
和
四
年
十
月

詩
に
於
け
る
技
巧
―
岡
本
潤
兄
そ
の
他
へ　
『
第
二
』　

昭
和
四
年
十
一
月

科
学
と
感
情
―
岡
本
、
小
野
両
君
へ
『
弾
道
』
第
一
巻
第
一
号　

昭
和
五
年
三
月

「
学
校
詩
集
」
独
語　
『
詩
神
』
第
六
巻
第
三
号　
　
　

 

昭
和
五
年
三
月
号

詩
へ
の
懐
疑　
　
　
　
『
弾
道
』
第
一
巻
第
二
号　
　
　

昭
和
五
年
四
月

黄
瀛
君
新
著
「
星
影
」
に
つ
い
て　
『
詩
神
』
第
六
巻
第
八
号　

昭
和
五
年
八
月

高
村
光
太
郎　
　
　
　
『
詩
人
時
代
』
第
二
巻
第
五
号　

昭
和
七
年
五
月

断
れ
た
時
間　
　
　
　
『
新
詩
論
』
第
一
輯　
　
　
　
　

昭
和
七
年
十
月

三
十
七
の
ラ
ン
ボ
オ　
『
新
詩
論
』
第
二
輯　
　
　
　
　

昭
和
八
年
二
月
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ウ
オ
ン
タ
ン
の
寝
床　
『
若
草
』
第
九
巻
第
四
号　
　
　

昭
和
八
年
四
月

ア
ト
ラ
ス
よ
り　
　
『
宮
澤
賢
治
追
悼
』　

次
郎
社　
　

 

昭
和
九
年
一
月

兄
横
瀬
夜
雨
の
死　
　
『
報
知
新
聞
』　　
　
　
　
　
　

 

昭
和
九
年
二
月
十
七
日

疲
労　
　
　
　
　
　
　
『
愛
誦
』
第
九
巻
第
二
号　
　
　

昭
和
九
年
二
月

飢
渇
以
上　
　
　
　
　
『
生
理
』
第
四
冊　
　
　
　
　
　

昭
和
九
年
五
月

十
八
億
五
千
二
百
萬
年　

同

夜
雨
の
髭
（
看
護
日
記
そ
の
他
）『
詩
精
神
』
第
一
巻
第
三
号　
　

昭
和
九
年
四
月

シ
ル
エ
ッ
ト　

若
き
日
の
横
瀬
夜
雨
な
ど
『
日
本
詩
壇
』
第
二
巻
第
五
号
昭
和
九
年

六
月

大
利
根
ぶ
り　
　
　
　
『
セ
ル
パ
ン
』　　
　
　
　
　
　
　

昭
和
九
年
十
一
月

「
主
と
し
て
酒
」　　
『
詩
人
時
代
』
第
三
巻
第
十
二
号　

 

昭
和
九
年
十
二
月

珍
優
有
死
―
石
川
善
助
君
い
ろ
い
ろ『
詩
人
時
代
』第
五
巻
第
二
号　

昭
和
十
年
二
月

詩
集
『
氷
巌
』（
京
坂
喜
美
子
）
を
小
森
盛
が
装
幀　
　

 
昭
和
十
年
三
月
二
十
日

夜
雨
の
詩
と
乙
女　
　
『
令
女
界
』　　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
年
四
月

厭
人
的
文
章　

金
子
光
晴
を
主
役
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
詩
壇
』
第
二
巻
第
十
号　
　

昭
和
十
年
十
月

高
村
光
太
郎
氏
と
私　
『
日
本
詩
壇
』
第
四
巻
第
一
号　
　

昭
和
十
一
年
一
月

文
人
の
絵
・
画
人
の
文　
『
若
草
』
第
十
四
巻
第
八
号　
　

昭
和
十
三
年
八
月

独
歩
・
死
後
満
三
十
年　
『
若
草
』
第
十
五
巻
第
七
号　
　

昭
和
十
四
年
七
月

戦
争
美
術
に
つ
い
て　
　
『
若
草
』
第
十
五
巻
第
十
号　
　

昭
和
十
四
年
十
月

半
古
と
薄
氷
女
史　
　
　
『
若
草
』
第
十
五
巻
第
十
二
号　

昭
和
十
四
年
十
二
月

靖
国
の
椎　
　
　
　
　
　
『
キ
ン
グ
』
第
十
六
巻
第
九
号　

昭
和
十
五
年
九
月

新
体
制
下
の
美
術
界　
　
『
若
草
』
第
十
六
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
五
年
十
一
月

後
記
断
章　
　
『
横
瀬
夜
雨
詩
集　

野
に
山
あ
り
き
』　　

昭
和
二
十
二
年
五
月

あ
と
が
き　
　
『
大
手
拓
次
詩
集
』　

創
元
選
書　
　
　
　

昭
和
二
十
三
年
二
月

彼
な
ほ
死
す
『
歴
程
』
復
刻
第
五
号
（
逸
見
猶
吉
追
悼
号
）
昭
和
二
三
年
七
月

夜
雨
と
暮
鳥
と
重
吉　
『
至
上
律
』
第
十
輯　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
七
年
一
月

石
川
善
助　
『
氷
河
』
第
五
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
七
年
七
月

生
死
一
断
面　
『
美
術
新
聞
』
第
八
三
一
号　
　
　

昭
和
三
十
三
年
一
月
三
十
日

高
村
さ
ん
の
エ
ス
キ
ス　

高
村
光
太
郎
と
智
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
十
五
日　

筑
摩
書
房

東
西
南
北
欄　

詩
と
絵
画
に
つ
い
て　
　

新
聞
紙
名
不
明　
　

昭
和
三
十
九
年
九
月

完
璧
主
義
者　

太
田
丙
子
郎
追
想
録　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
日

老
い
と
い
う
も
の　
『
新
日
本
美
術
』　

二
四
〇
号　

昭
和
四
十
五
年
十
月
三
十
日

常
磐
線
柏
駅
―
八
木
重
吉
の
こ
と　
『
八
木
重
吉
未
発
表
遺
稿
と
回
想
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麥
書
房　

昭
和
四
十
七
年
一
月

壺
井
氏
の
論
難
―
戦
時
中
の
高
村
さ
ん
に
就
い
て
『
高
村
光
太
郎
資
料
第
六
集
』

 

文
治
堂
書
店　

昭
和
五
十
二
年
二
月

暗
愚
小
伝
を
読
む『
高
村
光
太
郎
資
料
第
六
集
』文
治
堂
書
店　

昭
和
五
十
二
年
二
月

石
川
善
助　
　
『
石
川
善
助
・
作
品
集
』
―
別
刷
資
料
（
再
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
込
書
房　

昭
和
五
十
五
年

人
豪　

大
観　
　

発
表
誌
等
不
明
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― 小森盛詩作品等の著作を中心として ―

　

Ⅲ
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
詩
作
品
に
つ
い
て

飢
渇
地
帯　

飯
と
水
と
そ
の
他　

日
本
現
代
詩
集
（
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
八
年
三
月
一
日　

創
元
社

飢
渇
地
帯　

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
大
系　

第
四
卷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日　

三
一
書
房

飢
渇
地
帯　

日
本
現
代
詩
大
系　

第
八
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
年
四
月
三
十
日　

河
出
書
房
新
社

飢
渇
地
帯　

飯
と
水
と
そ
の
他　

新
訂　

学
校
詩
集　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
日　

麦
書
房

飢
渇
地
帯　

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
六
十
二
年　

六
月
三
十
日　

新
日
本
出
版
社

飢
渇
地
帯　

モ
ダ
ン
都
市
文
学　

都
市
の
詩
集　

平
成
三
年
四
月
十
八
日　

平
凡
社

飢
渇
地
帯　

茨
城
近
代
文
学
選
集　

Ⅴ　

昭
和
五
十
三
年
二
月
十
日　

常
陽
新
聞
社

　

Ⅳ
、
参
考
文
献

『
高
村
光
太
郎
全
集
』第
十
四
巻　
（
書
簡
一
五
八〈
昭
和
三
年
六
月
二
十
日
〉そ
の
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
三
年
六
月

『
禅
と
文
学
』
高
橋
新
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
五
年　

宝
文
館
出
版

『
ダ
ダ
と
禅
』
高
橋
新
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
六
年　

宝
文
館
出
版

逆
流
の
中
の
歌　

詩
的
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
回
想　
　

伊
藤
信
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日　

秦
流
社

青
春
の
原
野　
　

更
級
源
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
六
十
年
九
月
二
十
五
日　
　

北
海
タ
イ
ム
ス
社

小
森
盛
と
大
坪
白
夢　
　

高
橋
新
吉　
『
老
壮
の
友
』
十
月
号　

昭
和
六
十
年
十
月

　

お
わ
り
に

　
『
モ
ダ
ン
都
市
文
学　

都
市
の
詩
集
』（
平
成
三
年
四
月
十
八
日　

平
凡
社
）の「
飢

渇
地
帯
」
の
二
百
二
十
四
ペ
ー
ジ
と
二
百
二
十
五
ペ
ー
ジ
の
間
に
、
紙
片
が
は
さ
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
小
森
盛
の
晩
年
の
筆
跡
に
よ
る
も
の
で
、「
高
村
先
生
が
近
く

ま
で
送
っ
て
行
っ
て
貧
民
街
だ
か
ら　

は
ぢ
を
か
ヽ
せ
な
い
た
め
の
思
い
や
り
で　

僕
は
こ
れ
で
と
言
っ
て
引
き
返
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
晩
年
「
飢
渇

地
帯
」
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

小
森
盛
に
つ
い
て
の
逸
話
等
の
資
料
と
し
て
は
、
稲
田
稔
の
「
詩
壇
諸
先
生　

小

森
先
生
猫
問
答
」（『
詩
人
時
代
』
第
五
巻
第
十
一
号　

昭
和
十
年
十
一
月
）
で
「
ペ

ン
一
本
で
生
活
を
辛
う
じ
て
支
え
て
い
る
負
け
ず
屋
小
森
先
生
」
と
あ
る
。
高
橋
新

吉
の
「
逸
見
猶
吉
の
断
面
」（『
歴
程
』
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
で
「
逸
見
は
、
小
森

盛
と
二
人
で
、
本
郷
の
弥
生
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
た
が
、」
と
あ
る
。

　

以
上
で
資
料
の
紹
介
を
一
先
ず
終
わ
る
こ
と
に
し
た
い
。
今
後
も
資
料
の
発
見
の

可
能
性
は
十
分
に
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
お
気
づ
き
の
点
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
公

開
を
考
え
て
お
り
ま
す
。『
小
森
盛
詩
文
集
抄
』
の
よ
う
な
形
に
ま
と
め
ら
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

再
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
森
盛
に
関
し
て
ご
存
知
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

お
気
づ
き
の
点
等
宜
し
く
ご
示
教
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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三島由紀夫「火山の休暇」について

　
　
　一
、

　

三
島
由
紀
夫
に
〈
菊
田
次
郎
物
〉
と
も
称
す
べ
き
、
菊
田
次
郎
と
い
う
作
者
に
よ

く
似
た
主
人
公
が
旅
先
で
の
出
来
事
や
思
索
を
語
る
三
作
品
が
あ
る
。「
火
山
の
休

暇
」（「
改
造
文
芸
」
昭
24
・
11
）「
死
の
島
」（「
改
造
」
昭
26
・
4
）「
旅
の
墓
碑
銘
」

（「
新
潮
」
昭
28
・
6
）
で
あ
る
。
三
島
が
特
定
の
主
人
公
を
繰
り
返
し
書
い
た
の
は

こ
の
一
連
の
〈
菊
田
次
郎
物
〉
以
外
に
は
、
実
際
の
モ
デ
ル
が
い
た
ビ
ー
ト
族
を
描

い
た
風
俗
短
編
小
説
「
月
」（
昭
37
・
8
）
と
「
葡
萄
パ
ン
」（
昭
38
・
1
）
し
か
な
い
。

　

こ
の
〈
菊
田
次
郎
物
〉
に
つ
い
て
は
、
青
山
健
氏
（
注
一
）
や
小
埜
裕
二
氏
（
注

二
）
に
よ
る
論
考
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
〈
菊
田
次
郎
物
〉
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

序
章
に
代
え
て
、
今
ま
で
「
火
山
の
休
暇
」
と
い
う
作
品
が
単
独
で
論
じ
ら
れ
た
こ

と
が
無
い
の
で
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
少
し
気
に
な
っ
た
こ
と
を
書
き
と
め
て
お
き

た
い
と
思
う
。

　
　
　二
、

　

ま
ず
、
菊
田
次
郎
と
い
う
主
人
公
の
名
前
で
あ
る
が
、
当
時
大
評
判
と
な
っ
て
い

た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
鐘
の
鳴
る
丘
」（
昭
22
・
7
・
5
～
25
・
12
・
29
）
の
原
作
者
で
、

の
ち
に
「
君
の
名
は
」
で
一
世
を
風
靡
す
る
こ
と
に
な
る
菊
田
一
夫
か
ら
着
想
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
主
題
歌
「
と
ん
が
り
帽
子
」
も
大
ヒ
ッ
ト
と
な

り
、
戦
後
の
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
放
送
作
家
で
あ
っ
た
。
芸
術
家
表
明
と
も
い
う

べ
き
難
解
な
内
的
告
白
が
さ
れ
て
い
く
主
人
公
に
、
当
時
の
大
衆
的
人
気
を
博
し
た

作
家
を
も
じ
っ
た
命
名
を
す
る
と
こ
ろ
に
、
三
島
の
戦
後
社
会
へ
の
諧
謔
を
見
る
こ

と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
初
は
「
火
山
の
休
暇
」
と
い
う
作
品
だ
け
で
終
わ
る
予

定
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、安
易
に
付
け
ら
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
も
し
れ
な
い
が
、

菊
田
次
郎
は
青
年
期
の
三
島
の
代
弁
者
と
い
う
よ
う
な
使
命
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

戦
争
中
の
昭
和
十
九
年
十
月
に
初
の
短
編
集
『
花
ざ
か
り
の
森
』（
七
丈
書
院
）

を
刊
行
し
た
、
早
熟
な
文
学
青
年
・
三
島
由
紀
夫
は
二
十
歳
で
終
戦
を
迎
え
、
昭
和

二
十
一
年
六
月
に
短
編
「
煙
草
」
な
ど
の
原
稿
を
携
え
て
鎌
倉
の
川
端
康
成
の
家
を

訪
ね
、
川
端
の
紹
介
で
二
月
に
雑
誌
「
人
間
」
に
「
煙
草
」
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
小
説
家
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
。
一
方
、
昭
和
二
十
二
年
十
一
月

末
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
父
の
希
望
を
い
れ
て
高
等
文
官
試
験
を
受
験
し

合
格
、
十
二
月
末
に
は
大
蔵
省
銀
行
局
に
就
職
し
た
。

　

し
か
し
、
文
学
へ
の
夢
を
持
ち
続
け
た
三
島
は
十
二
月
に
、
初
の
長
編
小
説
と
な

る
「
盗
賊
」
の
第
二
章
を
「
自
殺
企
図
者
」
と
題
し
て
雑
誌
「
文
学
会
議
」
に
連
載

【
研
究
ノ
ー
ト
】

　
　

三
島
由
紀
夫
「
火
山
の
休
暇
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
〈
菊
田
次
郎
物
〉
序
章
に
代
え
て 

～

小

　林

　和

　子
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開
始
し
、
大
蔵
省
勤
務
の
傍
ら
「
サ
ー
カ
ス
」（「
進
路
」
昭
23
・
1
）
な
ど
の
短
編

も
次
々
に
発
表
し
、
八
月
末
に
河
出
書
房
の
坂
本
一
亀
氏
か
ら
初
の
書
き
下
ろ
し
長

編
の
依
頼
を
受
け
た
の
を
機
に
九
月
末
に
大
蔵
省
を
退
職
し
た
。

　

十
一
月
二
十
五
日
（
注
三
）
を
起
筆
と
し
た
「
仮
面
の
告
白
」
は
翌
二
十
四
年
四

月
二
十
七
日
に
脱
稿
さ
れ
、
七
月
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
「
仮
面
の
告
白
」
に
よ
っ

て
三
島
は
一
躍
文
壇
の
寵
児
と
な
り
、
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
こ
と
は
周

知
の
こ
と
で
あ
る
。
私
小
説
的
手
法
を
取
り
な
が
ら
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
あ
る
事

を
自
覚
し
て
い
く
主
人
公
「
私
」
の
生
い
立
ち
か
ら
の
半
生
を
冷
静
に
分
析
し
て
い

く
こ
の
作
品
は
、
以
後
三
島
由
紀
夫
の
代
表
作
と
も
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　三
、

　
「
火
山
の
休
暇
」
は
全
集
に
し
て
二
十
頁
足
ら
ず
の
小
品
で
、
主
人
公
の
菊
田
次

郎
は
次
の
よ
う
に
最
初
に
提
示
さ
れ
る
。

　

 　

彼
は
廿
五
歳
だ
つ
た
。
浮
動
的
な
上
機
嫌
、肉
欲
に
苛
ま
れ
て
ゐ
る
し
る
し
の
、

目
の
底
が
ほ
の
か
に
疲
労
の
赤
ら
み
を
帯
び
て
ゐ
る
さ
ま
、
傲
岸
で
子
供
つ
ぽ
い

眼
差
、
や
ゝ
不
均
整
で
痩
せ
て
色
艶
の
栄
え
な
い
顔
だ
ち
、
肌
理
の
こ
ま
か
い
皮

膚
、
そ
れ
で
ゐ
て
粗
い
剃
り
あ
と
、
か
う
し
た
も
の
が
彼
の
顔
の
目
じ
る
し
で
あ

る
。
影
法
師
に
い
ど
み
か
か
る
酔
つ
た
剣
士
の
や
う
な
あ
り
さ
ま
で
、
彼
は
野
心

に
あ
ふ
れ
、
人
生
を
快
刀
乱
麻
に
裁
断
し
よ
う
と
す
る
欲
望
に
憑
か
れ
て
ゐ
た
。

　

主
人
公
・
菊
田
次
郎
を
そ
の
ま
ま
作
者
三
島
自
身
と
重
ね
て
い
い
か
ど
う
か
は
難

し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
青
年
期
と
い
う
「
峠
」
に
さ
し
か
か
っ
た
三
島
が
、
優
等

生
と
し
て
生
き
て
き
た
平
岡
公
威
を
捨
て
て
、
親
の
希
望
す
る
エ
リ
ー
ト
の
道
を
捨

て
て
、
敢
え
て
職
業
作
家
に
挑
戦
す
る
に
あ
た
っ
て
自
ら
の
半
生
を
大
胆
な
手
法
で

描
い
た
の
が
「
仮
面
の
告
白
」
だ
と
言
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
「
影
法
師
に
い
ど

み
か
か
る
酔
つ
た
剣
士
の
や
う
な
あ
り
さ
ま
で
、
彼
は
野
心
に
あ
ふ
れ
、
人
生
を
快

刀
乱
麻
に
裁
断
し
よ
う
と
す
る
欲
望
に
憑
か
れ
て
ゐ
た
」
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で

あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
仮
面
の
告
白
」
を
書
い
た
後
に
も
残
っ

た
悩
み
が
、「
芸
術
と
生
活
と
の
、一
種
の
い
ひ
し
れ
ぬ
乖
離
」
と
い
う
問
題
で
あ
り
、

「
表
現
と
い
ふ
こ
と
は
生
に
対
す
る
一
つ
の
特
権
で
あ
る
と
共
に
生
に
於
け
る
一
つ

の
放
棄
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
、
言
葉
を
持
つ
こ
と
は
生
に
た
い
す
る
負
目
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
り
同
時
に
生
へ
の
復
讐
で
も
あ
り
う
る
こ
と
、
肉
体
の
美
し
さ
に
対
し
て
精
神

の
本
質
的
な
醜
さ
は
言
葉
の
美
の
み
が
こ
れ
を
償
ひ
う
る
こ
と
、
言
葉
は
精
神
の
肉

体
へ
の
郷
愁
で
あ
る
こ
と
、
肉
体
の
美
の
う
つ
ろ
ひ
や
す
さ
に
い
つ
か
言
葉
の
美
の

永
遠
性
が
打
ち
克
た
う
と
す
る
欲
望
こ
そ
表
現
の
欲
望
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
感
慨

の
中
で
、「
肉
体
を
鍛
え
る
や
う
に
言
葉
を
鍛
へ
」
て
「
文
体
に
意
を
須も

ち

ひ
、
そ
れ

が
希ギ

リ
シ
ャ臘
彫
刻
の
的
確
な
線
に
似
る
こ
と
を
念
願
し
た
」
と
語
る
。

　

三
島
は
、
こ
の
「
火
山
の
休
暇
」
に
つ
い
て
、「
美
し
い
風
景
か
ら
の
詩
的
体
験

を
緯

よ
こ
い
とに
し
て
書
か
れ
た
、
わ
が
ま
ま
な
詩
的
散
文
」
で
あ
り
、「
海
や
美
し
い
壮
大

な
風
景
」
か
ら
得
ら
れ
る
創
作
へ
の
欲
望
を
む
り
に
「
理
論
づ
け
よ
う
と
し
て
失
敗

し
て
ゐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
屁
理
屈
は
、
作
品
に
と
っ
て
は
ま
つ
た
く
重
要
で
は
な
い
」

（「
あ
と
が
き
」『
三
島
由
紀
夫
短
編
全
集
3
』
昭
40
・
5
、
講
談
社
）
と
述
べ
、
こ

の
作
品
で
『
』
で
括
っ
て
語
ら
れ
て
く
る
次
郎
の
思
索
を
後
に
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て

て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
の
は
「
あ
と
が
き
」
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
よ
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三島由紀夫「火山の休暇」について

う
に
、「
青
年
期
の
不
安
と
孤
独
感
が
い
よ
い
よ
甚
だ
し
く
な
つ
て
」
き
た
時
期
で

あ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
三
島
の
「
不
安
と
孤
独
感
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
尋
ね
る
に
は
、
こ
の
作
品
の
「
屁
理
屈
」
の
中
身
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
小
品
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

馬
の
蹄
の
音
で
目
を
覚
ま
し
た
次
郎
は
、
観
光
用
の
馬
を
借
り
て
島
の
散
策
に
出

か
け
る
。
風
早
崎
の
灯
台
で
馬
を
繋
い
で
次
郎
は
灯
台
か
ら
相
模
湾
を
眺
め
る
。
大

島
の
O
港
か
ら
S
港
へ
向
か
う
定
期
船
が
視
界
を
横
切
っ
て
進
ん
で
い
く
が
、
そ

の
時
そ
の
船
の
甲
板
の
拡
声
器
か
ら
流
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ワ
ル
ツ
の
音
楽
を
突

然
耳
に
す
る
。「
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
距
離
を
貫
い
て
く
る
音
楽
の
軌
跡
を
思
ふ
と
、

次
郎
は
感
動
し
」、
ま
た
、
音
楽
は
「
わ
れ
わ
れ
が
生
と
呼
ぶ
も
の
の
本
質
に
近
い

存
在
」
で
あ
り
、「
芸
術
家
自
身
が
生
な
の
だ
と
」
と
思
い
な
が
ら
、
し
か
し
一
方
、

船
上
で
「
擦
り
切
れ
た
レ
コ
ー
ド
を
掛
け
か
へ
て
ゐ
る
船
員
」
の
「
現
実
」
は
「
生
」

で
は
な
い
、
と
い
う
思
い
に
も
か
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
へ
の
帰
り
道
馬
上

で
次
郎
は
、昨
夜
船
上
で
事
務
長
か
ら
聞
い
た
、何
不
足
な
い
か
ら
こ
そ
希
望
を
失
っ

て
船
上
か
ら
投
身
自
殺
を
し
た
老
人
の
話
を
思
い
出
す
。
ホ
テ
ル
へ
帰
っ
た
次
郎
は

ボ
オ
イ
や
フ
ロ
ン
ト
や
食
堂
附
の
女
の
子
も
皆
不
思
議
な
微
笑
で
接
し
て
く
れ
る
の

に
気
づ
き
、
こ
の
「
無
言
の
親
愛
」
に
「
疲
労
と
渇
望
の
熱
つ
ぽ
い
倦
怠
」
を
共
有

す
る
「
同
類
を
見
つ
け
出
し
た
よ
う
な
安
心
感
か
ら
く
る
も
の
な
の
か
し
ら
ん
」
と

思
っ
た
り
す
る
。
夕
方
海
峡
が
臨
ま
れ
る
乳
ヶ
崎
に
落
日
を
見
に
出
か
け
て
帰
っ
て

き
た
次
郎
は
、
例
の
ボ
オ
イ
が
心
配
し
て
探
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
よ

う
や
く
彼
ら
の
微
笑
の
意
味
は
、
次
郎
が
自
殺
志
願
者
な
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

た
結
果
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
、
次
郎
は
次
の
よ
う
な
感
慨
を
抱
く
。

　

 　

そ
れ
に
し
て
も
、
火
山
は
休
ん
で
ゐ
る
の
に
、
次
々
と
自
殺
者
が
船
に
乗
つ
て
、

は
る
ば
る
東
京
か
ら
こ
の
島
ま
で
来
て
、
噴
火
口
に
身
を
投
ず
る
の
は
何
故
で
あ

ら
う
。
火
山
は
休
業
中
だ
。
地
獄
へ
行
つ
て
も
休
業
中
と
い
ふ
札
が
貼
つ
て
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
地
獄
の
大
通
り
を
歩
い
て
行
つ
て
も
、
酒
屋
も
理
髪
店
も
ホ
テ

ル
も
八
百
屋
も
魚
屋
も
公
会
堂
も
劇
場
も
、
こ
と
ご
と
く
休
業
中
と
い
ふ
札
を
戸

口
に
貼
つ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
。
死
ん
だ
人
間
は
、
休
業
中
の
火
山
へ
と
び
こ

ん
で
、
休
業
中
の
地
獄
へ
行
つ
て
、
休
業
中
の
大
通
り
を
歩
い
て
、
結
局
ど
こ
ま

で
行
つ
て
も
泊
め
て
ま
ら
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
そ
れ
か

ら
先
、
ど
こ
へ
行
け
ば
よ
い
の
で
あ
ら
う
。・
・
・
・
そ
れ
に
も
か
か
は
ら
ず
、

空
虚
な
火
口
へ
身
を
投
ず
る
た
め
に
、
次
々
と
、
人
は
船
に
乗
つ
て
こ
こ
の
島
を

訪
れ
る
の
で
あ
る
。

　

 　

結
局
、
地
獄
は
な
く
な
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
現
代
の
地
獄
は
、
地
獄
が

存
在
し
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
現
代
の
怖
ろ
し
い
特
質
は
こ
こ
に
あ
る
の

で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
も
な
け
れ
ば
あ
れ
ほ
ど
人
々
が
地
獄
を
呼
び
求
め
、
あ
り

も
せ
ぬ
地
獄
を
堯
望
す
る
気
持
ち
が
次
郎
に
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　四
、

　

三
島
文
学
に
と
っ
て
〈
海
〉
が
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
（
注
四
）
で
あ
っ
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
が
、
三
島
と
実
際
の
海
と
の
出
会
い
は
実
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
も
の
で

は
な
い
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
お
祖
母
さ
ん
の
病
室
で
隔
離
さ
れ
る
よ
う
に
育
っ

た
虚
弱
体
質
の
三
島
は
、
九
歳
の
こ
ろ
の
学
習
院
初
等
科
恒
例
の
沼
津
の
合
宿
に
も

祖
母
の
反
対
で
参
加
し
て
い
な
い
。
彼
に
と
っ
て
〈
海
〉
と
い
う
テ
ー
マ
を
最
も
端

61



茨女短大紀№ 42（2015）3-4

的
に
掲
げ
た
初
期
作
品
「
岬
に
て
の
物
語
」（「
群
像
」
昭
21
・
11
）
の
舞
台
に
な
っ

た
房
総
半
島
鵜
原
に
、
十
二
歳
の
夏
、
家
族
と
滞
在
し
た
の
が
三
島
に
と
っ
て
海
と

向
き
合
っ
た
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
戦
争
、
忙
し
い
大
蔵
省

時
代
を
経
て
、
三
島
が
初
め
て
船
に
乗
り
海
を
渡
り
、
自
分
を
見
つ
め
る
た
め
の
時

間
を
得
た
の
が
、「
仮
面
の
告
白
」
の
完
成
直
前
の
昭
和
二
十
四
年
三
月
の
二
度
の

大
島
旅
行
（
注
五
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
度
目
の
大
島
旅
行
で
の
体
験
が
、
三
島
の

初
期
戯
曲
「
灯
台
」（「
文
学
界
」
昭
和
24
・
5
）
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
こ
の
「
火
山
の
休
暇
」
が
発
表
さ
れ
た
直
前
の
昭
和
二
十
四
年
十
月
、

昭
和
二
十
五
年
四
月
か
ら
五
月
に
大
島
観
光
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
「
愛
の
渇
き
」
や

「
青
の
時
代
」
な
ど
も
執
筆
し
て
い
る
。

　
「
火
山
の
休
暇
」
の
も
と
と
な
っ
た
二
十
四
年
初
春
の
二
度
の
大
島
旅
行
は
、
一

人
だ
け
で
創
作
や
思
索
の
た
め
の
自
由
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
三
島
に
と
っ

て
初
め
て
の
旅
で
あ
り
、
文
学
者
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
る
た
め
の
旅
、
眷
恋
の

〈
海
〉
と
の
出
会
い
の
旅
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
仮
面
の
告
白
」
と
い
う
決
意
の
作

品
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
三
島
に
と
っ
て
は
必
要
な
旅
で
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
三
島
は
初
め
て
の
自
由
旅
行
に
な
ぜ
伊
豆
大
島
を
選
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
作
品
の
中
で
も
自
殺
者
と
間
違
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
大
島
が
自
殺
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
す
る

と
思
わ
れ
る
。

　

伊
豆
大
島
は
古
く
は
保
元
の
乱
で
源
為
朝
（
注
六
）
が
流
さ
れ
最
期
を
遂
げ
た
島

で
あ
り
、
流
刑
の
地
と
し
て
、
活
火
山
三
原
山
の
歴
史
と
と
も
に
生
き
て
き
た
島
で

あ
る
。

　

伊
豆
大
島
が
観
光
の
島
に
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
明
治
四
十
年
の
東
京
湾
汽
船
の

就
航
（
注
七
）
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
大
島
か
ら
や
っ
て
き
た
旅
芸
人
の
一
家
と
の

邂
逅
を
描
い
た
川
端
康
成
の
名
作
「
伊
豆
の
踊
子
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
年

三
月
の
事
で
あ
っ
た
。
大
島
が
観
光
地
と
し
て
発
展
し
て
い
く
の
は
、
昭
和
三
年
の

こ
と
で
、
橘
丸
（
３
９
２
ト
ン
）
が
東
京
―
大
島
―
下
田
に
就
航
し
、
御
神
火
茶
屋

も
創
業
し
た
。
特
に
大
島
観
光
の
ブ
ー
ム
は
こ
の
年
の
「
波
浮
の
港
」（
野
口
雨
情
作

詞
、
中
山
晋
平
作
曲
、
佐
藤
千
夜
子
歌
）
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
始
ま
る
。
ち
な
み
に

三
原
山
火
口
へ
の
投
身
自
殺
（
和
田
滝
蔵
）
が
報
道
さ
れ
た
最
初
も
こ
の
年
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
三
原
山
の
自
殺
が
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
昭
和

八
年
二
月
に
起
こ
っ
た
俗
に
い
う
〈
三
原
山
心
中
〉
で
あ
る
。

　

当
時
は
昭
和
七
年
五
月
に
起
こ
っ
た
「
天
国
に
結
ぶ
恋
」（
注
八
）
と
話
題
に
な
っ

た
、
慶
応
義
塾
大
学
の
男
子
学
生
と
素
封
家
の
娘
と
の
心
中
事
件
、〈
坂
田
山
心
中
〉

の
翌
年
で
あ
り
、
新
聞
に
自
殺
や
心
中
事
件
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
時
代
で
も

あ
っ
た
。
事
件
の
経
緯
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

事
件
の
一
報
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
二
月
十
四
日
付
の
社
会

面
で
、「
三
原
山
噴
火
口
で
女
学
生
同
性
心
中
」
と
い
う
見
出
し
で
「
十
二
日
朝
元

村
に
入
港
し
た
東
京
湾
汽
船
菊
丸
か
ら
上
陸
し
た
女
学
生
風
美
人
二
人
は
す
ぐ
そ
の

足
で
白
煙
上
る
三
原
山
へ
の
登
山
路
を
た
ど
つ
て
行
つ
た
が
十
二
日
昼
頃
に
な
つ
て

そ
の
内
の
一
人
の
女
学
生
は
突
如
噴
火
口
に
飛
び
込
み
自
殺
を
遂
げ
た
同
行
の
女

学
生
風
の
娘
は
警
戒
中
の
人
々
に
助
け
ら
れ
目
下
元
村
で
保
護
中
で
あ
る
」
と
し

て
、
自
殺
し
た
の
は
実
践
高
等
女
学
校
専
門
部
女
子
学
生
国
文
科
二
年
松
本
貴
代
子

（
二
一
）
で
彼
女
の
顔
写
真
も
載
せ
て
い
る
。
助
か
っ
た
の
は
実
践
高
女
専
門
部
の

同
級
生
の
富
田
昌
子
（
二
一
）
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
貴
代
子
に
関
し
て
「
非
常
な
文
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三島由紀夫「火山の休暇」について

学
好
き　

淑
徳
高
女
出
の
秀
才
」
と
タ
イ
ト
ル
し
て
父
親
や
教
師
の
談
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
。翌
十
五
日
付
の
紙
面
で
は
扱
い
は
よ
り
大
き
く
な
り
、貴
代
子
が
自
ら
撮
っ

て
い
た
と
い
う
遺
影
と
辞
世
の
歌
を
書
い
た
色
紙
を
大
き
く
写
真
で
掲
げ
、「
火
を

噴
く
三
原
山
山
頂　

親
友
・
死
の
立
会
ひ
『
自
殺
幇
助
も
覚
悟
の
上
』
約
束
通
り
最

期
を
見
届
く
」
や
□
で
囲
ん
で
「
女
学
生
の
猟
奇
自
殺
」
や
「
耽
美
主
義
者
で
結
婚

も
否
認
」
と
タ
イ
ト
ル
し
て
「
三
原
山
の
煙
を
見
た
ら
私
の
位
牌
と
思
つ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
貴
代
子
の
遺
言
も
紹
介
さ
れ
、
大
衆
の
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な
記
事
が

続
い
て
い
る
。

　

一
方
「
読
売
新
聞
」
は
十
五
日
付
で
「
学
友
噴
火
口
の
投
身
を　

奇
怪
！
二
度
も

道
案
内　

実
践
女
学
校
専
門
部
生
の
怪
行
動　

三
原
山
に
『
死
を
誘
う
女
』」
と
い

う
見
出
し
で
、
助
け
ら
れ
た
富
田
昌
子
が
「
去
月
九
日
に
も
学
友
を
同
噴
火
口
に
案

内
自
殺
せ
し
め
た
こ
と
が
あ
り
今
度
で
二
度
目
の
『
死
出
の
案
内
』
を
勤
め
た
こ
と

が
判
明
し
た
」
と
報
じ
た
。
翌
十
六
日
付
で
そ
の
続
報
と
し
て
同
校
三
年
宇
恵
喜
三

枝
子
か
ら
頼
ま
れ
大
島
の
三
原
山
ま
で
案
内
し
三
枝
子
の
望
み
で
彼
女
を
火
口
に
残

し
た
ま
ま
下
山
し
た
と
い
う
内
容
を
伝
え
た
。そ
し
て「
同
性
愛
な
ぞ
で
は
な
い
」（
傍

点
原
文
）
と
し
て
教
師
談
を
載
せ
て
い
る
。
十
六
日
付
で
は
、「『
死
の
案
内
』
全
貌

判
然
す
『
死
ん
で
い
っ
た
二
人
は
さ
ぞ
喜
ん
で
い
よ
う
』
昌
子
の
『
異
常
神
経
』」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
続
報
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
新
聞
の
取
材
競
争
が
伺
え

る
展
開
で
あ
る
。

　
「
東
京
朝
日
新
聞
」
二
月
十
六
日
付
で
は
、「
女
学
生
が
投
げ
た
ふ
た
つ
の
渦
巻　

三
原
山
の
自
殺
と
乱
酔
事
件
を
世
人
は
ど
う
見
る
か
」
と
い
う
特
集
記
事
を
組
み
、

菊
池
寛
と
吉
屋
信
子
の
見
解
を
載
せ
て
い
る
。
十
七
日
に
は
続
い
て
起
こ
っ
た
民
政

党
代
議
士
桜
内
辰
郎
令
嬢
の
自
殺
記
事
の
下
に
、
三
原
山
で
心
中
を
試
み
る
者
の
記

事
が
載
り
、
二
十
三
日
付
で
は
「
文
学
青
年
三
名　

三
原
山
心
中
未
遂
」
の
記
事
の

他
に
も
「
有
難
く
な
い
御
繁
昌　

三
原
山
番
人
の
憂
鬱
」
と
し
て
御
神
火
茶
屋
の
主

人
の
写
真
入
り
の
囲
み
記
事
で
、
自
殺
者
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

三
月
に
な
る
と
三
日
付
で
「
三
原
山
患
者
激
増
に　

大
島
署
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ　

警
視
庁

へ
増
員
を
申
請
」
と
い
う
記
事
が
載
り
、「
三
原
山
患
者
」
と
い
う
呼
び
方
や
「
大

島
病
」
と
い
う
呼
び
方
ま
で
出
て
、
自
殺
者
の
激
増
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
降
も
〈
三
原
山
心
中
〉
事
件
に
つ
い
て
は
、
新
聞
か
ら
婦
人
雑
誌
や
大
衆

誌
（
注
九
）
に
報
道
の
中
心
が
移
り
、「
三
原
山
心
中
の
真
相
」
な
ど
の
雑
誌
の
見

出
し
が
飾
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。〈
坂
田
山
心
中
〉
が
令
嬢
の
遺
体
の
紛
失
と
い
う

事
件
を
派
生
し
そ
の
猟
奇
性
が
大
衆
の
興
味
を
そ
そ
っ
た
よ
う
に
、〈
三
原
山
心
中
〉

の
場
合
は
、「
同
性
愛
心
中
」
か
ら
「
死
の
案
内
人
」
と
い
う
展
開
が
大
衆
の
興
味

を
そ
そ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
読
売
新
聞
」
は
、
こ
の
事
件
の
後
日
談
を
作
る
べ
く
、

三
原
山
火
口
に
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
て
撮
影
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
ま
で
行
っ
て
い

る
。

　

ち
な
み
に
、三
原
山
に
お
け
る
心
中
や
自
殺
は
昭
和
八
年
一
年
間
で
二
百
数
十
名
、

未
遂
者
は
六
百
名
以
上
に
上
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
こ
で
何
よ
り
気
に
な
る
の
は
、三
島
由
紀
夫
の
「
火
山
の
休
暇
」
に
は
、

こ
の
〈
三
原
山
心
中
〉
に
関
す
る
こ
と
が
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
心
中
事
件
が
起
こ
っ
た
時
に
三
島
は
ま
だ
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
伊
豆
大
島
と
言

え
ば
こ
の
事
件
を
思
い
出
す
の
が
普
通
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

菊
田
次
郎
は
自
殺
の
名
所
で
あ
る
三
原
山
に
ま
る
で
敢
え
て
背
を
向
け
る
か
の
よ

う
に
大
島
北
岸
の
海
を
臨
む
断
崖
ば
か
り
訪
ね
て
思
索
に
ふ
け
る
。
こ
の
作
品
に
は

一
切
三
原
山
自
体
が
描
か
れ
な
い
。
付
け
加
え
れ
ば
、
海
の
向
こ
う
に
雄
姿
を
見
せ
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て
い
る
は
ず
の
富
士
山
す
ら
な
ぜ
か
描
か
れ
な
い
。

　

三
島
は
自
己
や
自
分
の
作
品
に
対
し
て
非
常
に
多
弁
で
饒
舌
な
作
家
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、「
仮
面
の
告
白
」
完
成
時
の
三
島
の
心
境
を
託
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
次
郎
が
、
こ
の
島
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
自
殺
の
名
所
を
敢
え
て
避
け
て
い

る
こ
と
は
か
え
っ
て
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

三
島
が「
仮
面
の
告
白
」と
い
う「
内
部
の
怪
物
を
何
と
か
征
服
し
た
や
う
な
小
説
」

（「
私
の
遍
歴
時
代
」
昭
38
・
1
・
10
～
5
・
23
「
東
京
新
聞
」
週
一
回
連
載
）
を
書

い
た
あ
と
「
二
十
四
歳
の
私
の
心
に
は
、
二
つ
の
相
反
す
る
志
向
が
は
つ
き
り
と
生

ま
れ
た
。
一
つ
は
、何
と
し
て
で
も
、生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、と
い
ふ
思
ひ
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
、
明
確
な
、
理
知
的
な
、
明
る
い
古
典
主
義
へ
の
傾
斜
で
あ
つ
た
」
と

い
う
。
そ
し
て
、
少
年
時
代
に
心
惹
か
れ
て
い
た
詩
に
対
し
て
、「
認
識
こ
そ
詩
の

実
体
だ
と
考
へ
る
に
い
た
」
り
、「
感
覚
か
ら
は
絶
対
に
決
別
し
や
う
と
決
心
し
た
」

と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
「
火
山
の
休
暇
」
は
、自
殺
者
に
勘
違
い
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、

三
島
の
大
島
行
は
実
は
決
死
の
旅
、
一
種
の
死
出
の
旅
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
実
際
に
自
殺
を
試
み
る
た
め
に
訪
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
大
事
な
何
か
を

葬
る
た
め
の
旅
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
皆

が
死
に
場
所
と
す
る
三
原
山
に
は
敢
え
て
背
を
向
け
、〈
海
〉
と
向
き
合
う
こ
と
で
、

「
何
と
し
て
で
も
、
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
決
意
を
固
め
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
〈
三
原
山
心
中
〉
事
件
に
絡
め
て
言
え
ば
、
貴
代
子
で
は
な
く
、
死
を
見
つ
め
る

証
人
と
し
て
の
昌
子
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
、
芸
術
家
の
宿
命
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　五
、

　

三
島
は
「
仮
面
の
告
白
」
の
初
版
に
付
け
ら
れ
て
い
た
「『
仮
面
の
告
白
』」
ノ
ー

ト
」
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

 　

こ
の
本
は
私
が
今
ま
で
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
死
の
領
域
へ
遺
さ
う
と
す
る
遺
書

だ
。
こ
の
本
を
書
く
こ
と
は
私
に
と
つ
て
裏
返
し
の
自
殺
だ
。
飛
び
込
み
自
殺
を

映
画
に
と
つ
て
フ
ィ
ル
ム
を
逆
に
ま
は
す
と
、
猛
烈
な
速
度
で
谷
底
か
ら
崖
の
上

へ
自
殺
者
が
飛
び
上
が
つ
て
生
き
返
る
。
こ
の
本
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
私
が
試

み
た
の
は
、
さ
う
い
ふ
生
の
回
復
術
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

 　

多
く
の
作
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
自
身
の
「
若
き
日
の
芸
術
家
の
自
画
像
」
を
書

い
た
。
私
が
こ
の
小
説
を
書
か
う
と
し
た
の
は
、そ
の
反
対
の
欲
求
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
小
説
で
は
「
書
く
人
」
と
し
て
の
私
が
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
。
作
家
は
作
中

に
登
場
し
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
書
か
れ
た
や
う
な
生
活
は
、
芸
術
家
の
支
柱
が

な
か
つ
た
ら
、
ま
た
た
く
ひ
ま
に
崩
壊
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の

小
説
の
中
の
凡
が
事
実
に
も
と
づ
い
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
芸
術
家
と
し
て
の
生
活

が
書
か
れ
て
ゐ
な
い
以
上
、
す
べ
て
は
完
全
な
仮
構
で
あ
り
、
存
在
し
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
私
は
完
全
な
告
白
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
創
ろ
う
と
考
へ
た
。「
仮
面

の
告
白
」
と
い
ふ
題
に
は
さ
う
い
ふ
意
味
も
含
め
て
あ
る
。

　
「
火
山
の
休
暇
」
の
中
の
「
小
ざ
か
し
く
も
次
郎
は
『
書
く
人
』
の
立
場
に
身
を

置
い
た
」
と
い
う
感
慨
は
、
ま
さ
に
こ
の
「「
仮
面
の
告
白
」
ノ
ー
ト
」
の
括
弧
付

き
の
「
書
く
人
」
の
記
述
と
そ
っ
く
り
対
応
し
て
い
る
。「
仮
面
の
告
白
」
を
「
完
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三島由紀夫「火山の休暇」について

全
な
告
白
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
た
ら
し
め
る
た
め
に
、「『
書
く
人
』
と
し
て
の
私
が

完
全
に
捨
象
さ
れ
た
」と
い
う
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
を
付
け
ざ
る
得
な
か
っ
た
三
島
は
、

「
仮
面
の
告
白
」
完
成
後
も
う
一
度
「
菊
田
次
郎
」
と
い
う
分
身
に
「
書
く
人
」
と

し
て
の
苦
悩
を
語
ら
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
「
火
山
の
休
暇
」
と
い
う
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の

作
品
は
、
実
は
「
仮
面
の
告
白
」
を
完
成
し
、
作
家
と
し
て
の
方
向
性
を
確
立
し
た

三
島
の
決
意
表
明
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

死
が
身
近
に
あ
り
、「
一
億
玉
砕
が
必
至
」
と
思
わ
れ
、
非
日
常
が
常
態
化
し
た

戦
時
中
こ
そ
、「
自
分
と
い
ふ
も
の
を
負
担
に
感
じ
な
か
つ
た
」
三
島
に
と
っ
て
、「
不

幸
は
、
終
戦
と
共
に
、
突
然
私
を
襲
つ
て
き
た
」（「
私
の
遍
歴
時
代
」）。

　
「
現
代
の
地
獄
は
、
地
獄
が
存
在
し
な
い
こ
と
」
と
考
え
る
三
島
は
、
緩
慢
で
俗

悪
な
戦
後
の
日
常
と
い
う
名
の
「
生
」
を
忌
避
し
、
し
か
し
、
芸
術
家
と
し
て
こ
の

戦
後
の
日
本
を
生
き
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
。そ
の
よ
う
な
三
島
の
内
的
告
白
が「
火

山
の
休
暇
」
と
い
う
小
品
に
は
見
つ
け
ら
れ
る
。

　
「
火
山
の
休
暇
」
の
中
で
自
殺
の
名
所
・
三
原
山
を
背
に
、
乳
ヶ
崎
か
ら
海
に
沈

む
太
陽
を
眺
め
な
が
ら
、
菊
田
次
郎
は
「
古
代
人
が
奇
蹟
の
顕
現
の
前
に
ひ
れ
ふ
し

た
気
持
は
か
う
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
思
う
ほ
ど
「
刹
那
の
落
日
」
に
感

動
し
て
、
次
の
よ
う
に
心
中
を
語
る
。

　

 　
『
わ
れ
わ
れ
の
生
も
・
・
・
』
と
次
郎
は
考
へ
た
。『
わ
れ
わ
れ
が
考
へ
る
よ
り

は
も
つ
と
壮
大
で
あ
り
、
想
像
と
思
索
と
行
動
が
及
ぶ
か
ぎ
り
を
こ
え
て
壮
麗
な

も
の
で
あ
る
に
ち
が
ひ
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
そ
れ
は
現
実
で
は
な
い
ん
だ
。
さ
れ

ば
こ
そ
そ
れ
は
表
現
を
要
求
す
る
ん
だ
。
こ
の
廻
り
く
ど
い
緩
慢
な
行
為
を
要
求

す
る
ん
だ
。
表
現
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
生
に
還
つ
て
ゆ
く
。
芸
術
家
が
死
の

あ
と
ま
で
も
生
き
の
こ
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
し
か
も
表
現
と
い
ふ
行
為
は
、
芸

術
家
の
生
活
は
、
何
と
い
ふ
緩
慢
な
死
だ
ら
う
。
精
神
が
肉
体
を
模
倣
し
、
肉
体

が
自
然
を
模
倣
す
る
、
つ
ま
り
、
死
を
模
倣
す
る
。
自
然
は
死
だ
。
そ
の
と
き
芸

術
家
は
死
の
限
り
な
く
近
く
に
、
言
い
か
へ
れ
ば
、
表
現
さ
れ
た
生
の
限
り
な
く

近
く
に
ゐ
る
の
だ
な
あ
。
芸
術
家
に
と
つ
て
は
、
だ
か
ら
絶
望
は
無
意
味
だ
。
絶

望
す
る
暇
が
あ
つ
た
ら
、
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
か
と
い
つ
て
、
ど
ん

な
絶
望
も
、生
を
前
に
し
て
表
現
が
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
の
自
己
の
無
力
感
、

お
の
れ
の
非
力
を
隅
々
ま
で
感
じ
る
こ
の
壮
麗
な
歓
喜
と
比
べ
れ
ば
何
ほ
ど
の
こ

と
が
あ
ら
う
。・
・
・
・
』

　

こ
れ
は
、
三
島
の
「
海
と
夕
焼
け
」（「
群
像
」
昭
和
30
・
1
）
の
主
人
公
・
安
里

の
韜
晦
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
文
久
九
年
晩
夏
、
羊
飼
い
の
少
年
安
里

は
啓
示
を
受
け
て
、
十
字
軍
に
参
加
す
る
た
め
マ
ル
セ
イ
ユ
に
着
い
た
が
、
奇
蹟
は

起
こ
ら
ず
、
人
買
い
に
騙
さ
れ
て
イ
ン
ド
で
中
国
の
禅
師
に
助
け
ら
れ
、
日
本
の
鎌

倉
の
建
長
寺
の
寺
男
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
遠
く
の
海
に
沈
む
夕
日
を
見
る
た
め
に

少
年
を
連
れ
て
山
上
に
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
世
界
を
彷
徨
す
る
う
ち
に
い
つ
の

日
か
信
仰
を
失
っ
た
が
、「
た
だ
、
今
も
あ
り
あ
り
と
思
ひ
出
す
の
は
、
い
く
ら
祈

つ
て
も
分
か
れ
な
か
っ
た
夕
映
え
の
海
の
不
思
議
で
あ
る
」
と
語
る
。

　

三
島
は
、
こ
の
「
海
と
夕
焼
け
」
と
い
う
小
品
に
対
し
て
、「
三
島
由
紀
夫
短
篇

全
集
5
・
あ
と
が
き
」
で
、
こ
の
作
品
は
「
芸
術
家
小
説
の
変
形
」
で
、「『
詩
を
書

く
少
年
』
の
絵
解
き
と
も
見
る
べ
き
作
品
で
、
つ
ひ
に
海
が
分
か
れ
る
の
を
見
る
こ

と
が
な
か
つ
た
少
年
の
絶
望
は
、
自
分
が
詩
人
で
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
少
年
の
絶
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望
と
同
じ
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
も
つ
と
も
自
分
の
好
き
な
短
編
」
の
一
つ
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
新
潮
文
庫
・
解
説
」（
昭
43
・
7
）
で
は
、「
奇
蹟
自
体

よ
り
も
さ
ら
に
ふ
し
ぎ
な
不
思
議
と
い
う
主
題
を
、
凝
縮
し
て
示
そ
う
と
思
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
主
題
は
お
そ
ら
く
私
の
一
生
を
貫
く
主
題
に
な
る
も
の
だ
」
と
も

述
べ
て
い
る
。

　

三
島
が
、
戦
争
中
の
〈
詩
を
書
く
少
年
〉
か
ら
、
戦
後
の
現
実
の
中
で
「
仮
面
の

告
白
」
に
よ
っ
て
小
説
家
と
し
て
出
発
し
て
い
く
苦
渋
の
決
意
を
、
大
島
の
海
に
沈

む
落
日
の
前
で
菊
田
次
郎
に
語
ら
せ
た
こ
の
感
慨
は
「
海
と
夕
焼
け
」
の
〈
不
思
議
〉

と
呼
応
し
て
い
る
。

　

三
島
は
「
仮
面
の
告
白
」
の
中
で
、「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
風
な
予
定
説
の
線
を

外
れ
る
こ
と
が
た
え
て
な
か
つ
た
」
と
書
き
、
人
生
の
「
献
立
表
」
を
「
最
初
か
ら

私
は
そ
れ
を
見
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
次
郎
の
思
索
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
年
末
か
ら
五
カ
月
に
及
ぶ
世
界
一
周
旅

行
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
と
の
出
会
い
を
経
て
、そ
の
旅
行
記
で
あ
る
『
ア
ポ
ロ
の
杯
』

（
朝
日
新
聞
社
、
昭
27
・
10
）
や
〈
菊
田
次
郎
物
〉
の
第
三
作
「
旅
の
墓
碑
銘
」、
そ

し
て
、「
自
己
改
造
の
試
み
」（「
文
学
界
」
昭
31
・
8
）
な
ど
を
経
て
、
最
終
的
に

自
ら
の
宿
命
を
語
っ
た
「
太
陽
と
鉄
」（「
批
評
」
昭
40
・
11
～
43
・
6
）
ま
で
一
直

線
に
繋
が
り
、
三
島
の
鮮
烈
な
最
期
を
も
予
言
す
る
。

　
　
　六
、

　

次
郎
が
感
動
的
な
落
日
を
見
た
乳
ヶ
崎
は
、
風
早
崎
の
大
島
灯
台
の
す
ぐ
西
に

あ
っ
て
、
海
峡
に
突
き
出
し
た
断
崖
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
多
く
の
人
が
身
を
投
げ

た
三
原
山
が
一
望
で
き
、
真
正
面
に
富
士
山
も
一
望
で
き
る
。

　

こ
の
「
火
山
の
休
暇
」
の
中
で
〈
三
原
山
心
中
〉
事
件
と
同
様
に
全
く
触
れ
て
い

な
い
が
、
次
郎
が
「
自
然
は
死
だ
」
と
夕
日
の
中
で
感
慨
し
た
断
崖
で
、
三
島
が
初

め
て
大
島
を
訪
れ
た
三
年
半
前
に
一
つ
の
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
乳
ヶ
崎
で
夕
日
を

眺
め
な
が
ら
二
十
七
歳
で
自
決
し
た
青
年
将
校
が
い
た
の
で
あ
る
。
大
島
守
備
の
第

三
二
一
師
団
の
最
高
責
任
者
で
師
団
参
謀
で
あ
っ
た
福
井
寛
少
佐
は
、
師
団
の
全
将

校
を
復
員
さ
せ
、
武
器
弾
薬
の
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
引
き
渡
し
が
完
了
し
た
昭
和
二
十

年
十
一
月
七
日
に
自
裁
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
島
の
自
決
後
の
昭
和
五
十
七
年
、
こ

の
地
に
有
志
の
手
に
よ
り
「
福
井
参
謀
の
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。

　

三
島
は
こ
の
事
件
を
島
の
人
か
ら
聞
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
全
く
知
ら
ず

に
こ
の
乳
ヶ
崎
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
島
が
、
こ
の
乳
ヶ
崎
の
海
に
沈
む

夕
日
を
見
な
が
ら
次
郎
に
「
表
現
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
生
に
還
つ
て
ゆ
く
」
と

語
ら
せ
て
い
る
こ
と
は
不
思
議
な
偶
然
で
あ
る
。

　

三
島
は
終
戦
を
境
に
書
き
継
い
だ
小
説
「
岬
に
て
の
物
語
」
の
中
で
、
青
年
と
美

し
い
少
女
と
三
人
で
岬
の
上
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
い
て
、
急
に
彼
ら
が
消
え
た
断

崖
か
ら
海
を
覗
き
込
ん
だ
時
、「
私
の
目
に
は
た
ゞ
、
不
思
議
な
ほ
ど
沈
静
な
渚
が

み
え
た
の
だ
。
私
は
ふ
と
神
の
笑
ひ
に
似
た
も
の
の
意
味
を
考
え
た
」（
傍
点
原
文
）

と
書
い
た
。

　

戦
争
中
に
結
局
神
風
は
吹
か
な
か
っ
た
が
、
三
島
に
と
っ
て
、〈
海
〉
は
そ
の
よ

う
な「
奇
蹟
よ
り
も
ふ
し
ぎ
な
不
思
議
」を
見
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の〈
海
〉

は
、
海
に
飛
び
込
ん
で
消
え
た
、
若
く
美
し
い
男
女
の
死
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

三
島
が
言
葉
に
よ
っ
て
追
い
求
め
、
芸
術
家
と
し
て
そ
れ
を
見
届
け
る
決
意
を
し
た

〈
死
〉
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
三
島
は
初
め
か
ら
予
感
し
て
い
た
。

　

そ
の
こ
と
を
「
火
山
の
休
暇
」
と
い
う
作
品
で
も
確
認
で
き
る
。〈
海
〉
の
不
思
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議
を
こ
そ
描
く
た
め
に
は
、「
休
業
中
」
の
火
山
も
壮
大
な
富
士
山
も
必
要
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。〈
海
〉
と
向
き
合
う
こ
と
で
次
郎
が
た
ど
り
着
い
た
「
自
然

は
死
だ
」
と
い
う
答
え
は
、
三
島
に
と
っ
て
は
「
自
然
」
＝
「
海
」
で
あ
り
、〈
海

は
死
だ
〉
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

　

芸
術
は
自
然
を
模
倣
し
、
自
然
が
芸
術
を
模
倣
す
る
。

　

ワ
イ
ル
ド
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
ロ
マ
ン
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
秘

め
な
が
ら
冷
徹
な
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
し
て
生
き
て
い
く
決
意
表
明
を
「
火
山
の
休
暇
」

に
も
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

三
島
が
こ
の
時
期
、
あ
え
て
大
島
を
選
び
、
乳
ヶ
崎
で
海
に
沈
む
夕
日
に
芸
術
家

と
し
て
の
決
意
を
菊
田
次
郎
に
語
ら
せ
た
の
に
は
、
必
然
が
あ
っ
た
。

　
　
　七
、

　

そ
の
ほ
か
、
こ
の
「
火
山
の
休
暇
」
の
中
に
他
に
も
気
に
な
る
場
面
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
次
郎
が
大
島
に
渡
っ
て
き
た
船
の
中
で
の
シ
ー
ン
で
「
お
ー
い
、
菊
田
次
郎
、

お
前
の
青
い
檣
灯
が
つ
い
て
ゐ
な
い
ぞ
お
」
と
内
心
叫
ぶ
後
に
、
船
室
に
戻
っ
た
次

郎
が
二
つ
の
寝
台
の
う
ち
の
自
分
の
「
寝
台
の
毛
布
は
男
根
を
象か

た
どり
、
む
か
う
の
毛

布
は
女
陰
を
象
つ
て
畳
ま
れ
て
ゐ
る
」の
に
気
づ
き
、「
居
辛
く
な
つ
て
船
室
を
出
て
、

サ
ロ
ン
に
行
つ
て
」、「
精
神
を
否
定
す
る
の
は
い
い
、
し
か
し
そ
こ
か
ら
ど
こ
へ
向

か
つ
て
歩
き
出
す
か
」
と
煩
悶
す
る
う
ち
に
、
船
か
ら
飛
び
降
り
た
老
紳
士
の
話
を

聞
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
、「
仮
面
の
告
白
」
に
よ
っ
て
自
ら
の
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

告
白
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
た
作
者
三
島
の
姿
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
も
唐
突
な
シ
ー
ン
に
当
時
の
三
島
の
混
乱
が
見
え
隠
れ
し
て
い

る
。

　

自
己
に
も
作
品
に
対
し
て
も
常
に
必
要
以
上
に
饒
舌
で
あ
る
三
島
が
、「
火
山
の

休
暇
」
で
書
か
な
か
っ
た
こ
と
。
思
わ
ず
書
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
決
し
て
完
成
度

が
高
い
と
は
言
え
な
い
「
火
山
の
休
暇
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
仮
面
の
告
白
」
執

筆
の
秘
密
や
そ
の
後
の
三
島
の
方
向
性
へ
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思

う
の
で
あ
る
。

　
　
　八
、

　

三
島
は
「
火
山
は
休
業
中
だ
」
と
書
い
た
が
、
三
島
の
四
度
目
の
訪
問
の
二
か
月

後
の
昭
和
二
十
五
年
七
月
に
三
原
山
は
噴
火
し
、
そ
れ
は
二
十
六
年
ま
で
続
い
た
。

三
島
は
噴
火
後
二
度
と
大
島
を
訪
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
晩
年
毎
夏
避

暑
に
訪
れ
て
い
た
下
田
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
大
島
を
眺
め
た
は
ず
で
あ
る
。
三
島
は

対
岸
の
大
島
を
、
三
原
山
の
煙
を
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
な
が
め
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

三
島
の
死
の
十
六
年
後
の
昭
和
六
十
一
年
に
三
原
山
は
大
噴
火
を
起
こ
し
全
島
避

難
に
な
っ
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
五
年
十
月
台
風
26
号
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

私
は
「
椿
祭
り
」
開
催
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
こ
の
二
月
十
四
日
に
初
め
て
伊
豆

大
島
へ
日
帰
り
で
訪
れ
た
。
復
興
は
進
み
、
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
三
島
が

滞
在
し
て
い
た
大
島
観
光
ホ
テ
ル
は
現
存
し
な
い
。

　
「
火
山
の
休
暇
」
の
中
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
三
島
も
見
た
で
あ
ろ
う
富
士
山

が
青
い
海
の
向
こ
う
に
白
い
雪
を
頂
い
て
美
し
い
姿
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
次

郎
が
「
壮
麗
な
歓
喜
」
と
呼
ん
だ
、
大
島
の
〈
海
〉
に
沈
む
真
っ
赤
な
太
陽
は
ゆ
っ
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く
り
と
姿
を
消
し
た
。

（
注
一
）　
「〝
菊
田
次
郎
も
の
〟
を
め
ぐ
っ
て
」（「
江
古
田
文
学
」
昭
60
・
4
）

（
注
二
）　 「
あ
る
三
島
由
紀
夫
像
―
〈
菊
田
次
郎
も
の
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（「
日
本
語

と
日
本
文
学
」
昭
63
・
9
）

（
注
三
）　 

三
島
由
紀
夫
は
坂
本
一
亀
宛
て
書
簡
の
中
で
「
起
筆
は
十
一
月
二
十
五
日

と
し
」
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
十
二
年
後
の
三
島
事
件
の
日
と
重

な
る
。
用
意
周
到
に
準
備
さ
れ
た
決
行
の
日
付
が
「
仮
面
の
告
白
」
の
起

筆
日
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

（
注
四
）　 

三
島
の
処
女
作
「
花
さ
か
り
の
森
」
や
「
岬
に
て
の
物
語
」
な
ど
の
初
期

の
も
の
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
の
主
題
に
〈
海
〉
が
あ
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
り
、
三
島
の
遺
作
「
豊
饒
の
海
」（
水
の
無
い
月
の
海
）
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
三
島
文
学
＝
海
で
あ
る
こ
と
は
自
他
と
も
に
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
注
五
）　
「
作
者
の
言
葉
（
燈
台
）」（「
関
西
実
験
劇
場
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
昭
24
・
11
）

（
注
六
）　 

三
島
は
最
後
の
歌
舞
伎
脚
本
で
あ
る
「
椿
説
弓
張
月
」（「
海
」
昭
44
・

11
）
を
発
表
し
、
同
月
国
立
劇
場
で
三
島
自
身
演
出
で
上
演
し
て
い
る
。

曲
亭
馬
琴
原
作
の
こ
の
作
品
で
も
大
島
の
場
面
を
大
き
く
取
り
上
げ
て

「
悲
劇
の
缶
詰
」
と
称
し
て
い
る
。

（
注
七
）　

以
下
「
大
島
町
史
・
通
史
編
」（
２
０
０
０
年
）
に
よ
る
。

（
注
八
）　 

三
島
由
紀
夫
に
「
天
国
に
結
ぶ
恋
」（「
オ
ー
ル
読
物
」
昭
24
・
6
）
が
あ

る
が
、
天
国
に
選
ば
れ
て
上
っ
た
パ
ン
パ
ン
の
女
と
神
様
と
の
恋
を
描
い

た
寓
話
的
な
小
品
で
、「
坂
田
山
心
中
」な
ど
と
は
直
接
的
な
関
係
は
無
い
。

た
だ
、
こ
の
時
期
に
三
島
は
戦
前
の
「
天
国
に
結
ぶ
恋
」
と
言
わ
れ
た
心

中
ブ
ー
ム
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
注
九
）　 

今
防
人
「
観
光
地
と
自
殺
―
昭
和
八
年
、
伊
豆
大
島
・
三
原
山
に
お

け
る
投
身
自
殺
の
流
行
を
中
心
に
ー
」（「
流
通
問
題
研
究
」
23
号
、

１
９
９
４
・
5
）
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北原白秋『邪宗門』における象徴詩法

　一
、
　〈生
き
た
詩
〉

　

西
欧
象
徴
詩
の
先
駆
的
な
紹
介
者
で
あ
る
上
田
敏
は
、
日
本
の
文
壇
に
象
徴
詩
と

は
何
た
る
か
を
説
明
す
る
な
か
で
、
西
欧
の
象
徴
詩
論
を
参
考
に
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

象
徴
の
用
は
、
之
が
助
を
藉
り
て
詩
人
の
観
想
に
類
似
し
た
る
一
の
心
状
を

読
者
に
与
ふ
る
に
在
り
て
、
必
ら
ず
し
も
同
一
の
概
念
を
伝
え
む
と
勉
む
る
に

あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
静
に
象
徴
詩
を
味
ふ
者
は
、
自
己
の
感
興
に
応
じ
て
、
詩
人

も
未
だ
説
き
及
ぼ
さ
ざ
る
言
語
道
断
の
妙
趣
を
玩
賞
し
得
可
し
。
故
に
一
篇
の

詩
に
対
す
る
解
釈
は
人
各
或
は
見
を
異
に
す
べ
く
、
要
は
只
類
似
の
心
状
を
喚

起
す
る
に
在
り
と
す
る
。（
上
田
敏
『
海
潮
音
』
明
治
38
・
10　

本
郷
書
院
）

　

象
徴
詩
と
は
、
言
葉
に
表
し
に
く
い
事
象
や
心
象
に
対
し
て
、
そ
れ
を
想
起
さ
せ

る
具
体
的
な
事
物
や
感
覚
的
な
言
葉
で
置
き
換
え
て
表
す
詩
篇
の
こ
と
を
言
う
。
象

徴
詩
を
先
ず
定
義
づ
け
る
と
す
れ
ば
上
述
の
如
く
と
な
る
。
し
か
し
、
引
用
文
中
で

敏
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
象
徴
詩
の
別
の
側
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
の

読
者
に
よ
っ
て
、
作
品
の
解
釈
が
個
別
に
創
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ

故
に
、
多
様
な
読
み
が
成
立
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
何
も
象
徴
詩
に
限
ら
ず
、
読

む
行
為
全
般
に
当
て
は
ま
る
事
態
の
筈
だ
が
、
作
品
の
多
様
な
解
釈
を
前
提
と
し
、

そ
の
解
釈
の
幅
を
詩
法
の
本
質
に
据
え
て
い
る
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
、
象
徴

詩
の
特
質
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
同
様
に
、
明
治
象
徴
詩
の
実
作
者
で
も
あ
っ
た
木
下
杢
太
郎
は
、
文
学
上

の
同
伴
者
た
る
北
原
白
秋
の
象
徴
詩
集
『
邪
宗
門
』（
明
治
42
・
3　

易
風
社
）
を

論
評
す
る
に
あ
た
っ
て
、

　
　

�　

作
者
は
自
然
か
ら
其
好
む
元
素
を
選
び
来
つ
て
、
詩
章
に
織
つ
て
読
者
の
前

に
開
展
し
た
。
而
し
て
そ
れ
以
上
何
等
の
説
明
を
為
や
う
と
は
欲
し
な
い
。
唯

朧
げ
な
る
も
の
を
暗
示
す
る
の
み
で
あ
る
。
故
に
読
者
は
各
自
の
連
想
作
用
を

此
織
物
に
結
び
付
け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
故
に
此
詩
は
静
的
で
な
く
て
動
的

で
あ
る
。（
木
下
杢
太
郎
「
詩
集
「
邪
宗
門
」
を
評
す
」『
ス
バ
ル
』
明
治
42
・

5
）

と
、象
徴
詩
の
解
釈
が
自
由
な
か
た
ち
で
読
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

【
研
究
論
文
】

　
　

北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』
に
お
け
る
象
徴
詩
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│

〈
生
き
た
詩
〉
の
創
造
の
た
め
に�

│

本

　庄

　あ
か
ね
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象
徴
詩
に
お
い
て
意
味
内
容
は
、
固
定
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
読
者
の
読

み
の
推
移
の
中
に
生
滅
す
る
動
的
な
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
読
者
の
想
像
力
こ
そ
が
、

〈『
邪
宗
門
』
か
ら
生
き
た
詩
を
作
り
出
す
〉
の
だ
、
と
。

　

明
治
期
の
象
徴
詩
人
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
〈
生
き
た
詩
〉
を
獲
得
す
る
に

至
る
ま
で
、
多
く
の
困
難
が
伴
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
一
般
に
表
現
と
は
、
意
味
内
容
を
正
確
に

0

0

0

受
け
手
に
伝
え
る
と
こ
ろ
に
こ
そ

目
的
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
確
か
な
伝
達
と
い
う
こ
と
を
意
図
す
れ

ば
、
意
味
内
容
を
固
定
、
明
示
し
て
受
け
手
に
差
し
出
す
必
要
が
当
然
な
が
ら
出
て

く
る
。
と
こ
ろ
が
象
徴
詩
は
、〈
色
彩
よ
り
も
陰
影
を
〉
と
歌
わ
れ
、
象
徴
派
の
信

条
と
な
っ
た
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
「
詩
法
」（
一
八
七
四
年
）
に
あ
る
如
く
、
意
味
内
容

を
暗
示
し
暈
か
す
と
こ
ろ
に
奥
義
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

曖
昧
で
あ
り
、
無
数
の
解
釈
を
許
容
し
な
が
ら
、
か
つ
、
読
者
の
心
深
く
に
一
定

の
像
を
結
ば
せ
る
表
現
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
白
秋
は
、

読
者
の
想
像
力
の
な
か
に
〈
生
き
た
詩
〉
を
創
造
さ
せ
る
べ
く
、
ど
の
よ
う
な
創
意

工
夫
を
施
し
た
の
か
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
白
秋
の
象
徴
詩
を

分
析
し
、『
邪
宗
門
』
の
象
徴
詩
法
の
一
端
を
照
ら
し
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

　二
、「
謀
叛
」

　

日
本
の
文
壇
に
西
欧
象
徴
詩
が
本
格
的
に
移
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
年
代
で

あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
先
駆
的
に
象
徴
詩
を
紹
介
し
、
日
本
文
学
の
発
展
に
大
き

な
貢
献
を
は
た
し
た
の
が
上
田
敏
で
あ
っ
た
。
敏
に
よ
る
象
徴
詩
の
紹
介
な
ら
び
に

翻
訳
を
経
て
、
薄
田
泣
菫
や
蒲
原
有
明
ら
が
象
徴
詩
の
実
作
に
乗
り
出
し
、
白
秋
は
、

彼
ら
の
後
続
と
し
て
創
作
活
動
に
い
そ
し
ん
だ
。
日
本
に
お
い
て
象
徴
詩
の
創
作
が

行
わ
れ
て
ま
だ
日
が
浅
く
蓄
積
が
十
分
で
は
な
い
中
、
白
秋
は
象
徴
詩
と
い
う
新
分

野
に
挑
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
成
果
は
、
明
治
四
十
二
年
に
上
梓
さ
れ
た
象
徴
詩

集
『
邪
宗
門
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
、
日
本
の
象
徴
詩
の
創
成
期
に
お
け
る
白
秋
の
試
み
を
、
詩
篇
の
分
析
を

通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
集
中
か
ら
「
謀
叛
」
の
一
篇

を
選
び
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
「
謀
叛
」
を
分
析
の
対
象
に

選
ぶ
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

　

こ
れ
ま
で
『
明
星
』
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
た
白
秋
が
、
明
治
四
十
一
年
一
月
、

新
詩
社
脱
退
と
い
う
文
壇
に
お
け
る
大
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
事
件
以
後
、
初
め
て
発
表
さ
れ
た
詩
篇
が
、「
謀
叛
」
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
意
味
で
本
作
は
、
白
秋
が
文
学
的
な
自
立
を
は
た
し
た
、
一
つ
の
画
期
を
成
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
作
風
の
面
か
ら
み
て
も
、
本
作
を
契
機
に
『
邪
宗
門
』
象
徴

詩
の
詩
体
が
確
立
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、「
謀
叛
」
は
、
白
秋
象
徴
詩
の
独
創
性

の
萌
芽
し
た
詩
篇
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。従
っ
て
、「
謀
叛
」を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
邪
宗
門
』
に
お
け
る
象
徴
詩
法
の
特
質
が
、
原
初
的
な
形
で
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
、「
謀
叛
」
の
一
篇
を
載
せ
て

お
こ
う
。
次
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。

ひ
と
日
、
わ
が
精
舎
の
庭
に
、

晩
秋
の
静
か
な
る
落
日
の
な
か
に
、

あ
は
れ
、
ま
た
、
薄
黄
な
る
噴
水
の
吐
息
の
な
か
に
、

い
と
ほ
の
に゙
ヰ
オ
ロ
ン
の
、
そ
の
弦
の
、
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そ
の
夢
の
、
哀
愁
の
、
い
と
ほ
の
に
う
れ
ひ
泣
く
。

蠟
の
火
と
懺
悔
の
く
ゆ
り

ほ
の
ぼ
の
と
、
廊
い
づ
る
白
き
衣
は

夕
暮
に
言
も
な
き
修
道
女
の
長
き
一
列
。

さ
あ
れ
、
い
ま
、゙
ヰ
オ
ロ
ン
の
、
く
る
し
み
の
、

刺
す
が
ご
と
火
の
酒
の
、
そ
の
弦
の
い
た
み
泣
く
。

ま
た
あ
れ
ば
落
日
の
色
に
、

夢
燃
ゆ
る
噴
水
の
吐
息
の
な
か
に
、

さ
ら
に
な
ほ
歌
も
な
き
白
鳥
の
愁
の
も
と
に
、

い
と
強
き
硝
薬
の
、
黒
き
火
の
、

地
の
底
の
導
火
燬
き
、゙
ヰ
オ
ロ
ン
ぞ
狂
ひ
泣
く
。

跳
り
来
る
車
輛
の
響
、

毒
の
弾
丸
、
血
の
烟
、
閃
め
く
刃
、

あ
は
れ
、
驚
破
、
火
と
な
ら
む
、
噴
水
も
、
精
舎
も
、
空
も
。

紅
の
、
戦
慄
の
、
そ
の
極
の

瞬
間
の
叫
喚
燬
き
、゙
ヰ
オ
ロ
ン
ぞ
盲
ひ
た
る
。（

初
出
は
『
新
思
潮
』
明
治
41
・
1
）

傍
線
を
引
い
た
よ
う
に
、
四
連
構
成
の
詩
篇
の
な
か
で
、《
バ
イ
オ
リ
ン
が
泣
く
》

と
い
う
主
題
が
、
全
連
の
後
半
二
行
に
お
い
て
規
則
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
先
ず
、
こ
の
主
題
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
み
て
い
き
た
い
。

　

一
連
で
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
響
き
が
実
に
か
す
か
な
悲
愁
の
す
す
り
泣
き
の
よ
う

で
あ
る
と
提
示
さ
れ
る
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
も
の
悲
し
さ
や
愁
い
を
誘
わ
れ
る

感
性
は
、
多
く
の
人
に
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
バ
イ
オ
リ
ン
が
悲

愁
に
す
す
り
泣
く
と
す
る
擬
人
法
は
、理
解
し
や
す
い
喩
で
あ
る
。
続
く
二
連
で
は
、

蒸
留
酒
が
喉
を
ひ
り
ひ
り
と
刺
激
す
る
如
き
痛
烈
な
刺
激
に
、
苦
し
み
泣
い
て
い
る

か
の
如
き
音
色
へ
と
、
響
き
が
変
化
す
る
。
三
連
か
ら
四
連
へ
と
至
り
、
バ
イ
オ
リ

ン
は
一
層
狂
お
し
く
奏
で
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
激
し
さ
は
極
限
に
達
す
る
。
絶
頂
へ

至
る
過
程
は
、
じ
り
じ
り
と
導
火
線
を
伝
っ
た
火
薬
が
つ
い
に
爆
発
す
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。

　

白
秋
は
、
交
友
の
あ
っ
た
河
井
酔
茗
に
宛
て
た
書
簡
（
注
1
）
の
中
で
、「
謀
叛
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　

�　

象
徴
の
力
は
こ
れ
ら
の
云
ふ
べ
く
し
て
云
ひ
が
た
く
、
描
く
べ
く
し
て
描
き

が
た
き
、
最
も
複
雑
に
最
も
深
く
相
錯
綜
し
た
る
所
謂
言
語
道
断
の
心
境
を
う

つ
し
出
す
に
あ
り

と
し
、「
謀
叛
」
で
描
い
た
の
は
、

　
　

�　

沈
静
の
心
境
よ
り
き
ざ
し
そ
め
た
る
謀
叛
の
情
緒
の
漸
次
に
強
烈
に
な
り
ゆ

き
つ
つ
、
遂
に
大
叫
喚
の
心
境
に
至
る
内
部
精
神
の
反
乱
に
御
座
候

と
。
ま
た
、「
謀
叛
」
に
お
け
る
〈
ウ
ヰ
オ
ロ
ン
の
響
は
こ
れ
情
緒
〉
で
あ
り
、〈
内
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部
精
神
の
情
緒
〉
を
〈
あ
る
も
の
を
藉
り
て
最
も
音
楽
的
に
奏
で
〉
よ
う
と
し
た
と

も
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

即
ち
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
心
情
を
、
人
間
に
知
覚
さ
れ
得
る
バ
イ
オ
リ
ン
の

音
色
に
よ
っ
て
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
詩
篇
の
趣
旨
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
本
作
に
つ
い
て
の
白
秋
の
自
作
解
説
は
、
読
み
手
と
し
て
も
十
分
に
頷

か
れ
る
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
悲
愁
に
覆
わ
れ
た
沈
静
の
心
情
か
ら
、
次
第

に
高
揚
し
、
激
し
く
狂
乱
す
る
心
情
へ
と
移
っ
て
い
く
と
い
う
情
緒
の
流
動
を
、
読

み
手
は
自
然
と
感
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
楽
器
の
音
色
に
よ
っ
て

一
連
の
情
緒
を
表
現
す
る
と
い
う
音
楽
的
象
徴
が
こ
の
詩
篇
の
表
現
内
容
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
続
い
て
頭
を
擡
げ
て
く
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問
で
あ
ろ
う
。
一
体
、

バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
以
外
に
、
修
道
院
の
庭
の
風
景
な
ど
の
描
写
が
作
中
に
含
み
こ

ま
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
で
は
、《
バ
イ
オ
リ
ン
が
泣
く
》
と
い
う
主
題
が
全
連
の
後
半

二
行
に
お
い
て
規
則
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ

か
ら
は
、
述
べ
た
よ
う
な
疑
問
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
全
連
の
前
半
三
行
に
夕
暮

れ
の
修
道
院
の
風
景
が
持
続
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
本
作
の
も
う
一
方
の
面

に
、
視
点
を
移
し
て
み
て
い
き
た
い
。
全
連
を
通
し
て
、
前
半
三
行
に
、
修
道
院
の

庭
の
風
景
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
釈
を
以
下
に
ま
と

め
て
お
こ
う
。

〔
一
連
の
前
半
三
行
〕

あ
る
日
の
、
修
道
院
の
庭
で
は
、
／
晩
秋
の
静
か
な
夕
暮
れ
の
な
か
、
／
あ
あ
、
噴

水
の
水
が
、（
夕
暮
れ
の
光
を
受
け
て
）薄
黄
に
色
づ
き
、吐
息
を
も
ら
す
よ
う
に
滴
っ

て
い
る
、�

（「
／
」
の
記
号
は
改
行
を
表
す
・
以
下
同
様
）

〔
二
連
の
前
半
三
行
〕

修
道
院
の
（
夕
方
の
ミ
サ
で
）
蠟
燭
の
火
が
燃
え
、
微
か
に
煙
を
立
て
て
、
懺
悔
が

行
わ
れ
る
／
（
ミ
サ
が
終
わ
り
）
廊
下
へ
と
白
い
衣
を
身
に
つ
け
て
出
て
く
る
の
は

／
黄
昏
に
、
無
言
で
列
を
な
す
修
道
女
た
ち
だ
。

〔
三
連
の
前
半
三
行
〕

ま
た
し
ば
ら
く
す
る
と
、
落
日
が
照
り
／
（
真
っ
赤
な
）
落
日
の
色
に
染
ま
っ
て
噴

き
出
て
い
る
噴
水
の
水
は
、
夢
が
燃
え
上
が
り
思
い
が
沸
き
立
っ
て
、
そ
の
苦
痛
に

吐
息
を
も
ら
す
か
の
如
く
に
滴
っ
て
い
る
、
／
さ
ら
に
、
ま
だ
、
水
に
浮
か
ぶ
白
鳥

に
は
歌
が
な
く
、
愁
い
て
い
る
。

〔
四
連
の
前
半
三
行
〕

戦
車
が
音
を
た
て
て
勢
い
よ
く
や
っ
て
来
る
よ
う
だ
、
／
（
夕
焼
け
空
か
ら
、
戦
場

の
幻
影
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
）
弾
丸
が
飛
び
交
う
、
血
煙
が
あ
が
る
、
刃
が
閃

く
、
／
あ
あ
、
あ
あ
、
噴
水
も
、
修
道
院
も
、
空
も
、
全
て
火
と
な
ろ
う
。

順
に
解
釈
を
み
て
い
く
。
先
ず
、
晩
秋
の
修
道
院
の
庭
の
噴
水
に
、
夕
日
が
黄
色
く

照
り
か
え
す
、
も
の
静
か
な
風
景
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
修
道
院
の
内
部

か
ら
外
に
出
て
く
る
修
道
女
た
ち
の
姿
が
捉
え
ら
れ
る
。〈
懺
悔
の
く
ゆ
り
〉
と
あ

る
よ
う
に
、
修
道
院
は
、
罪
の
贖
い
を
願
い
神
に
仕
え
る
者
た
ち
の
愁
い
が
漂
う
空

間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
本
作
が
象
徴
詩
で
あ
る
点
を
鑑
み
る
と
、
こ
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う
し
た
晩
秋
の
修
道
院
の
風
景
の
描
写
は
、
自
然
描
写
と
い
う
の
で
は
な
く
、
具
体

的
な
風
景
に
仮
託
し
て
、
愁
い
を
含
み
沈
静
し
た
心
情
を
言
い
表
そ
う
と
す
る
、
一

種
の
心
象
風
景
と
受
け
取
れ
る
。《
夕
暮
れ
の
修
道
院
の
風
景
》
の
主
題
を
さ
ら
に

追
っ
て
み
よ
う
。
最
初
に
提
示
さ
れ
た
、夕
日
が
噴
水
に
照
り
返
す
と
い
う
描
写
は
、

冒
頭
か
ら
転
じ
て
、
色
づ
い
た
水
が
沸
き
立
つ
＝
夢
が
燃
え
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
最
終
連
で
、
修
道
院
の
風
景
は
、
赤
い
落
日
の
空
か
ら
の
連
想

な
の
で
あ
ろ
う
、
真
っ
赤
に
炎
上
し
た
戦
場
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
。
こ
の
よ
う

に
、《
夕
暮
れ
の
修
道
院
の
風
景
》
の
主
題
を
全
連
を
通
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
見

え
て
く
る
の
は
、
沈
静
の
心
情
か
ら
動
乱
状
態
へ
と
移
行
す
る
、
心
模
様
の
変
化
な

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
で
、《
夕
暮
れ
の
修
道
院
の
風
景
》
と
《
バ
イ
オ
リ
ン
が
泣
く
》

と
い
う
二
つ
の
異
な
る
主
題
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
進
行
す
る
と
い
う
「
謀
叛
」
の

構
造
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
二
重
構
造
は
な
ぜ
必
要
と
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
で
白
秋
は
何
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
か
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、本
稿
の
結
び
に
お
い
て
詳
述
し
た
い
と
思
う
。

先
ず
、
同
時
代
の
文
壇
に
お
い
て
、
詩
の
構
造
や
形
式
に
ど
れ
ほ
ど
意
識
が
向
け
ら

れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　三
、二
重
構
造

　
「
謀
叛
」
に
お
い
て
み
ら
れ
た
二
重
構
造
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
次
に
引
用
す

る
河
井
酔
茗
の
文
章
は
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
文
章
は
、
上
田
敏

『
海
潮
音
』
に
「
薄
暮
の
曲
」
と
題
さ
れ
訳
出
さ
れ
た
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
悪
の
華
』

（
一
八
五
七
年
）中
の
一
篇
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。白
秋
が
敏
を
師
と
慕
い
、

『
海
潮
音
』
か
ら
多
く
を
吸
収
し
て
自
ら
の
象
徴
詩
に
活
か
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
薄
暮
の
曲
」
は
、
白
秋
が
最
も
影
響
を
受
け
た
作

品
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
白
秋
が
、
酔
茗
の
「
薄
暮
の
曲
」
の
解
説
に
目
を
通
し

て
い
た
可
能
性
は
、
極
め
て
高
い
。

　
『
薄
暮
の
曲
』
は
夕
暮
の
感
じ
を
極
め
て
深
く
、
濃
く
、
描
い
た
も
の
で
彼
が
常

に
好
む
で
作
詩
に
用
ゆ
る
臭
覚
は
遺
憾
無
く
応
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
の
詩
の
形
式

は
一
見
、
普
通
の
四
節
に
分
れ
た
十
六
行
の
詩
と
し
か
見
え
ぬ
が
、
実
は
仏
文
学

にPantoum

と
称
へ
る
東
洋
の
詩
の
形
式
を
取
つ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
此
の

Pantoum

の
形
式
の
要
件
は
一
節
が
四
行
か
ら
成
り
立
つ
て
居
て
、
第
一
節
の
第

二
行
と
第
四
行
が
、
次
節
の
第
一
行
と
第
三
行
と
に
繰
返
さ
れ
、
一
の
詩
に
異
り
た

る
二
題
目
が
並
行
し
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
事
と
、
他
の
一
の
要
件
は

各
節
の
第
一
行
と
第
二
行
と
で
一
の
題
目
が
歌
は
れ
、
第
三
行
と
第
四
行
と
で
他
の

一
の
題
目
が
歌
は
れ
る
事
で
あ
る
。『
薄
暮
の
曲
』
に
は
、
第
一
の
要
件
は
充
た
さ

れ
て
居
る
が
、
第
二
の
要
件
は
充
た
さ
れ
て
居
な
い
か
ら
完
全
なPantoum

と
は

言
ひ
難
い
。

�

（
河
井
酔
茗
「
解
釈
「
薄
暮
の
曲
」」『
詩
人
』
明
治
40
・
10
）

こ
こ
で
は
、「
薄
暮
の
曲
」
が
フ
ラ
ン
ス
の
定
型
詩
で
あ
る
パ
ン
ト
ゥ
ム
形
式
を
一

面
の
み
で
採
用
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
パ
ン
ト
ゥ
ム

と
い
う
詩
の
形
式
に
話
が
及
ん
で
い
る
点
で
、
こ
の
形
式
の
要
件
と
し
て
、
全
連
の

前
半
二
行
に
一
つ
の
主
題
が
、
後
半
二
行
に
ま
た
別
の
主
題
が
歌
わ
れ
る
、
と
述
べ
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ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
に
既
に
、
象
徴
詩
の
研
究
が
行
わ
れ
、
西
欧

詩
の
形
式
や
構
造
に
も
一
定
の
見
識
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
パ
ン
ト
ゥ
ム
に
つ
い
て
だ
が
、
鈴
木
信
太
朗
氏
は
『
フ
ラ
ン
ス
詩
法
』（
昭

和
29　

白
水
社
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
一
連
が
四
行
で
構
成

さ
れ
、
ま
た
、
リ
フ
レ
イ
ン
の
箇
所
が
厳
密
に
規
則
化
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
の
形

式
に
は
複
雑
な
約
束
事
が
あ
る
。
中
で
も
、パ
ン
ト
ゥ
ム
の
最
も
際
立
っ
た
特
質
は
、

〈
一
般
に
一
つ
の
詩
篇
は
一
つ
の
詩
考
が
展
開
さ
れ
て
行
く
も
の
で
あ
る
の
に
反
し

て
、
パ
ン
ト
ゥ
ム
に
於
い
て
は
、
二
つ
の
思
考
が
各
々
独
立
し
て
存
在
し
、
各
々
独

立
に
対
等
に
並
行
し
て
展
開
さ
れ
て
行
〉
く
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
。
こ
こ
で
、
フ
ラ

ン
ス
詩
に
お
け
る
パ
ン
ト
ゥ
ム
形
式
の
元
と
な
っ
た
、
マ
レ
ー
歌
謡
を
載
せ
て
お
こ

う
。
引
用
は
、
杉
山
正
樹
氏
（
注
2
）
の
翻
訳
に
よ
る
。

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
が
翼
に
の
っ
て
あ
た
り
で
遊
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
海
の
か
た
、
岩
に
連
な
っ
て
い
る
付
近
に
飛
ん
で
ゆ
く
。

わ
た
し
の
心
は
胸
の
な
か
で
病
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た

初
め
の
日
々
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で

彼
ら
は
、
海
の
か
た
、
岩
の
連
な
っ
て
い
る
近
く
に
飛
ん
で
ゆ
く
・
・
・

ハ
ゲ
タ
カ
も
バ
ン
ダ
ン
目
指
し
て
飛
ん
で
ゆ
く
。

初
め
の
日
々
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、

わ
た
し
は
た
く
さ
ん
の
若
人
た
ち
を
眺
め
て
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
た

ハ
ゲ
タ
カ
も
バ
ン
ダ
ン
目
指
し
て
飛
ん
で
ゆ
く
、

バ
タ
ニ
ー
に
さ
し
か
か
っ
た
あ
た
り
で
そ
の
羽
の
い
く
つ
か
が
抜
け
落
ち
て
ゆ
く
。

私
は
た
く
さ
ん
の
若
い
人
た
ち
を
眺
め
て
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

わ
た
し
が
選
ん
だ
人
に
較
べ
ら
れ
る
人
は
ひ
と
り
も
い
な
い

バ
タ
ニ
ー
で
そ
の
羽
の
い
く
つ
か
が
抜
け
落
ち
て
ゆ
く
・
・
・

若
い
二
羽
の
ハ
ト
の
よ
う
に
落
ち
て
ゆ
く
。

い
か
な
る
若
者
も
わ
た
し
が
選
ん
だ
人
に
較
ぶ
べ
き
も
な
い
。

彼
が
心
に
触
れ
る
の
が
た
く
み
な
ほ
ど
、
た
く
み
な
若
者
は
ひ
と
り
も
い
な
い
。

こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
一
篇
が
四
連
で
構
成
さ
れ
、
全
連
に
お
い
て
、
前
半
二
行

と
、
傍
線
を
引
い
た
後
半
二
行
は
、
異
な
る
内
容
を
持
ち
つ
つ
同
時
に
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
前
半
二
行
で
は
、次
の
よ
う
な
情
景
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
蝶
々

が
飛
ん
で
い
て
、
海
の
岩
礁
の
方
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
っ
て
い
る
と
、
禿
鷹
も
海
の
岩

礁
の
上
空
に
飛
翔
し
て
、
禿
鷹
の
羽
根
が
抜
け
て
ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
る
。
羽
根
が
落

ち
て
い
く
様
子
は
、
ま
る
で
仲
の
良
い
二
羽
の
鳩
の
よ
う
だ
、
と
。

　

一
方
、
傍
線
を
引
い
た
後
半
二
行
は
、
次
の
よ
う
に
、
内
的
な
感
情
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
私
は
若
い
時
か
ら
胸
の
中
に
や
る
せ
な
い
思
い
を
抱
い
て
い
て
、
多
く
の

若
者
を
敬
服
し
て
眺
め
た
が
、
私
が
選
ん
だ
こ
の
人
に
匹
敵
す
る
若
者
は
誰
も
い
な

い
。
こ
の
人
こ
そ
私
の
心
を
捉
え
て
い
る
、
と
。

　

一
篇
中
に
情
景
の
描
写
と
叙
情
と
が
巧
み
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
パ
ン
ト
ゥ
ム
か
ら
、一
組
の
睦
ま
じ
い
男
女
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
前
掲
の『
フ

ラ
ン
ス
詩
法
』
に
は
、
パ
ン
ト
ゥ
ム
の
二
つ
の
内
容
の
統
合
に
つ
い
て
、〈
こ
の
二

つ
の
意
味
の
相
互
の
間
に
は
直
接
な
表
面
的
な
連
絡
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
が
、
間
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北原白秋『邪宗門』における象徴詩法

接
な
言
は
ば
神
秘
的
な
連
絡
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
論
点
を
「
謀
叛
」
に
戻
そ
う
。「
謀
叛
」
で
は
、
前
半
三
行
で
《
夕
暮

れ
の
修
道
院
の
風
景
》
の
主
題
が
、
後
半
二
行
で
《
バ
イ
オ
リ
ン
が
泣
く
》
と
い
う

主
題
が
、そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
進
行
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
二
重
構
造
を
、パ
ン
ト
ゥ

ム
と
の
類
似
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
は
決
し
て
難
し
く
な
い
。
既
に
確
認
し
た
よ
う

に
、
同
時
代
の
文
壇
に
西
欧
の
詩
形
へ
の
認
識
が
あ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
白
秋
が

自
ら
の
詩
作
に
西
欧
詩
の
複
層
性
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
す
る
推
論
も
、

十
分
成
立
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　四
、『
邪
宗
門
』
の
象
徴
詩
法

　
　

�　

象
徴
詩
が
情
緒
芸
術
の
高
潮
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
予
等
は
北
原
氏
の
作
に
初

め
て
象
徴
詩
の
成
立
を
認
め
、
近
作
『
謀
叛
』、『
こ
ほ
ろ
ぎ
』
の
如
き
佳
汁
あ

る
を
推
称
す
る

�

（
よ
、
よ
生
「
詩
界
の
近
状
」『
東
京
二
六
新
聞
』
明
治
41
・
3
・
29
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
謀
叛
」は
発
表
後
、高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。し
か
し
、

同
時
に
、〈
部
分
の
美
は
あ
る
も
、
全
篇
の
連
絡
を
欠
き
統
一
を
破
っ
て
〉
い
る
と

こ
ろ
に
欠
点
が
あ
る
、
と
の
批
判
も
受
け
る
。
こ
う
し
た
作
品
の
批
判
に
対
し
て
白

秋
は
、〈
こ
れ
ら
の
情
緒
を
最
も
音
楽
的
に
錯
綜
せ
ん
と
せ
る
〉（
注
3
）
と
こ
ろ
に

こ
そ
力
を
尽
く
し
た
と
、
強
く
反
論
す
る
。

　
「
謀
叛
」
が
、
異
な
る
二
つ
の
主
題
を
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
進
行
さ
せ
る
二
重
構
造

を
持
つ
こ
と
は
、既
に
述
べ
た
。
詩
篇
全
体
の
統
一
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
す
る「
謀

叛
」
に
向
け
ら
れ
た
批
判
は
、
こ
の
構
造
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
白

秋
の
反
論
の
根
拠
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
を
、「
謀
叛
」
の
統
合
性
に
関
す

る
問
題
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
白
秋
は
、「
謀
叛
」
に
お
い
て
音
楽
的
象
徴
を
試
み
た
と

述
べ
て
い
る
。
愁
い
に
覆
わ
れ
た
沈
静
の
心
情
か
ら
、
次
第
に
高
揚
し
、
激
し
く
狂

乱
す
る
心
情
へ
と
移
っ
て
い
く
と
い
う
情
緒
の
流
動
が
、
変
化
す
る
バ
イ
オ
リ
ン
の

音
色
に
託
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
点
が
、
音
楽
的
象
徴
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
確
認
し
た
よ
う
に
、
本
作
に
は
、《
バ
イ
オ
リ
ン
が
泣
く
》
と
い
う
主

題
の
片
面
に
お
い
て
、《
夕
暮
れ
の
修
道
院
の
風
景
》
と
い
う
主
題
が
同
時
に
存
在

し
て
い
た
。《
夕
暮
れ
の
修
道
院
の
風
景
》
の
主
題
に
お
い
て
は
、
沈
静
の
心
情
か

ら
動
乱
状
態
へ
と
移
行
す
る
、心
模
様
の
変
化
が
描
か
れ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
二
つ
の
主
題
は
、
同
様
の
情
緒
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
流
動
す
る
情
緒
を
、
二
つ
の
主
題
で
表
し
た
の
は
、
次
の
よ

う
な
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
の
序
章
で
言
及
し

た
通
り
、
象
徴
詩
の
解
釈
は
、
読
者
の
連
想
に
自
由
に
委
ね
ら
れ
、
や
や
も
す
る
と
、

と
り
と
め
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
主
題
に
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
主
題
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、解
釈
を
限
定
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
。
即
ち
、
複
数
の
類
似
す
る
内
容
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
意
味
を
限
定
さ
せ
、

詩
篇
の
解
釈
の
幅
を
狭
め
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
映
画
の
場
合
を
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
映
画
に
は
、
視
覚
的
な
映
像
に
、

同
時
に
音
楽
が
重
ね
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。
ム
ー
ド
の
あ
る
音
楽
と
映
像
と
が
組
み

合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
聴
者
の
気
分
は
、
よ
り
強
く
一
定
方
向
に
導
か
れ

る
。
悲
し
み
な
ら
悲
し
み
の
情
緒
が
、
喜
び
な
ら
喜
び
の
情
緒
が
、
音
楽
と
映
像
が
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相
俟
っ
て
、
視
聴
者
に
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
。「
謀
叛
」
に
お
い
て
は
、
バ
イ
オ
リ

ン
の
音
色
と
、
修
道
院
の
風
景
を
映
し
出
す
映
像
と
が
入
り
交
じ
り
、
一
つ
の
主
題

だ
け
で
は
読
者
の
多
様
な
解
釈
を
呼
び
寄
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
を
、
特
定
の
解
釈
へ

と
収
束
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
創
意
に
こ
そ
、
白
秋
が
、〈
こ
れ
ら
の
情
緒
を

最
も
音
楽
的
に
錯
綜

0

0

せ
ん
と
せ
る
〉
と
述
べ
た
本
意
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
「
謀
叛
」
は
、
明
治
四
十
年
十
二
月
に
創
作
さ
れ
た
が
、
本
作
以
後
に
制
作
さ
れ

た『
邪
宗
門
』詩
篇
に
も
、「
謀
叛
」と
同
様
の
二
重
構
造
が
確
認
で
き
る
。
例
と
し
て
、

集
中
に
収
め
ら
れ
た
「
濃
霧
」（
明
治
41
・
10
制
作
）
や
「
曇
日
」（
明
治
41
・
12
制
作
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
白
秋
は
、「
謀
叛
」で
試
み
た
方
法
を
繰
り
返
し
用
い
て
お
り
、

こ
れ
を
、『
邪
宗
門
』
象
徴
詩
の
詩
法
の
一
つ
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
類
似
す
る
二

つ
の
主
題
を
重
ね
、
そ
の
類
似
す
る
二
つ
の
諧
調
＝
陰
影
の
中
に
、
一
つ
の
情
緒
の

流
れ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
『
邪
宗
門
』
の
象
徴
詩
法
。
そ
の
さ
ら
な
る
展

開
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

＊
本
文
の
引
用
は
、『
白
秋
全
集　

一
巻
』（
昭
和
59
・
12　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

ル
ビ
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
引
用
文
中
に
お
け
る
傍
線
は
、
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

（
注
1
）　�

北
原
白
秋　

河
井
酔
茗
宛
書
簡
（
明
治
41
・
4
・
26
）　

引
用
は
『
白
秋

全
集　

三
十
九
巻
』（
昭
和
63
・
4　

岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
注
2
）　�

杉
山
正
樹
『
や
さ
し
い
フ
ラ
ン
ス
詩
法
』（
昭
和
56
・
2　

白
水
社
）

（
注
3
）　
（
注
1
）
と
同
じ
。
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カイブの世界」．東京 , 岩田書院 , 2007, 212p. , ISBN 978-4-87294-465-5. 
7）小松崎浩司．茨城県北地域の風景印を訪ねて．茨女国文：ことばの芸術．2014, vol. 27, p. 26-33, ISSN 0915-

468X. 
8）那珂市．“那珂市曲がり屋”．観光．http://www.city.naka.lg.jp/page/page000512.html,（参照　2015-02-15）
9）大録義行編．那珂町の昔ばなし．筑波書林 , 1981. 2 冊 , （ふるさと文庫）．
10）大録義行編．常陸のたっつぁい噺．筑波書林 , 1981. 118p. , （ふるさと文庫）．
11）大録義行編．常陸のでっかく噺．筑波書林 , 1981. 90p. , （ふるさと文庫）．
12）大録義行．いばらき歳時記：那珂町額田周辺の年中行事．筑波書林 , 1982. 87p. , （ふるさと文庫）．
13）大録義行編．那珂の世間噺．筑波書林 , 1983. 108p. , （ふるさと文庫）．
14）大録義行編．常陸のたっつぁい噺．筑波書林 , 1983. 95p. , （ふるさと文庫）．
15）大録義行編．常陸のでっかく噺．筑波書林 , 1983. 92p. , （ふるさと文庫）．
16）大録義行編．那珂の伝説．筑波書林 , 1984. 2 冊 , （ふるさと文庫）．
17）楠見松男編．瓜連町の昔ばなし．筑波書林 , 1980. 73p. , （ふるさと文庫）．
18）宮田洋子語り , 解説．日本の民話～茨城県：ラジオ深夜便“民話を語ろうより．NHK サービスセンター , 

2005, （コンパクトディスク）．
19）常陸大宮市観光協会．“大宮地域の民話”．学ぶ：常陸大宮市観光ガイド．http://www.city.hitachiomiya.

ibaraki.jp/̃kankokyokai/spot_guide/05manabu/shiseki/shiseki33/index.html,（参照　2015-02-15）
20）常陸太田市フォンズ・ネットワーク．心がたがいにうるおう世界：読み聞かせ　石月ひろこさん．生涯学

習情報誌フォンズ．2000, vol. 2, p. 4. 
21）yosijima yasuhiko-c　秋元園芸．“宮田洋子さん・額田のたっつぁい話　曲がり屋でお月見会 2013”．

YouTube. 2013-09-26,https://www.youtube.com/playlist?list=PLtvz7JMv-dZaOmoovbDXD0ID8TaK3_
G2P,（参照　2015-02-15）

22）茨城いすゞ自動車．“いばらきの昔ばなし”．http://www.ibaraki-isuzu.co.jp/mukashibanashi/,（参照　
2015-02-15）

23）染谷万千子．ふるさとの昔ばなし．茨城いすゞ自動車．1990. 70p. （茨城の自然探訪シリーズ , No. 2）．
24）茨城いすゞ自動車．ふるさとの昔ばなしシリーズ．朝日新聞．毎月第 4 日曜日 , 朝刊 , 茨城版 , 茨城面．
25）那珂市商工会絵 , 小松崎浩司訳．四匹の狐の物語：那珂市に伝わる昔ばなし．pacchin'. 2014. vol. 1, p. 16-

35. 
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3．2．郷土民話

　今年度は、風景印の他に地域に根付いた郷土民話の収集も開始した。状況としては専ら那珂市域

の昔ばなし、民話のみである。この地域の民話の収集は、大録義行によってまとめられ、1981 年

から 1984 年にかけて旧那珂町域の昔ばなし、民話で 8 編 10 冊が発行されている。9）－ 16）また、旧

瓜連町域は前述の静織の里であったこともあり、民話も豊富な地域で、楠見松男が 1980 年に「瓜

連町の昔ばなし」としてまとめている。17）茨城県北地域に広げると宮田洋子による語りによる茨

城の民話が CD 化されており 18）、茨城県北地域の民話として常陸大宮市西塩子に伝わる『機織り石』、

常陸大宮市三美に伝わる『長者と牛石』19）、常陸太田市機初に伝わる『孝行娘と弘法泉』20）が収録

されている。また宮田は語り部として精力的に活動しており、那珂市額田に伝わる『たっつぁい噺』

という頓知噺等を地域に伝わる民話を伝えている。21）

　このほか、各市町村の教育委員会や図書館、商工会議所・商工会、地元の読み聞かせサークル、

学校等を中心に郷土民話を収集しているようである。また、茨城いすゞでは、全社の取り組みとし

て茨城の昔ばなしの収集および普及を行っており、現在でも朝日新聞茨城面に毎月第 4 日曜日に「ふ

るさとの昔ばなしシリーズ」を記事下 5 段広告として連載を続けている。22）－ 24）

　以上のように、茨城県北地域の郷土民話を収集している人や集団は多く存在することが把握でき

つつある。今後は更なる把握とそれらの所在の一覧化、その後実際のデータ収集を行っていきたい。

4．これからの方針

　まずは、収集した風景印データのデジタル化と Web 上での公開を目指したい。その後、風景印

に記されている名勝旧跡についての資料収集を進めていきたい。郷土民話については上述のように

把握し切れていない資料の把握とそれらの所在の一覧化、Web データベース化を進めていきたい。

コンテンツがある程度揃った時点で、再利用されるデジタルアーカイブとしてどのようなかたちで

提供していくかを検討していきたい。

　併せて、茨城県北地域の郷土民話について理解してもらう活動を行っていきたい。著者は昨年那

珂市商工会の協力を得て、那珂市、常陸大宮市、ひたちなか市に伝わる「四匹のきつね」の少年向

け現代語訳を行い、電子紙芝居および冊子で発行した。25）今後電子紙芝居は Web 上で公開できる

ようにし、冊子や紙による紙芝居による提供も試み、他の民話についても制作を試みたい。

参照文献
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　なお、風景印収集と併せて、各郵便局の外観写真も収集済みである。

1 2

3 4

5 6
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ため知名度はない。しかし、通常の郵便料金のままで捺印してもらえるため、認知している利用者

が旅先や地元から私信を投函する場合等に利用されている。もう一つは風景印を収集する趣味を持

つ者たちがコレクションとして収集するケースが見受けられる。その場合の普通葉書の料金分以上

の切手がないと捺印してくれないため、微々たるものではあるが日本郵便の収入源となっている。

　風景印は、通常の消印普通日付印よりも大きい直径 36mm の円形が基本で、その範囲内で変形

のものもある。例えば水戸市内の多くの郵便局の風景印は梅型をしており、笠間市笠間地区の多く

の郵便局の風景印が壺型をしており、日立郵便局の風景印が桜形をしている等である。図柄も上述

のように管轄内の名勝旧跡等が採用されるため、例えば那珂郵便局は「曲がり屋」（写真 1：一ノ

関ため池親水公園内へ、町内に残る最後の茅葺屋根を解体保存し、移設復原した住居と馬小屋、物

置が一体となった民家 8））、瓜連郵便局は「静神社」と「古徳沼の白鳥」と静峰ふるさと運動公園

の「八重桜」（写真 2）、日立郵便局は市の花である「桜」と地元の祭りである「日立風流物」と文

化の象徴の「日立シビックセンター」（写真 3）、川尻郵便局は「鵜の岬」と「海鵜」（写真 4）、十

王郵便局は国立天文台と茨城大学の「パラボラアンテナ」（写真 5）、常陸太田市の天下野（けがの）

郵便局は「竜神大吊橋」と「竜神峡鯉のぼりまつり」（写真 6）といったように馴染み深い風景が

デザインされたものとなっている。

　ところで、著者が最初に風景印に着目したのは、各々の地元の人たちが象徴的だと思っているも

の、誇りと思えるものを特に郷士や庄屋の家系の人たちが就くことが多い、旧特定郵便局長自ら採

用している場合が多いからである。実際に風景印の図柄について何人か旧特定郵便局長にインタ

ビューを行ったところ、風景印採用当時の局長が地元の名勝旧跡を選んで地元のデザイナーにデザ

インをオーダーした、という意見が多く、地元を知り尽くした人が地元の象徴を選択し、収録し、

未来に遺るものにしていることが感じられた。それ故に、それぞれの地に造詣が浅い著者のような

者にとって、地域情報アーカイブの収集手法の第一選択として適していると考えたからである。ま

た風景印の印影自体もデジタルアーカイブ化することが可能であるので、今後スキャニングし、デ

ジタルデータ化を実施する予定である。なお平成 27 年 2 月現在茨城県北地域に配備されている風

景印は著者自身全て収集済みであり、表 1 のとおりである。

表 1：平成 27年 2月現在茨城県北地域で風景印を備えている郵便局一覧

那珂市 那珂、那珂向山、瓜連
北茨城市 北茨城、北茨城華川、大塚、大津、平潟、大津西町
高萩市 高萩、高萩上手綱、高萩東本町、高萩島名、若栗

日立市 日立、日立宮田、川尻、十王、中里、多賀、日立河原子、久慈浜、
日立土木内

常陸太田市 常陸太田、常陸太田栄町、町屋、常陸太田里野宮、久米、金砂、金郷、
松平、水府、里美、大中、天下野、高倉

久慈郡大子町 大子、大子袋田、上小川、町付
常陸大宮市 野口、御前山、大宮、大賀、大宮上町、緒川、檜沢、美和、山方
東茨城郡城里町 石塚、岩船、阿波山、塩子
那珂郡東海村 原研前
ひたちなか市 ひたちなか、湊本町、那珂湊相金、馬渡
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2．デジタルアーカイブとは

　アーカイブ（archive）とは、情報を「収集」し、「整理」し、活用できるように「加工」し、「提

供」を行うものの、「保存」することで未来に伝承していくものを指すことばである。

　世の中で何かしらの事象が発生すればその時点で情報も同時に発生する。例えば「電球に光が点っ

た。」という事象に対しては、①「電球に光が点った。」という事象そのものの情報の他に、②「電

球に電流が流れた。」というような物理学的な情報、③「電球が○月○日○時○分に光った。」とい

うような日時等のデータ等も含むことができる。しかしこれらは情報が発生した時点で記録してお

かないとそのまま世の中から消え去っていってしまう。そこで一時的な記録を行い（収集）、その

中で未来に伝承していくべきものと思える記録を選抜し（整理）、それらを活用可能な状態に修復

や引き出しやすい状態にし（加工）、保存する。それを利用者が使いやすい（提供しやすい）かた

ちにすることで保存されたものが生きてくる。このように、情報が生きたかたちで保存されている

ものをアーカイブと呼ぶ。

　一方、デジタルアーカイブ（digital archive）は、それらを従来から行われてきた紙と物理的な

保管庫（書庫）によるアーカイブを電子データとして記録して使えるようにした「しくみ」である。

インターネットの活用によって閲覧するための場所や時間の制約もなくなり、直接資料に触れない

ため資料の汚損・破損等劣化のリスクが減り、付加情報（メタデータ）を付け加えることで利用者

に対して原情報だけでは得られない情報を提供することがやり易くなり、検索機能を付加すること

でアーカイブされた資料によりアクセスしやすい環境と提供できる可能性がある。もちろん資料に

直接触れることで得られる情報もあるが、メリットが大きいことと、安価で構築することが可能に

なったこともあり、デジタルアーカイブ化されるコンテンツが増えてきている。

　一方、アーカイブ全体の特徴として学術的な資料を載せたアーカイブは関係者に活用されている

が、一般の人たちが使えるようなものや関心を示して恒常的に覗きに来るようなものは、資料の性

質的なものもあるが見かけられないのも事実であり、一般的に知られていない要因ともなっている。

この点は今後の課題だろう。6）

3．これまでの試み

　著者は、今年度風景印及び郷土民話の 2 件について資料収集を行った。次節以降でそれぞれにつ

いて述べていきたい。

3．1．風景印

　風景印とは、日本郵便の前身の逓信省が昭和 6 年に告示「名勝史蹟等ニ因メル図案ヲ挿入シタル

通信日附印」として使用を始めた消印（日付印：「にっぷいん」と読み、現在はこざとへんが付かず）

のことであり、配備される郵便局の管轄内にある名勝史跡等の図柄が入った各局個性溢れる消印の

ことである。7）なお現在の正式名称は風景入通信日付印である。また、集配業務を行う普通郵便局

にはほぼ配備されているものの、旧特定郵便局には配備されている局と未配備の局とがあり、簡易

郵便局においてはほぼ配備されていない模様である。

　通常郵便物を投函すると、普通日付印という機械による消印を押されるが、風景印は風景印の配

置されている郵便局の窓口に直接赴き、風景印を捺印してくれる依頼をすることで手押しされるも

のである。また観光地の郵便局でもない限り、日本郵便が特に知れ渡るような広報を行っていない
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小松崎浩司

1．はじめに

　本学が所在する茨城県北地域は、律令制の時代から平安初期の頃まで現在の水戸市渡里にある台

渡里八幡神社界隈（台渡里廃寺跡）にあった那賀郡衙を中心に成り立っていた。1），2）また奈良時代

に編纂された常陸国風土記の久慈郡の項には、那珂市瓜連地区、常陸大宮市大宮地区周辺は「静織（し

どり）の里」として取り上げられ、その地では上代より機織りを行っていたと記されている。また

常陸大宮市北富田、諸沢、玉川地区では中心に玉髄、瑪瑙が産出されたということも記されている。

特に諸沢の瑪瑙は江戸期には「水戸火打」として江戸市中で重宝されたそうである。時代が下り、

戦国時代には佐竹氏による大子町、常陸大宮市、常陸太田市、日立市といった阿武隈山地の山々で

金銀銅山開発が進む等、歴史的に見ても国内の中でも技術の進んだ地域であった。そして近代以降

は赤沢銅山をはじめとする日立鉱山が近代日本黎明期を支えた。日立鉱山は当時国内鉱業の動力源

の多くが蒸気機関であったにも拘らず、電力を動力源として活用することにした。その電力を生み

出すために水力発電所を建設することになり、明治 41 年に里川に中里発電所を、明治 44 年に大北

川に石岡発電所（現石岡第一発電所）を自社で興した。当時工作課長だった小平浪平は、東京帝大

電気工学科の後輩の高尾直三郎や馬場粂夫らとともに、日立鉱山の電気機械の修理工場として積み

重ねた技術から日本初の 5 馬力誘導電動機を開発・販売するに至った。これが日立製作所の創業で

ある。3）－ 5）そして日立市から北に延びる常磐炭田による火力エネルギー、東海村に代表される原

子力エネルギーと我が国の時代を支えてきたエネルギーが生まれたのもこの地であるのは周知の事

実である。他にもジョン・F・ケネディ暗殺事件を日本に衛星中継した茨城宇宙通信実験所（現国

立天文台茨城観測局、茨城大学宇宙科学教育研究センター）も日立市（旧十王町）と高萩市にまた

がったところにそびえたつ等、茨城県北地域は科学技術発展に寄与してきた土地である。それに加

え、袋田の滝、龍神峡、花貫渓谷、五浦海岸、鵜の岬等々観光資源もあり、金砂磯出大祭礼（金砂

田楽）や日立風流物、常陸大津の御船祭に代表される無形文化財にも富んだ地域である。また、常

陸太田に代表される米やそば、奥久慈のこんにゃく、りんご、ひたちなか、那珂、東海一体で生産

される干し芋（甘藷蒸切干）、太平洋のみならず那珂川・久慈川のような内水面でも活発な水産資

源と数多くの資源を携えている。

　著者は、これまで情報・資料のデジタル化に関心を抱いてきたが、本学に就いて間もなく 2 年を

迎え、上述のように貴重な資源が豊富に揃い、本学の地元である茨城県北地域のデジタルアーカイ

ブ化を今後行っていきたいと考え、そのためのノートとして本稿を記すことにした。

地域情報デジタルアーカイブ構築のための準備
─ 茨城県北地域を対象として ─

研究ノート
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日にあった出来事、そして被災地の方々の話を知った私は怖くなった。小学校の児童達が避難しよ

うとする途中に津波が児童を攫っていったのだ。目の前で、今私が踏み込んでいるこの場所で。一

瞬にして津波にのまれ、その光景を目の当たりにした少数の児童の気持ちを考えると居た堪れない

気持ちになった。とても息苦しくなった。現実の話だと思えなかったが目の前にある校舎が『現実

だ』と、私の心に叩きつけるように教えた。黙祷をした石碑の側で手を合わせ微笑する地蔵の表情

が、とても優しく思えた。

　バスの中で考えた。こんなに深刻な被害が起きていた事を私は知らなかったのだ。テレビの中で

アナウンサーが淡々と話している僅かな情報しか、私は知らなかった。だが今回の訪問により石巻

で起きた出来事を詳しく知ると共に、心にしっかり刻む事ができた。人の命の大切さ、残されたも

のの悲しみ。何もかも失ってしまった虚無感。そんな思いを抱える方々を少しでも助けたい。

　訪問からしばらく日が経った。6月 20 日に見た景色は、今も鮮明に覚えている。

文集「東松島 2014　茨城女子短期大学保育科 1年」より　

・ 震災から 3年 3か月後、被災地を訪れた。石巻では、震災遺構はほとんどなくなり門脇小学校と

大川小学校を残すだけとなった。門脇小学校は、平成 24 年 11 月に解体の方針が決まった。しか

し、解体されず、平成 25 年の 6月に全面をシートで被い、立ち入り禁止となった。大川小学校

だけが北上川のほとりに今も廃墟として残っている。

Ⅴ　おわりに

　「後悔から始まったボランティア」という JWAYのドキュメンタリー番組がある。その中で私は、

阪神大震災の時に現地にいけなかったことを今でも後悔している。東日本大震災では同じ思いをし

たくないと述べている。あれから 20 年が経った。三宮駅前に立っても、震災の爪痕はほとんどわ

からない。震災から 4年が経とうとしている。石巻の街中は立派になった。しかし、海岸付近はか

さ上げ工事が毎日行われている。仮設住宅もまだまだ建っている。復興予算はまだ 60％が使われ

ていない。9兆円も残っている。市営住宅建設の遅れが報道された。被災地の人たちは 5年目の春

を迎えようとしている。

　常磐高速道路が 3月 1 日に全面開通した。当初は 4月下旬ごろと言われていた。2か月早く開通

した。これで仙台まで 30 分以上早くなるだろう。しかし、放射能の心配がまだまだ残る。被災地

が完全に復興するまでには時間がかかる。仮設住宅が消える日まで、ボランティア活動を続けたい。
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作品 2　共有するという生き方

平成 25 年 6 月 20 日（木）東松島仮設住宅訪問　I．M　

　高速道路を降りてすぐにわたしの目に映ったのは、きれいな建物の数々。

　なぜ？ここは、被災地である。こんなにもきれいなわけがない。－いや、ちがう。

　わたしは、その驚くべき復興のスピードを痛いほど思い知った。これはわたしの憶測ではあるが、

こんなにもきれいな建物ばかりなのだからきっと元の東松島の町並みとは違うだろう。そんなこと

を考えながらわたしはバスの中から窓の外を見ていた。それがわたしのはじめて見た宮城だった。

　わたしたちは仮設住宅を訪問し、歌やダンスを通し現地の人たちとの交流を持ち心のリハビリ

と言う名のボランティアを行うことを目的にこの地を訪れた。しかしわたしの中には 1つの不安が

あった。明るく復興に向かっているように見えるこの街の人も、メディアからは伝えることのでき

ない根っこにある黒いものがあるのではないか。わたしたちの行う励ましが逆にその根っこを刺激

することにはならないかと。

　歌を歌う皆の目には大粒の涙が流れていた。もちろんわたしの目にも。しかしわたしの今まで予

想していた涙とは違うものだった。これは悲しみの涙ではなく、感動の涙だった。この中には今ま

での練習に対しての達成感や、前向きな現地の人たちへの尊敬。そしてもしかしたら、あの日のこ

とを思い出した人もいるだろう。そしてもう悲しいものではないと。被災地は、わたしたちは確実

に前に進んでいた。

　人は言葉なくとも「共有」するということで安心してしまう。それは世界で一番単純なことなの

かもしれない。どんなに苦しくてつらいことが起こっても、共有し、共感することで世界一幸せ者

になった気分になれる。わたしたちはそんな生き物なのかもしれない。

文集「東松島 2013　茨城女子短期大学保育科 1年」より　

・ 震災から 2年 3 か月後、被災地を訪れた。

現地の集会所で短大生たちは、合唱、ダン

ス、読み聞かせなどを披露する。なかでも、

合唱は住民、学生がともに涙する。その様

子はYouTube で茨城女子短期大学「その

夢が僕を強くする」で検索すると集会所で

の様子を見ることができる。歌が心に届く

ということであろうか、毎回目にする光景

である。

　作品 3　大川小学校見学

平成 26 年 6 月 19 日（木）東松島仮設住宅訪問　S．K　

　私は大川小学校を目の前で見た時、とても強い衝撃を受けた。校舎を覆っているはずの厚い壁が

無い、机や椅子も見当たらずガランと静まり返っていた。普段私たちが見かける小学校は秩序正し

い活気のあるものを記憶している。しかし、震災後の大川小学校には独特の雰囲気が漂っていた。

一歩一歩足を進めるが、土に足が着くたびに黒く大きい波が私達を襲ってくる様に思えた。3月 11

大川小の前で黙祷
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している。書き方、見本を示しメールで送るように指示する。メールで送ってもらうと後の処理が

とても楽である。パソコンだけでなく、携帯電話からでも送れる。短大生の場合は、授業中に作文

を書いた。できたのが、①「石巻 2012　茨城女子短期大学保育科 1年」②「東松島 2012　日立第

二高等学校・那珂高等学校」③「東北遠征 13 大成女子高吹奏楽部」④「東松島 2013 日立第二高等

学校」⑤「東松島 2013　茨城女子短期大学保育科 1年」⑥「東松島 2014　茨城女子短期大学保育

科 1年」である。今まで作った文集の中から、代表的な作品を紹介する。

　作品 1　ボランティアに参加して

平成 24 年 6 月 18 日（月）石巻仮設住宅訪問　A．Y　

　私はボランティアに行く前、正直、行きたくありませんでした。がれき処理のボランティアなら

被災地の人の役に立つと思えるが、歌を歌ってあげて被災者の力になれるとは思えなかったからで

す。歌やマッサージをやるだけで元気になってもらえるなんて思えなかったし、行っても邪魔なだ

けだと、仮設住宅に着いても思っていました。

　しかし、集会所に着くと仮設住宅に住む方々が集まっていて、それを見て、中途半端な気持ちで

はできないなと思い、元気よく歌を歌いました。すると集まってくれた方の目から涙が出ていたの

です。私は嬉しくなりました。手話も真似しながら一緒にやっている人がいたので嬉しかったです。

踊りを踊っている時の見てくれている方の顔が笑顔だったので、ここに来てよかったなと思うこと

ができました。そしてマッサージ。マッサージをやってあげて「気持ちいい。気持ちいい。」と言っ

てくれて、マッサージ初心者の私でも人のためになっているのだと思い、改めて来てよかったなと

思いました。

　被災者との会話は何を話してよいのかわからず、自分からは話を出せませんでした。現地の方が

3人でお話をしていたので、そのお話を聞いていました。その方々はお孫さんや娘さんをあの大津

波によって亡くしたそうです。その様子などをいろいろ話していて、最後に携帯電話の待ち受け画

面を見せてくれました。そこに写っていたのは、笑顔で写る 3人の小さな子どもでした。「かわい

いですね。」というと、「うちの孫なの。」と寂しそうにいいました。そのお孫さんは 3人とも津波

によって亡くなったそうです。思わず涙が溢れました。テレビで津波によって家族を失った人々を

たくさん見てきました。その家族を失った人の 1人が私の目の前にいるということで、あの日の大

津波は現実なのだと改めて実感しました。

　ボランティアが終わって、自分のことを考えました。私は幸せなのだと思いました。家族もいる

し、友達もいます。簡単に弱音なんて吐けないなと思いました。そして、最初は行きたくなかった

ボランティア。参加してよかったなと思いました。

文集「石巻 2012　茨城女子短期大学保育科 1年」より　

・ 震災から 1年 3か月後、被災地を訪れた。ボランティアに行くことに不安を感じている様子が文

章からよく分かる。また、被災者の携帯画面に映る子どもたちの姿に涙する学生の姿は一生忘れ

ることができない。「来てよかった」「参加してよかった」と気持ちが大きく変化したことがこの

訪問の大きな効果と思われる。
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（男子 B）　　　

・ 自分のためではなく、人のために頑張ろうという姿勢がいいと思いました。その姿勢が最終的に

は自分のためにもなっているとおっしゃっていたので大事だなと思った。（男子C）

・ 今回塙先生は、人との出会いによって自分が今何をするべきか自分の役割を探すことができると

おっしゃっていた。今回改めて人との出会いは大切だと思った。（女子D）

　3回の録音を聞いて驚いたことがある。すべて同じ話はないということである。いままで、講演

というと原稿が決まっていて読み上げているようなものが多かった。私は話の骨組みは決めてあと

は、聴衆の雰囲気で話をしようと思った。

　講演の最初にボランティア活動のDVDを 15 分間見せた。その間どれくらいの生徒が集中し見

ているかを観察した。話を始める時、お互いにどんな人なのか注意深く見ている。生徒は、今まで

に多くの先生と出会い話を聞いてきた。どんな人間なのか、敏感に感じてしまう。どこにでもいる、

身近な存在と感じさせるように努力し、話した。まず、話し手聞き手の共通点を探し、それを話題

とした。日立一高の場合は、私が日立二高の教諭であったこと、また一高生とボランティアをした

ことなどを話した。駒王中・助川中の話をし、親近感を持たせた。一方的な話の伝達ではなく、途

中で、簡単な質問をした。話の導入部で 2回行った。

　塙「2011 年の 3 月 11 日に東日本大震災がありました。みなさんはその時中学生ですか？小学生

ですか？」

　「小学 6年生。」（会場からの反応）

　塙「私は日立二高にいて、震災時、体育館の天井が落ちてしました。それから学校に生徒と泊り、

一晩中たき火をしていました。何を燃やしたか分かりますか？」

　「分からない。」（会場からの反応）

　展開部でも 2回行った。

　塙「石巻まで行くのにどのくらいかかると思いますか。」

　「5時間ぐらい」（会場からの反応）

　塙「年寄りのほうが元気です。人間の強さとはなんでしょう。」

　「何人か集まって、一緒にやると・・・・」（会場からの反応）

　まとめのとろでは 1回行った。

　塙「みなさん、競争は好きですか。」

　「あんまり好きではない」（会場からの反応）

　一方的な話ではなく、対話を心がけるようにした。反応により、聴衆の集中具合がよく分かった。

高校 1年生の 2月という時期を意識し、2年生への自覚を促すように話を展開した。生徒の感想を

読むと話をよく理解していることが分かった。今後も機会を見つけて、講演活動を継続したいと考

えている。

Ⅳ　文集の制作

　これは、ボランティア活動後締め切りを決めて、文章を提出させるやり方である。帰りのバスの

中で反省会を実施している。お互いの思いを共有し、自分の思いを文章化し文集にまとめることに
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思う。

　人生は「一期一会」という言葉通り、先生と遭って学習する。いいですね。私と遭って話を聞く

のも最初で最後かもしれない。それでいい。自分の中で話が心に残ればそれでいい。人生の中での

出会いはそんなところにある。あの時言われたことは、よく覚えている。1回しか会っていなくて

もずっと心に残ることがある。人生の中での出会いなのです。できるだけいい出会いをする。自分

の中で成長の糧になることがあればいい。私はボランティアを始めて 4年になります。12月に行っ

て、また 3月にも行こうと思っています。6月には短大生約 100 人を連れていきます。その活動も

最初は 20 人からでした。なぜこのように人が集まるのかなと思うこともあります。人を信じる。

行こうよというと、結構行きますね。行った人がまた次の人を誘う。誰かがやる気を出すと変わる。

幸せになろうよと思っても、なかなかなかなれない。嬉しくなることも、自分の中でのアクション

から始めると嬉しくなれる。「幸せなら手をたたこう」という歌がありました。手をたたいたくら

いで幸せになりますか。しかし、やることによって、気持ちが高揚してくる。気持ちを合わせると

いうことはどんなことでしょうか。みんなで一つのことをやれば良い。「手をたたく。」気持ちがあっ

たよね。それでいい。先人の工夫はいろいろある。一瞬だけ合う。普段私たちの気持ちはばらばら

である。何かやろうよというとそれでまとまる。それだけで、幸せだ。200 人が気持ちを合わせた。

それだけで幸せだ。みんなでなんかやろうよということで同じ方向に行くと、それだけで幸せだ。

リーダーとなってみんなをリードする。この学校は文化祭・クラスマッチが盛り上がる。みんなの

生きる楽しみができる。部活でも勉強でもそうです。誰かがやろうよと言わないとできないのです。

みんながやろうよと言うことです。先生が言ってはいけません。そうすると楽しくなくなるのです。

もうすぐ 1年生が終わります。そして 2年生になります。新入生、後輩が入ってきます。みなさん

は高校の中で真ん中となり、活躍できる場面が増えてくる。みなさんのこれからの活躍を期待しま

す。（計 32 分 6 秒）

　お礼の言葉　　　S．Aさん

　本日はお忙しい中、私たちのためにお越しいただきありがとうございました。震災から 4年が経

とうとしていますが、まだ未だに被災地では仮設住宅で生活をしている人がいるということが分か

りました。そして私たちは震災があったという事実を忘れないで次の代へと伝えていかなければな

らない。またボランティアを通して、住んでいるところも、年齢も違うお互いに元気を与えあって

いるというところがすごく感動しました。私もこれから、いろいろな地域でいろいろな年代の人と

出会って自分がすべきことを探していきたいと思いました。本日はありがとうございました。

　生徒の感想

・ 茨城県の身近な高校で東日本大震災のボランティアを行っていたことを初めて知りました。被災

したお年寄りが高校生ボランティアをとても喜んでいるのが印象に残りました。私もこのような

ボランティアの機会があったら参加して、新しい発見や、いろいろな経験をしてみたいと思いま

した。今回の講演では人と人のつながりを学ぶよい機会となりました。（女子A）

・ この講演を聞いて、被災地ボランティアの素晴らしさを感じました。「継続は力なり」という言

葉を聞いたとき、ボランティアや勉強など継続することは難しいと同時に素晴らしいことだと

思った。
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るし、それなりに財産もある。そこで弱さが出てしまう。あの人たちから学ぶことは、「最後は、

人間は体一つで、気力だよ。」それを被災者から学びました。行くたびに思いますよ。すごいな、

この人たちは、そうしなければ生きられない。ぎりぎりの線を見てきたからなのでしょう。

　まとめ（13 分 51 秒）

　日本は 70 年間平和です。いいなと思う時もある。大変だなと思う時もある。私も戦後生まれで

すから、戦争は知りません。今までに 100 年間平和が続くことはあまりありません。そんなことを

考えて生きていると、自分は今何をしなければならないのかが分かってくる。今何をすべきなのか

が見えてくる。私はあと 30 年間生きていない。みんなは、まだ生きている。今後 30 年間で大きな

変化はあるでしょう。震災があった。小学 6年生の時に何を考えましたか。こんなことはもう 2度

とあってほしくない。またあるかもしれない。だがそれを語り伝えることはできる。今度いつ起こ

るかどうかわからない状況の中で、生きている。平和もわからない。自分の先を考えたときにどう

やって生きていくのでしょう。

　横並びでずーと生きていると、競争がありますね。みなさん、競争は好きですか。

　「あんまり好きではない」（会場からの反応）

　勝てばうれしいですよね。負ければ悔しいですね。毎日競争を繰り返していると横しか見えない。

もう少し考えてください。縦を見ないと先が見えない。私はボランティアの活動の中で、いま縦の

つながりを考えなければ駄目だなと思いました。つまり若い人は若い人の役割がある。ひとりひと

りの役目があって、それぞれ役割がある。みんなが就職して、会社組織に入ると同期の人はこんな

にいません。全国組織ならいるかもしれません。同じお店に入ったらこんなにいない。同期の人は2，

3人。あとはすべて年上ばかりです。その中での役割がある。社会は 60 代 70 代の人もいる。10 代

20 代の人もいる。それぞれの中で役割があってみんな大事な人である。一生懸命に勉強しそれを

何に生かすか。しかし、何に生かしていいかい分からない。いろいろな人に出会うと変わる。

　例えば、被災地に高校生が行って、いろいろな話を聞く。そこで目覚めた子がカウンセラーにな

りたい。看護師になりたい。介護士になりたい。医者になりたいと話してくる。被災者たちとの出

会いにより、自分には何ができるのだろうと考える。自分の役割が見えてくる。人は何を喜んでく

れるのかなということが分かる。そこで初めて本当に勉強する意欲が湧く。違いますか。大学に入

りたい。今までは高校に入ろうという目標できましたが、今度は違う。それぞれが違う進路を目指

すので、100 人いれば 100 あるし 200 人いれば 200 あります。自分の方向性を見つけるのが今なの

です。ボランティア活動をしながら縦のつながりを感じながら、いろいろなことを学んでいく。お

じいちゃんおばあちゃんはこんな生き方をしてきた、わたしたちはどんな生き方ができるだろうと

考えるようになる。学校での勉強は効率的にできる。しかし、一人一人に合っているかどうかわか

らない。自分にはない環境の中に飛び込み、人と接する。その中で自分のことを考えてみる。5時

間かけて、ボランティア活動するのもどうなのかなと思うこともある。もう少し、近いところでや

ることも可能なのではないか。となりの年配者、近隣の老人ホームでやればいいのではないかと思

うこともある。だが、ある程度離れていることが大事なのかもしれない。離れていると、たまにし

か会わないから、親切にできる。人間の一番いいところが出る。ボランティアは続ける人もいるし、

一回しか行かない人もいる。しかし、1回しか行かなくても、いつまでも覚えている。あのときに会っ

た人のことを忘れない。その人は、あるきっかけをつかんで思いを募らせればいいのではないかと
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回もやり直しをしました。すごいですね。5時間の中で変わる。なぜでしょうか。歌や紙芝居絵を

見せる。自分たちを待っている人がいる。それが分かるからですね。人間というのは自分を待って

いる人がいる。ということが分かると強くなる。おじいちゃん、おばあちゃんが待っている。そう

なのだ。私たちを待っている人がいる。そのような気持ちがあるとやる気が出る。実際に行って会っ

た瞬間に、じゅわーときてしまう。今日だって私は日立一高生に会えるということで、昨晩から楽

しみにしていました。

　おじいちゃん、おばあちゃんが歌を聞いてくれる。聞いている人たちが涙を流している。このよ

うな歌で・・・違うよ。若い子が歌ってくれることが嬉しいのです。涙が自然に出て来てしまう。

こんなことがあるでしょうか。なぜでしょう。人と人が出会って、お互いの気持ちが触れ合って、じゅ

わーと来ることがふつうあるのだろうか。普段はあまりない。毎日学校で会って涙流して「こんに

ちは」など言わない。

　それは自分の中に 5時間かかった。その思いがあって会えたということがある。あまり便利だと

気持ちが上がらない。例えば、好きな人のことを思う。今頃何をしているのかなと思う。明日にな

ればわかるよ。遠く離れているから分からないよ。君たちはどうしますか。携帯でしょ。「今何を

している。」「寝ているよ。」「何をしている。」「テレビ見ているよ。ふーん」で終わりです。具合が

悪いのかなと思っていたら、「元気だった」と一行で終わってしまう。すると気持ちが上がらない。

今付き合っていてもすぐ別れてしまうのは、そういうことが原因なのではないでしょうか。あまり

便利すぎで心配する前に心が高まる前に、なんだったそうだったと思ってしまう。そういうところ

は、古典を勉強すると分かります。こんなに

人のことを心配しているのだ。今は心配事が

無くなってしまう。気持ちが高まらない。し

かし、おじいちゃん、おばあちゃんに会うと

気持ちが高まる。他人なのに不思議ですね。

行って思うことは、高校生たちが被災者を元

気にしてあげる。と思っていますが、逆です

ね。話をしているうちに、「頑張りなさいよ。」

と励まされて、「はい」と答えて、逆に元気

を貰って帰ってくる。なぜでしょう。

　年寄りのほうが元気です。人間の強さとは

なんでしょう。

　「何人か集まって、一緒にやると・・・・」（会場からの反応）

　そうですね、それも正解です。人間は何もないと強い。たくさんあると弱くなる。財産をたくさ

ん持っていると弱気になる。無くなったらどうしようと考えるからかな。何もないと、何もない。

おれたちは、体だけだよ、気持ちだけだよというと、開き直ってしまう。被災者はなぜそのような

ことが言えたのでしょう。まず財産が無くなった、なかには家族もなくなった人もいる。それでも

生きている。そこからスタートしている。いま生きなければならない。すると今あることを大事に

しようと今あることの積み重ねだよということで生き方が変わっていく。だから強いですよ。人と

人のつながりを大事にする。その中で私たちが持っていないものを持っている。私たちは家族もい

みんなで楽しく
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　それから 1週間ほどたってから、今からどうしようかという時に、学校もないし、部活もないし、

自宅待機をしていました。やることもなく、学校の近所の生徒に電話をしました。「避難所に一緒

に行かないか」と誘いの電話をしました。助川中学校の格技場、駒王中学校の格技場に日立市内の

海岸付近に住んでいた人が避難していました。日立一高、水戸一高、日立二高、日立工業高校の生

徒が 5，6 人集まりました。助川中学校の卒業生です。その生徒たちと一緒に、避難所訪問をやり

ました。被災者の肩もみや、話を聞いてあげました。それから久慈中学校の体育館にも訪問しました。

3月下旬に鳩が丘の体育館に福島原発の人たちが避難しているのを聞きました。そこに二高生を連

れてマッサージやお話を聞きに行きました。何がいいのかなというと、若い人を連れていくだけで

よかったのです。最初は私一人で行ったのです。すると、不審者が来たように思われました。しかし、

女子高校生たちを連れていくと、対応が変わりました。若い人の力は凄いと思いました。年寄りは

若い子が近くに来るだけでそれだけで嬉しい。その活動も 4月 9日までに終わってしまいました。

　茨城では 4月上旬にはライフラインも復旧し普通の生活が戻りました。しかし、東北のほうはど

うでしょうか。6月ごろ職場の同僚と東北を見に行ってきました。瓦礫の山の高さ、仮設住宅の多

さに大変驚きました。これは大変だ。ということで、9月からボランティアを始めました。最初は

日立二高生と一緒に行きました。他校の生徒さんも行きたいという話がありました。那珂高校、多

賀高、太田一高、水海道一高などです。先日は太田二高、結城二高生が行きました。いろいろな近

隣の高校の先生と行くようになりました。行って分かることはなんでしょうか。

展開部（10 分 45 秒）

　実際に行って分かること。一緒に行って分かること。新聞やテレビで伝えていますが、そこでは

伝えられないことがたくさんあります。例えば「後悔から始まったボランティア」という番組です。

何回も見ていますが、自分でもすごいなと思ってしまうのです。あんな人がいるのだな。自分の姿

を見るたびに、しっかりしなければと思ってしまいます。なぜだかわかりますか。番組の中で少し

格好いいことを言ってしまったのです。私は普段、何もやっていない。そこで、やらねばと思うの

です。私は、まずやりますと言ってしまった。言っていることとやっていることが、違うのではな

いかと他の人から言われなくない。やっているうちはしっかりしなければいけないと思っています。

自分の中でボランティアはなんのためにやっているのかと思うことがあります。それは、自分のた

めにやっているということが強いです。テレビの番組は、見てわかると思うのですが本当にいいと

ころだけ流れるのです。放送時間は 15 分です。石巻まで行くのにどのくらいかかると思いますか。

　「5時間ぐらい」（会場からの反応）

　5時間です。これは日帰りです。朝 7時に出発し 12 時に到着する。ボランティアをして 4時に

出発して 9時に帰る。10 時間バスに乗っているわけです。10 時間も飛行機に乗ればオーストラリ

アに到着する。フランスだってもう少しです。ずっとバスの中にいる。長いですね。普通だったら

いやだと思う。だが、5時間は長くない。行くときに練習をするのです。歌の練習をしたり、読み

聞かせの練習をしたりします。紙芝居の練習をしたりします。最初は嫌になるほど下手なのです。

大丈夫かなとおもいました。君たちは練習したの？大丈夫と言ったら、高校生は頑張ってやります。

一生懸命練習します。私が用意をした伴奏CDではなく携帯のカラオケでやりました。一生懸命に

やってKiroro の「未来へ」を上手に歌っていました。最初は人に聞かせることができませんでし

たが、いつの間にか上手になっている。読み聞かせの紙芝居もあまり練習していなかったので、何
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この住宅にボランティアに行くのです。今年でもう 3回目になりますね。」

Ｐ「また東松島の方々は心待ちに、あと 2か月よとかあと何日よとか指折り数えて待ってくださる

のかもしれませんね。」

塙「はい。あと 7月とか 8月にもまた。」

Ｐ「なるほどね。それもまたチラシで知らせてあげてください。冷蔵庫にまたマグネットで止めて

楽しみにしてらっしゃるのではないのかな。是非引き続きまた頑張っていただきたいと思います。

塙先生、ありがとうございました。」

塙「はい。ありがとうございます。」

Ｐ「今日のこの時間は東日本大震災後茨城の学生たちとともに宮城県で継続的にボランティアに取

り組まれているという紹介でおなじみの茨城女子短期大学の塙雅文先生に今月の 15 日に行われた

東松島での活動についてスタジオでお話をお伺いしました。ありがとうございました。」

Ⅲ　「道徳」に係る講演会

「被災地の現状理解とボランティアについて」

　平成 27 年 2 月 9 日（月）日立一高　体育館多目的室

1年生対象

内容

1．15 分ドキュメンタリー番組を見る。

　「後悔から始まったボランティア」　JWAY制作DVD

　平成 25 年 12 月 23 日那珂高校・多賀高校・太田一高・日立二高OG・一般市民合わせて 35 名が

東松島仮設住宅を訪問した。そのことを JWAYがドキュメンタリー番組として制作した。

2．約 30 分の講演をする。

　導入部（7分 30 秒）

　こんにちは。寒い中、本当に大変だなと思います。東北はこれ以上に寒いです。体育館の中にた

くさん人がいますよね。たくさんいてもこれは 50 分ぐらいです。避難所は毎日ですよ。ずーと 1

か月2か月3か月と毎日ここで生活するのです。ここで寝るのです。隣の人がすぐ脇にいるのです。

そういう生活をやっていました。2011 年の 3月 11 日に東日本大震災がありました。みなさんはそ

の時中学生ですか？小学生ですか？

　「小学 6年生。」（会場からの反応）

　小学 6年生の 3月に被災して 4月から中学校へ行きましたね。私は日立二高にいて、震災時、体

育館の天井が落ちてしました。それから学校に生徒と泊り、一晩中たき火をしていました。何を燃

やしたか分かりますか？

　「分からない。」（会場からの反応）

　体育館の天井の材料がたくさんありました。無くなると、体育館へ行って、燃料となる薪を持っ

てきました。それを一晩中燃やしていました。次の日に家に帰ろうとしても、信号も止まっていて

大変でした。生徒たちの食糧確保も大変でした。近所のスーパーに行って、買う。電気も止まって

いましたので、お店の人も、ローソクをともし電卓で計算して売ってくれました。そして食料を買っ

てきて、それをみんなで分けて食べました。
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Ｐ「例えばどういうところに、感銘を受けたのでしょうか。」

塙「やはり向こうの人たちの逞しさというか。実際に津波に遭って、財産を失くした。その中でも

前向きに元気を出して生きているという所ですね。」

Ｐ「僕らが行って元気にしてあげると言っていた。行ったらやはり声が出なかったと。交流を続け

る中でだんだん声が出て、最後はどういう感じになったのですか。」

塙「また最後にふるさとを歌ったのです。その時は大きい声で、出来ましたね。」

Ｐ「そうですか。向こうの方、東松島の方はどんな感じだったのでしょうか。」

塙「仮設住宅を今度 40 名の方が出ることになっています。」

Ｐ「新しい被災者住宅などができたとか。」

塙「市営住宅が完成したので、この住宅を出ますと言っていました。その後どうなりますかと聞く

と、またすぐ埋まってしまうと言ったのですね。すぐ人が入るということです。」

Ｐ「市営住宅に移った人の、その家にすぐまた入っていらっしゃる。ということはまだ住宅事情も

良くなってないということですか。」

塙「それは仮設住宅といっても、便利なところにある住宅と不便なところにある住宅があります。

今私たちが行っているのは町中にある住宅ですから、人気が高いのです。」

Ｐ「なるほど。出来るだけ町に近い便利なところに住みたいということですね。連続した東松島の

3枚の写真をお持ち下さりました。これは 3月 15 日にお撮りになった写真ですよね。」

塙「そうです。」

Ｐ「大震災で 3年たった現地なのですが、ほとんど復旧の行われてないような気がします。」

塙「ええ、まあ復旧というのは瓦礫撤去とか。

そういうことはだいたい終わったのです。あ

とは地上げ、地面のかさ上げっていうので

しょうか、その工事をやっています。それも

だいたい終わりに近づいてきました。」

Ｐ「更地になったところで少し白く見えるの

は土砂を盛って、1メートルくらいでしょう

かかさ上げしたところですね。ただこれ更地

がまだずっと広がっていますね。」

塙「そうです。そこをこれからどうするので

すかと聞いたのですが、やはりそこは危険地

帯ですからかさ上げしても、家は建てられないと言っていました。」

Ｐ「そうでしょうね。1メートルくらいのかさ上げではまた津波が来たらのまれてしまう危険性が

ありますよね。どうなのですか先生、よくもう 3年という言い方をするのですが、まだここまでか

という思いが強いのですが、現地を訪問した塙先生はいかがですか。」

塙「やはり、まだまだの状況ですね。その中で私たちが行って感じることは、復旧の遅さです。あ

とは人々の家がまだまだ足りないということを実感しますね。」

Ｐ「そうなのですね。塙先生、今回また次の約束をされていらしたのですか。」

塙「はい、次は 6月に茨城女子短期大学の保育科 1年生全員で行きます。それは大型バス 2台でそ

かさ上げ盛土工事
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Ｐ「絵本を読み聞かせしているような写真をお持ち下さったのですが、その後読み聞かせを行った

のですか。」

塙「はい。読み聞かせ、紙芝居。これもやはり事前にいつもこんなことをやっているのですと紹介

し、練習しました。あとは高校生が自分たち

で絵本を選び、紙芝居を選んで当日やってく

れました。」

Ｐ「こちらに、集まってそれを聞いている被

災地の方々の写真があります。ずいぶんたく

さんいらしてますね。」

塙「そうですね。驚いたのですが、やはり被

災地の方は私たちが来るのをとても楽しみ

にしているということですね。」

Ｐ「先生が 12 月に行ったときまた 3月に来

ますよという約束をされたのですか。」

塙「またおいでという言葉もありましたので、その時のノリもあったのですが、また 3月に来ます

よと最後に挨拶をしてしまいました。」

Ｐ「その約束を果たすために今月の 15 日に東松島にいらっしゃったのですか。これは事前にビラ

などで多少宣伝されたのですか。」

塙「はい 1週間くらい前にビラを作成しまして、向こうの仮設住宅の自治会長さんにお願いしまし

た。ビラは 100 枚しか作らなかったのですが、それを配布していただいて、みなさんに来ていただ

ければいいなという思いでした。」

Ｐ「先生がビラをお作りになって 15 日行きますよという案内を、向こうの自治会長さんに送って

それを皆さんに配っていただいたのですか。」

塙「はい。何人来るかと心配はありました。結果的には 60 名ほど来ましたので、驚きました。中

にはそのビラを大切にしていた方もいました。その話を聞いたとき本当に一枚のビラの効果がそん

なにあるのかなと思いました。今までそんなことを感じたこともなかったものですから、驚きまし

た。」

Ｐ「そのビラを大切にされていたということですが。」

塙「ええ。もらったら冷蔵庫の扉の所に張っておいて、あと何日たったら高校生が来るのかなと楽

しみにしていたと言われました。」

Ｐ「やはり向こうの方も心待ちにされていたのですね。100 枚のビラ、まあ 1枚のビラを何人かが

ご覧になると思うのですが、60 人くらいお集まりになるというのはすごいですよね。」

塙「びっくりしましたね。」

Ｐ「まず、その高校生たち、中にはボランティアが初めてだという方も多いようです。みなさんど

んな感想をお持ちになったのでしょうか。」

塙「やはり高校生たちは最初、不安感が多いです。気負っていますので、僕たちが元気にしてやる、

元気にしてあげると言っていました。結果的には向こうの方たちに元気をもらったというか向こう

の方の生き方に感銘してびっくりしてしまったというのが多いですね。」

高校生による紙芝居
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　②7月4日（金）11：30～12：30　日立二高　小体育館

　③11月10日（月）13：20～14：10　友部高校　社会科室

　④1月26日（月）14：25～15：15　取手二高　体育館

　⑤2月9日（月）15：45～16：40　日立一高　体育館多目的室

　⑥2月19日（木）13：45～15：35　大洗高校　体育館

　　4回目より、毎回録音をして講演を振り返ることにした。

Ⅱ　ラジオ番組出演

　トーク番組に出演すると、自分の意見をまとめることができる。26 年は IBS 茨城放送のいっセ

イの SAY！「ほっとボイス」という番組に 1度出演した。毎日 17：15 から 17：25 までの 10 分

間という短い番組だ。3月のボランティア活動終了後に出演した。

　3月 24 日（月）いっセイの SAY！「ほっとボイス」17：15 ～ 17：25　IBS 茨城放送

司　会　　　　　　　　さとう一声（P）

出席者　茨城女子短期大学　塙　雅文　

Ｐ「今日のこの時間は、東日本大震災後茨城の学生たちとともに宮城県で継続的にボランティアに

取り組まれているという紹介でおなじみの、茨城女子短期大学の塙雅文先生に今月 15 日に行われ

た東松島での活動についてスタジオでお話を伺います。塙先生よろしくお願いします。」

塙「よろしくお願いします。」

Ｐ「さて、今月の 15 日またボランティアで東松島にいらしたのですが、この 15 日というのはちょ

うど 3年目の 3月 11 日ですから、その 3年後経ってさらに 3日後ということですよね。」

塙「そうですね。」

Ｐ「今回、これまで継続的にいらした学生たちのほかに初めて参加する学生さんたちも、多かった

ということをお伺いしたのですが。」

塙「はい、前回 12 月に行ったのですが、そのときにまた 3月に来ますよということをお話しました。

その時に参加していた県内の高校の先生がいました。水海道一高、太田一高の先生です。自分たち

の高校の生徒を、ぜひこの次に連れて行きたいということになりました。3月は私が募集したので

はなく、その先生方が募集し自分の学校の生徒さんを引率したという形です。」

Ｐ「ということは今回、大学生ではなく高校生が主体だったということですか。」

塙「はい。高校生主体、特に水海道一高と太田一高の弁論部という部活動の子たちが多かったです。

さらに学校の卒業生に呼びかけて 20 名で行きました。やはり皆よくやってくれました。」

Ｐ「高校生たちは、被災地のボランティアに行くのは初めての方が多かったのでしょうか。」

塙「そうですね。初めてということで事前に私がその学校に出向いて講習会をやりました。」

Ｐ「なるほどね、実際高校生たちは現地に行ってどんな活動をしたのでしょうか。」

塙「いつもやっているメニューを紹介して、マッサージの練習をし、読み聞かせの練習を行ったの

ですが、初めてだったので不安感がとても多くて・・・。最初に歌を歌ったのですがなかなか声が

出なくて。バスの中でも練習したのですが、やはり気恥ずかしさがあるのでしょうか、最初は声が

出ませんでした。」
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塙　　雅文

Ⅰ　はじめに

　昨年度の紀要「メディアを活用した表現力育成」の中でも述べた通り、東日本大震災以降、宮城

県の仮設住宅を高校生・短大生・大学生と一緒にボランティア訪問することが重なった。平成 26

年は次の①～④のように 4回実施した。

① 平成 26 年 3 月 15 日（土）に水海道一高弁論部 9名 OB3 名太田一高弁論部 3名教員 5名計 20 名

が東松島仮設住宅を訪問した。（マイクロバス使用）

② 平成 26 年 6 月 19 日（木）に茨城女子短期大学保育科 1年約 80 名が東松島仮設住宅を訪問した。

③ 平成 26 年 7 月 24 日（木）に茨城女子短期大学公開講座で一般市民 21 名が東松島仮設住宅を訪

問した。（中型バス）

④ 平成 26 年 12 月 23 日（火）に太田二高演劇部・詩吟 8名結城二高 3名教員 7名大学生 1名

計 19 名が石巻仮設住宅を訪問した。（マイクロバス）

　昨年より訪問回数が減少した大きな理由はバス賃の値上げである。平成 26 年 4 月 1 日から国土

交通省の指導によりバス運賃が改定になった。この影響で大型バス予約することが困難になった。

約 2倍の値段になり、参加者の負担が大きくなったためである。①④のようにマイクロバスで行く

のがやっとの状態である。

　また本年度、県内の高校で道徳の時間に「被災地ボランティア」の講演をすることができたこと

は、被災地の現状を伝えるのに役立った。

　Ｐ「さて、来年 2014 年ですが　この活動をどのように活動を展開していきたいと思ってい
らっしゃいますか？」
　塙「はい　今後活動の輪をもっと県内全域に広げたいなというのが私の夢です。来年は道
徳の時間に中学校や高校へ出前講座という形で行って、活動の輪が広がれば嬉しいですね。」
　Ｐ「なるほど　この活動の体験を、その出前授業みたいなかたちで皆さんに広めていく。
浸透させていきたいという…。」
　塙「そして　また、参加者を募って一緒に行きたいと思いますね。」（2013. 12. 30 放送）

　茨城県では、高校 1年生対象に週 1時間道徳の時間を設定している。これは平成 19 年度から実

施しているものだ。各校でその指導を工夫している。ゲストティチャー講話という学校職員以外の

人に話してもらう機会がある。12 月 30 日のラジオ番組で発言したとおり、平成 26 年度は東日本

大震災大震災のボランティア活動を高校への出前講座として浸透させたいと思っていた。4月より

1学年主任に講演の案内を送り、その結果次の 6校で実施することができた。

　①6月16日（月）14：25～15：15　那珂高校　多目的教室

若い世代への伝言 ─── 震災ボランティアを通して
報　　　告
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　音楽は発達段階や身体状況、年齢、性別等が異なっていても誰にでも自然に受け入れられる媒体

であることから、障害をもつ子どもの保護者にとって、他児や他児の保護者と共に共感しながら、

子どもの成長を楽しみながら見守り、そして保護者自身も活動に参加できるため、充実感につなが

ると考えられる。子ども自身も、音の出るものに非常に興味を示しやすく、提示した楽器には手を

伸ばし触れたくなる衝動にかられ、主体的な取り組みが期待できる。また、音や触感に対し敏感で

あり好きな音と苦手な音などを聞き分けるようになる。個別支援からは「パラバルーン」に対する

極度の拒絶が見受けられた。極度の拒絶などが就学前に明確になることで、就学後に向けた支援に

ついても考えるきっかけとなるのではないだろうか。

　また、幼稚園でのA児の様子からは、A児が自分の中に音楽やリズムを獲得していることがわ

かり、音楽を保育に取り入れることが、他児とのかかわりの広がりのきっかけになると考えられる。

加えて、これまでの「こども音楽療育WS」への参加の様子を担任保育者に伝えることが、保育室

内の環境作りにも影響し、エピソード 3から 4の期間に繋がっていったことを考えると、療育を行

う機関と園の共通認識を行うことの有効性がうかがえる。しかしながら、本事例では園内にある楽

器を並べるだけに留まり、保育者が中に入ってA児と他児を繋げる役割を果たすなどの姿は見受

けられなかったため、活動の広がりが見受けられなかった。音楽を用いた活動に保育者がどのよう

に介入し、対人関係を築くことにつまずきのある子どもに対する支援を行っていくのか、保育コン

サルテーションを開催する必要性が考えられる。

4．今後の課題

　今後の課題として、毎回のコースが終了すると、保護者の 100％が継続を望んだ。学生が参加す

るワークショップであるため、今後も、日程や時間を調整し、親子が無理なく参加できるように、

回数や定員人数を検討していきたい。また、これらの研究を基に、保育現場に取り込むことができ

る「こども音楽療育」のプログラム作りの検討を要する。健常児も障害児も、それぞれが音楽のも

つ効果を共有し、普段の生活にも様々な作用を与える「こども音楽療育」のプログラム開発を行う

ことが必要である。

引用・参考文献
神永　直美・馬立　明美 .（2013）．「こども音楽療育実習の授業展開～初年度の取り組み～」．茨城女子短期大

学紀要，40，53-60.
廣部　朋美・神永　直美・馬立　明美 .（2014）.「こども音楽療育ワークショップの取り組み─保護者アンケー

トから 2年目を振返る─」．茨城女子短期大学紀要，41，60 － 68.
廣部　朋美 .（2015）．「発達障害児を対象とした音楽療育の指標開発に関する研究
　　──ワークショップを通した調査から──」．家庭教育研究紀要，36，
全国実務教育協会 .（2011）．「こども音楽療育士教育課程ガイドライン」
　　http://www.jaucb.gr.jp/kanri/upload/guideline/pdf/000044.pdf
全国実務教育協会 .（2011）．「こども音楽療育士資格認定に関する規定」
　　http://www.jaucb.gr.jp/kanri/upload/guideline/pdf/000043.pdf

付記　本稿 2（1）は日本保育学会第 67 回大会において発表した内容を、（2）は全国保育士養成協議会第 53 回
研究大会において発表した内容を再構成し掲載した。
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た。A児は他児に関して、あまり関心がなかったようで、ここでも他児との交流は認められなかった。

③集団活動の中で

　週に 1度、外国人講師を招いて約 30 分の英語

◆エピソード５　（５月９日　曇り）

　フラッシュカードを用いて、色を問われると、一番に「パープル！」と答える。次のカード

を見て、すぐに「イエロー」と答える。「アップ、アップ、ダウン…、ダウン、ダウン、アップ」

等の言葉がけに合わせて、跳んだり、しゃがんだりを笑顔で繰り返している。

　A児の記憶力に誰もが驚いた瞬間であった。英語の時間はとても楽しみにしていると担任保育

者から話を聞いた。絵の中の色、そしてリズム感のある英語がA児の中で一つとなり、記憶が深

く刻まれたのかもしれない。また、他の言葉も身体表現と一緒になっているため、A児はとても

取り組みやすく楽しめたのだと考えられる。聴覚刺激に視覚的なアプローチや身体表現アプローチ

が加わったことで、A児の理解が深まったと言えよう。保育現場では、楽器がなくともリズムや

声の高低で音楽活動に繋げることができると考えられる。

3．総合考察

　「こども音楽療育士」資格の導入にあたり、学生の実習の場としての役割から始まった「こども音楽

療育WS」であったが、これまで見てきた通り、学生の学びの場としてはもちろん、その他に保護者

支援（子育て支援）や発達障害児に対する個別支援の観点からもその重要性を確認することができた。

　障害をもつ子どもの保護者は子どもの発達に関して心配や不安を抱くことは言うまでもないこと

であるが、「こども音楽療育WSを通した子育ての援助の成果」（図 3）を見出すことができた。

子どもが
活動に参加
できた

保護者が
喜ぶ

子どもが
笑顔になる

自信を
持てる

子どもの
機嫌が良い

保護者が子
どもに優し
い（可愛い
と感じる） 

親子で
嬉しい

図 3　音楽療育WSを通した子育ての援助の成果
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◆エピソード２　（４月 11 日　晴れ）

　身支度を終えると、滑り台に向かう。周りに子どもが多くなってくると、少し避けるように

滑り台から遠ざかる。近くに居たＡ児の姉がシーソーのところで「ぎっこん、ばったん」と言っ

てシーソーで遊び始めると、Ａ児も姉に引き寄せられるようにシーソーに近づき、「ぎっこん、

ばったん、ぎっこん、ばったん」とリズムを刻みながら声を出してシーソーを揺らしている。

　自由遊びの中で自然とリズムや歌が出てきた場面である。小さな声ではあるが、歌詞もしっかり

と覚えており、歌による対話的なやりとりが広がった。また、エピソード 1では、歌が契機となり、

他児と同じ空間を共有するに至った。明確な言語のやりとりが無くとも、歌を歌うことで、同じ目

的をもってその場にいることが共有されていったと考えられる。A児は姉に比べ周りの人の感情

に共感しやすい。エピソード 1・2 の時期は入園の時期と重なり、3歳児クラスは連日保護者と別

れたくない子どもたちの泣き声が響いていた。大きな声で泣いている子どもがいると、A児は硬

直し、その後声を出さずに静かに泣いていることが多々見受けられた。このA児の感受性の豊か

さを支える音楽の在り方を模索していきたい。エピソード 1で見受けられたように、他児が来るこ

とに対して嫌がる様子は見られなかったが、多くの子どもが自分の周りに集まることは苦手として

おり、これから仲間関係を広げていくことが課題だと考えられる。

②保育の環境に音楽を取り入れる

◆エピソード３　（５月９日　曇り）

　保育室中央の製作テーブルに、すず、タンバリン、カスタネット、トライアングルなどが置

いてある。保育室内ではＣＤプレーヤーを使用し、人気アニメソングが流れている。製作テー

ブルの前には、高さ７センチ程度の巧技台が４つほど並べられている。Ａ児は楽器を手に取ると、

巧技台に上がり、音楽を聴きながら楽器を鳴らし始める。Ａ児は次々に楽器を変えるが、隣に

並んで楽器を鳴らしていた女児２～３名もＡ児を見て、楽器を取り換えて遊んでいる

◆エピソード４　（５月 22 日　晴れ）

　保育室の中央には、高さ７センチ程度の巧技台が４つほど並べられている。この日は、保育

室の隅の棚の楽器スペースに楽器が置かれていた。ここ数日と同じように、保育室内では、人

気アニメソングが流れている。Ａ児は身支度を終えると、楽器スペースに行き、すずを取り出す。

２小節ごとに楽器を取り換えに棚に向かう。この様子を見ていた他児もＡ児の動きを見て、楽

器を交換しに棚に向かう。

　担任保育者はA児が音楽に興味・関心があることから、保育室内に音楽活動ができる環境づく

りを行った。A児は演奏者ということを意識し、巧技台の上に前を向いて立っている。内的なリズ

ム感を表現するように、2小節ごとの区切りで楽器を交換しようとしていた。CDを使用していた

ため、テンポも一定であり、リズム感を取りやすかったのではないかと考えられる。また、拍を感

じて演奏している場面も見受けられた。具体的には、四分音符と四分休符を繰り返し体現していた。

このA児の様子に引き寄せられるかのように、他児も楽器を交換して音楽に合わせて楽しんでい
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手続き　X＋1年 4月から7月までの幼稚園における平均週2回の参与観察を行った。参与観察は、

A児が通う幼稚園にて基本的には登園から自由遊びの間、約 1時間行った。筆者は保育に対し積

極的なかかわりは設けず、必要に応じて保育に参加する補助的な保育者として保育を行った。園生

活の 1日の流れを図 2に示す。

図 2　A児が通う幼稚園の 1日の主な流れ

　（b）結果と考察

　本来、「こども音楽療育WS」は、「こども音楽療育士」の資格取得にかかる授業の一環として始まっ

た。そのため、A児の日々の姿や集団生活における困難な場面、音楽を用いる視点などについて

知見を得て深めるため、幼稚園での参与観察を行うに至った。幼稚園における参与観察は、朝の登

園場面から始まり、幼稚園生活におけるルーティン活動（登園→保育者と挨拶を交わし、保護者と

離れる→靴を履き替える→保育室に入る→シール帳にシールを貼る→自分のロッカーで身支度を整

えるなど）を補助した後、自由遊びにおける様子の中で、音や音楽に関するエピソードを抽出した。

A児には特定の仲良しの友達はおらず、一人で遊んでいることが多かった。園庭で遊ぶことがほ

とんどで、滑り台やブランコが遊びの中心であり、1つの遊具で 10 分以上遊ぶことも少なくなかっ

た。A児にとって保育の中で流れる音楽は、他児や他者と繋がりを感じることができるものであっ

たり、自己発揮の 1つであったりしていることが伺えた。以下では、3つの場面におけるA児と

音楽の関係性を見ていくこととする。

①自由遊びの中で

◆エピソード１　（４月９日　晴れ）

　いつも通り、8時 40 分頃、母親と姉と登園してくる。担任の保育者やＴと朝の挨拶を交わす

と、まだ新しいクラスに慣れないためか、隣の３歳児クラスを覗いている。そっとＴの手を取り、

身支度を始める。朝の身支度を終えると、帽子を被って園庭に出る。遊びに行く際もＴの手を引っ

張ったままである。普段通り、滑り台やブランコを一通り楽しむと、園庭の隅にある花壇に向

かった。そこにはチューリップが咲いていたため、Ｔが「咲いた～、咲いた～」と歌い始めると、

Ａ児も続きを歌い始めた。１番を歌い終えると、Ａ児は「もう１回」と再び歌うことをＴに促

してきた。しばらくすると、Ａ児はアリを見つけ「ありさんとありさんが」と歌い始めたので、

Ｔも一緒に歌うと、Ｔの顔を見ながら周りを歩き大きな声で歌うようになった。

　しばらくすると、同じクラスの男児１名と女児１名が近くに来てアリを探し始めた。Ｔが３

名に対し、「アリさんいるかな？」と言って歌うと、それぞれに声を出しながらアリを探し始めた。
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　 　⑤では、2年間で 3科目履修したことについて問うた質問であるが、「とても大変だった」「や

や大変だった」を合計すると 64.6％となり、かなりの学生が負担を感じながら履修していたと推

察できる。しかし、⑥の「後輩に勧めたいか」という質問では、98.5％の学生が後輩に勧めたい

と回答しており、「大変だけどやってよかった」「大変だけどその価値はある」と学習成果を感じ

ていると考えられる。

　　⑦「こども音楽療育」関連科目の感想（自由記述）

　・実際に障害のある子どもと多くかかわれて、今後に役立つと思った。

　・ 実習を通して実際に障害のある子どもに触れ、音楽の楽しさやプログラム作りの大切さを学ん

だ。

　・実習がたくさんあって大変だったが、障害児と接する貴重な体験ができた。

　・必修科目の他に 3科目取るのはすごく大変だったが、ピアノに自信がついた。

　・様々な実習先（施設）に行けたのがよかった。

　・ WSを経験するうちに、障害のある子どもたちが音楽を楽しんでいる姿に触れ、他の実習では

できないことを経験できた。

　・保護者とのやりとりやの表情からもたくさんの学びがあった。

　・「こども音楽WS」をもっと経験したかった。回数を増やしてほしい。（複数）

　・録画して反省に生かしたかった。

　・練習、リハーサルの時間が足りなかった。

　・ 実際に接する前に、DVDなどで実際の様子を見るとイメージがつかめるのではないかと思っ

た。

　・経験したことを就職先で活かせるようになりたいと思った。

　学生は 3科目の「こども音楽療育」関連の授業を通して、音楽の可能性を感じると共に音楽を共

に楽しむことが有意義であることを実感し、障害児の実態やかかわり方を学んでいることが分かる。

また、保護者の思いにも触れ、障害児を育てるということについても思いをはせることができた。

さらに、障害児保育に限らず様々な保育の場面に活かせる活動としての期待も大きいことも読み取

れる。

　授業改善に対する意見も寄せられているので、今後、WSの回数や実施方法を検討すると共に、「こ

ども音楽療育」の授業の充実をめざしていきたい。

（3）幼稚園における参与観察の事例から

　（a）方法　

対象児　本事例の対象児（以下、A児）は、地域の私立幼稚園に在籍する女児で、「こども音楽療

育WS」参加開始時の年齢は3歳11か月であった。A児には双生児の姉がおり、2人とも第2期の「こ

ども音楽療育WS」参加後に療育手帳を取得している。幼稚園ではA児とA児の姉の 2人に対し

加配の教員を 1名配置している。また、週に 1回幼稚園登園前に、在住している市が運営するこど

も発達センターが行う個別相談支援（指導員と親子の 1対 1で行う遊びの教室）に通っている。
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ができると感じる」等の記述があり、保育士資格や幼稚園教諭免許に付加価値を付与するという

面での成果が得られたと考えられる。しかし、「障害のある子どもは年年増えているので、現場

ではクラスに一人はいるという状況であるので、とても役に立った。しかし、その反面、資格の

認知度が低いので履歴書に書いても『この資格は何？』と言われてがっかりした」という記述も

見られ、前述したように現場での資格の認知度を高めていく努力をしていく必要性を感じる。

　　　○あまり得られなかったと回答した学生

　　④こども音楽療育実習（「こども音楽療育WS」）でよかったこと

　 　3 科目を通しての授業目標の達成度を問うた質問であるが、「音楽を用いた療育について理解

できた」が 69.2％、「障害児に実際に接することができた」が 64.6％で概ね達成できたと言える。

しかし、過半数に達していない項目もあり、「ピアノに自信がついた」はわずか 12.3％であるこ

とを考えると、今後さらに授業方法等を検討して行く必要がある。

　　⑤ 2年間で 3科目履修したことについて

　　⑥後輩に履修を勧めたいか
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　　③そう感じたのはどんなことからか（自由記述）

　　　○「期待通りに得られた」「やや得られた」と回答した学生

　 　自由記述での回答は、主に「音楽の観点」「障害児とのかかわりの観点」「WSの観点」「就職

の観点」から記述されていた。音楽の観点では、「音楽の力」「音楽のもっている可能性」「音楽

の楽しさ」を感じたということや「たくさんの楽器に触れることができた」「ピアノに自信がも

てた」との回答があった。「今まで気づかなかった音の素晴らしさに気づくことができた」「子ど

もが音楽を楽しむことのよさを実感した」という記述もあり、「こども音楽療育」科目の導入に

当たり様々な種類の楽器を整備したり環境を整えたりしたことが成果となったと考える。今後さ

らに学生が音楽を楽しむことができるような環境を整えていきたい。

　 　また、「障害児とのかかわりの観点」からの回答も多く見られた。実際に障害児と接してみて

「考えが変わった」「イメージが変わった」や「支援の方法がわかった」など、実際に接した実感

からの回答が多かった。保育実習で施設実習はあるものの、障害児施設で実習を行う学生は非常

に少ないので、「こども音楽療育」の授業を通して「はじめて接した」という学生が多く貴重な

経験であったことがうかがえる。　

　 　「WSの観点」では、実際に楽器に触れそれを応用してプログラムを立て、実習を行ったとい

う経験からの記述が多く見られた。「とてもやりがいのある実習だった」「他の実習では学べない

ことを学ぶことができた」など、満足感を感じていることがわかる。1年次での観察実習、2年

次での実習と同じ子どもを継続して観察できたことにより、「子どもたちの成長（変化）の様子

を見られた」や「保護者とのかかわりでも学びがあった」などの成果を得られたものと思われる。

　 　「就職の観点」では、「面接の際、資格に興味をもってもらえた」や「就職先で実際に使うこと
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果が得られたかどうか　③その理由（自由記述）　④こども音楽療育実習（「こども音楽療育WS」）

でよかったこと　⑤ 2年間で 3科目履修したことについて　⑥後輩に勧めたいか　⑦「こども音楽

療育」関連科目の感想（自由記述）とした。

　以下に、その結果と考察を記す。

　　①こども音楽療育士資格を取得しようと思った理由　　　　

　 　「就職に有利だ（役立つ）と思った」を選択している学生が、50.8％と半数以上であった。資

格取得を就職活動に結び付けて考える学生が多いことがわかる。「こども音楽療育士」資格につ

いて、現場（就職先）への周知に努め現実的にも就職に有利になるようにしていく必要がある。

また、「ここ（本学本科）でしかとれない資格だから」という理由を選択した学生も 29.5％おり、

他短大との差別化につながっている（入学時のアンケートによると、本学本科を選んだ理由の上

位に「こども音楽療育の資格がとれるから」がある）と考えられる。また、「家族の勧めがあった」

が 20％いることも興味深い。資格はできるだけ取っておいた方が将来に役立つのではと考えて

のことと推察される。オープンキャンパスや入学時の保護者説明時に、本資格の内容や取得の意

義を丁寧に説明する必要性があることが分かる。

　　②期待していた結果が得られたかどうか

　 　1 人を除くほとんどの学生が、期待していた結果が概ね得られたと感じていることが分かる。

その理由に、「ピアノが苦手なのに音楽療育の資格をもってよいのか不安」（③での回答）との記

述があり、ピアノ実技が期待していたように成果が得られなかったという思いが読み取れる。前

述のように、本学本科は入学試験にピアノ実技を課しておらず、経験の差が大きい。そのことに

対応しようと、「レベル別少人数グループレッスン制」を導入しレベルアップに力を入れているが、

さらに検討し学生一人一人が自信をつけて卒業できるような学習環境や内容を検討していく必要

がある。また、「こども音楽療育」の授業を通して、ピアノだけではなく様々な楽器を用いるこ

とによっても豊かな音楽療育の方法があることも強調し示していかなければならない事項である

ことを感じる。
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　音楽は発達段階や身体状況、年齢、性別等が異なっていても誰にでも自然に受け入れられる媒体

である。更に親子での参加であったため、リズムや音の振動を、共有し、一緒に感じ、楽しめたの

ではないかと考える。また、単発での開催ではなく同じ親子が 4回から 6回、多い子どもでは 10

回以上連続で参加することとしたため、子どもの社会性、積極性の成長が顕著に表れていた。音楽

療育の保護者支援における主な成果から、親子参加は有効であると考えられる。

「こども音楽療育WS」の保護者支援における主な成果

親子での音楽の共有はとても有意義であり心の安定を図る
子どもの楽しい顔は親にとって一番の喜びであり子育てに非常に影響を与える。
小学校に入るための準備としても音楽活動は有効である。
他者を意識し音やリズムで表現できる。

（2）学生の学びを視点に

　（a）方法

　前述の「こども音楽療育士」資格に必要な単位を取得し、平成 24 年度には卒業生 77 人中 21 人

（27.3％）、25 年度には卒業生 65 人中 29 人（44.6％）、26 年度には卒業生 87 人中 36 人（41.4％）が

資格認定を受け卒業した。

　3年を経たところで、これまで行ってきた学生アンケート（平成 25 年度、平成 26 年度に実施）

の結果を分析し、学生の学びを視点に「こども音楽療育WS」について考察し、成果と今後の課題

を整理したいと考える。

　○　アンケート対象　「こども音楽療育士」資格取得のための授業を履修した学生

　　　　　　　　　　　　平成 25 年度・2年生　　29 人

　　　　　　　　　　　　平成 26 年度・2年生　　36 人　　　計 65 人

　○　アンケートの時期　　12 月

　　

　（b）結果と考察

　アンケートの内容は、①こども音楽療育士資格を取得しようと思った理由　②期待していた結

・家でも歌ったり踊ったりするようになった
・身体を動かしストレス解消になった
・順番を待てるようになった
・子どもが心から音楽を楽しんでいるように感じ自分も嬉しい
・音楽活動が子どもの成長に大きく影響した
・子どもの表情が豊かになった
・好きな楽器や苦手なことが分るようになった
・ママから離れ椅子に座れるようになった
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　（b）結果と考察

　平成 24 年度の最初のコースでは 7組の参加希望があった。活動前に保護者から、年齢、性別、

好きな歌やテレビ番組、得意なこと、苦手な音や行動、症状等を聞き取りアセスメントを行った。

1回目は、子どもも保護者も緊張し、聴く、見る等、様子をうかがっていた。中には笑顔が少ない

子どももいた。2回目からはリラックスしたのか、WS中寝ころぶ子どももいた。4回目では、プ

ログラムを理解し、歌う、身体を動かす、楽器を鳴らす、聴くことが楽しめるようになり、親子の

笑顔や笑い声が増えた。終了後、継続を望む声が多く、秋からのコースに繋がった。人数も大幅に

増え、5回～ 8回では、他者を認識し順番を待つ、自ら楽器を選ぶ、声が出る、模倣ができるなど、

積極的に参加する姿が見られた。また、保護者も子どもが楽器を楽しむ姿を見て、嬉しそうに仲間

と話す場面も増えてきた。自閉症のTは、初めのうちは全く笑顔がみられなかったが、8回目が終

わる頃には表情が柔らかくなり、親から離れて、自ら進んで楽器を取りに立ち上がったり、ダンス

で身体を動かしたりと楽しそうに参加するようになり行動に変化が生じてきた。通園している幼稚

園でも声を出し仲間と関われるようになったという。何より保護者の表情が穏やかになった。

　平成 25 年度も同じ方法で募集し、17 組が参加した。慣れている子どももいたため、スムーズに

行えた。初回から最後まで参加したYは発語が無く、人に気持ちを伝えるのが難しかったため、

声を出すことを目標とし、パペット人形を使い「あ」や「お」等を歌に取り入れ行った。その結果、

単語から 2語文になり、2年目には幼稚園に入園したことも伴い、言葉の数が増え、現在では会話

ができるようになり、友達と口げんかもするようになったという。

　毎回WS後に、保護者のみで集まり、その日の感想や子どもの気になる行動、また、家庭での

様子や言動の変化等を話し合う機会を持つようにした。様々な子育てについての話題を共有するこ

とで保護者の不安や心配が軽減され、子育て支援にも繋がったのではないかと思われる。

表３　期待される効果
動作 効果

きれいな音を聴く リラックス効果
音の振動を共有する 心の安定を図る
歌を歌う、話す 発散し、楽しむ、他者を認識する
楽器を鳴らす（たたく等） 集中力を促す
歌や楽器を合わせる 協調性が芽生える
グループで活動する 社会性が必須

　〈保護者アンケート回答の一部〉
・色々なことに興味・関心を持つようになった。
・音楽あそびのあった日はその後ぐずることが無くよく寝た。
・見ているだけだったのが自然と体を動かしたので驚いた。
・発語や会話が増えた。音楽を楽しむ様子が見られた。
・家でも歌ったり踊ったりするようになった。
・子どもが音楽あそびを本当に楽しみにしていて、そんな姿を見て親の私もうれしかった。
・積極的に歌うようになった
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園、児童福祉施設等において様々な育ちの子どもに対応していく保育者にとって意義深いことであ

る」と考え、「こども音楽療育士」の資格認定に必要な「こども音楽療育概論」（講義 2単位）、「こ

ども音楽療育演習」（演習 1単位）、「こども音楽療育実習」（実習 1単位）の 3科目を平成 24 年度

から選択科目としてカリキュラムに組み入れてきた。

　中でも「こども音楽療育実習」（以下、実習）の授業の展開については、どのような内容をいつ

どのように組み立てていくか熟慮を要するところである。保育士資格や幼稚園教諭免許のための実

習を優先しなければならないので、長期休業や土日を利用して実習を行うことから、1年次後期か

ら 2年次後期までの期間を設けている。「こども音楽療育WS」は、1年生は観察実習（重症心身

障害児通園施設や知的障害児通園施設等に訪問し音楽活動を観察したり部分的に参加したりたりす

る）の一部として、2年生は実習の最終段階として位置づけている。

　平成 24 年度、25 年度、26 年度の「こども音楽療育WS」は以下の要領で実施した。

　1．場所　本学多目的演習室又は音楽室

　2．対象　地域の療育が必要な（必要と思われる）子ども（3歳～ 6歳）とその保護者

　3．実施時期・回数　平成 24 年度…8月に 4回　11 月～ 2月に 4回

　　　　　　　　　　　平成 25 年度…8月に 6回　10 月～ 1月に 4回

　　　　　　　　　　　平成 26 年度…6月からの年間コース 8回注）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 8 月に 6回

　4．時間　10 時～ 11 時 30 分

　5．担当　 2年生 5、6 人の学生が 1グループとなりプログラム作成、教材準備、進行、伴奏等

を分担して行う

　　　　注）　新たな試みとして、地域貢献の点から定期的に開催（前年度からの要望から）

2．方法と結果

（1）保護者支援の視点から

　（a）方法

　「こども音楽療育WS」は未就学児で療育が必要な子どもを対象に、学内の多目的演習室での開

催とし参加者を募った。これまで（平成 26 年 1 月時点）に、平成 24 年度は夏休みを利用し 8月に

4回と、11 月～ 2 月の授業のない土曜日に 4回、平成 25 年度は 8月に 6回と 10 月～ 1 月に 4 回、

4コースを実施した。基本的なプログラムの流れ（図 1）と期待される効果（表 3）を基に、親子

で音楽を楽しみながら絆を深めると共に発達を促すことを目標とし、2年間で合計 18 回の「こど

も音楽療育WS」を行った。

図 1　「こども音楽ワークショップ」の基本的なプログラムの流れ
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財団家庭教育研究奨励金において採択）にて、「こども音楽療育ワークショップ」（以下、「こども

音楽療育WS」）における個別支援について論じた。それらを踏まえ、本稿では「こども音楽療育

WS」の在り方を再検討するとともに、「こども音楽療育WS」に参加している子どもの幼稚園にお

ける参与観察の事例を報告し、本年度の総括および実践研究としてまとめることを目的とする。

　＊「こども音楽療育士」資格科目と「こども音楽WS」について

　本学本科では、「音楽を用いての療育について、知識や技術を身に付けることは、保育所、幼稚

表１　入学前アンケートによる学生のピアノ学習経験
設問１　ピアノはどのくらい弾けますか

H25 入学 H26 入学
全く弾けない 3％ 11％
片手でメロディーを弾けるくらい 33％ 35％
両手で弾ける 64％ 54％
設問２　これまでにピアノを習ったことはありますか

H25 入学 H26 入学
ある 76％ 52％
ない 24％ 48％
設問３　設問２で「ある」と答えた人はどのくらい習っていますか
　　　　（いましたか）。 H25 入学 H26 入学
１年未満　 19％ 18％
１年以上～３年以下 31％ 11％
４年以上～６年以下 19％ 33％
７年以上～１０年未満 12％ 19％
１０年以上 18％ 19％
未回答 1％ 0％

表２　学生が入学前に取り組んでいた教本の内訳
H25 入学 H26 入学

バイエル 10 番程度 0％ 0％
バイエル 30 番程度 14％ 27％
バイエル 60 番程度 11％ 10％
バイエル 90 番程度 9％ 7％
バイエル修了程度 11％ 7％
ブルグミュラー　初め 13％ 10％
ブルグミュラー　半ば 13％ 3％
ブルグミュラー　修了程度 2％ 7％
ソナチネ 18％ 13％
ソナタ 0％ 3％
未記入 9％ 13％
※表１　設問１のうち、両手で弾けると答えた学生のみ集計
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廣部　朋美・神永　直美・馬立　明美

1　問題と目的

　平成 24 年度から一般財団法人全国実務教育協会の「こども音楽療育士」資格認定制度が開始され、

茨城女子短期大学保育科（以下、本学本科）では、資格認定開始年度からカリキュラムを取り入れ

て、これまで毎年資格取得者を輩出している。「こども音楽療育士」資格の導入にあたり開催された、

「こども音楽療育」に関する教科担当教員の説明研修会では、「保育音楽療育士の下位資格に位置づ

けられ、保育者としてピアノの実技レベルの向上だけに留まらず、様々な楽器を用いて音楽を楽し

みながら療育活動を行うことができるようになること」が強調されていた。

　本学本科では、入学試験にピアノ実技を課していないため、ピアノ学習経験の個人差が大きいの

が実情である。入学前に実施しているピアノ学習経験についてのアンケート結果が表 1である。入

学までにピアノを習ったことがあると答えている学生が一定数はいるものの、既習曲について尋ね

るとバイエル前半程度の学生が少なくない（表 2）。実際に授業を通して感じることは、音楽系実

技科目に対する自己評価が適切に行えず、苦手意識をもっている学生が多いということである。そ

のため、音楽を楽しみながら実技レベルの向上を目指していく「こども音楽療育士」資格科目の導

入は、本学本科において音楽系実技科目の内容や学習形態、評価方法等を検討し改善していくため

にも適していると考えられた。

　また、「こども音楽療育士」資格取得における教育目標として、「音楽を通して、心身に何らかの

障害のあるこども達の発達的な援助を行うための音楽療育に関する基礎知識・専門知識に加え、そ

れに必要とされる技術と実践能力とを養成すること」が挙げられている（こども音楽療育士教育課

程ガイドライン，2011）ことも、近年、保育の現場で障害のある子どもへの支援が広がってきてい

る状況を考えると、保育の現代的ニーズに対応していると言える。「こども音楽療育士」資格を取

得するにあたり、障害児への具体的な支援についてさらに学びを深めることができることから、保

育士資格や幼稚園教諭免許状に対する付加価値を担うという意味からも本資格が非常に有意義であ

ることが伺える。

　これまで、「こども音楽療育」にかかわる授業の環境整備や授業内容の検討を行ってきた過程を、

本学の紀要に年間の取り組みの振返りとして掲載してきた（神永・馬立，2013；廣部・神永・馬立，

2014）。また、研究発表についても、日本保育学会第 67 回大会において「保護者支援（子育て支援）

の視点」から、全国保育士養成協議会第 53 回研究大会において「学生の学びの視点」から、ポスター

発表を行った。その他、家庭教育紀要第 36 号（平成 25 年度公益財団法人小平記念日立教育振興

保育者養成校における「こども音楽療育ワークショップ」の意味
Consideration of the meaning of “Certified Child Music Habilitative Therapy 

workshop” in the Childminder training school

研究ノート
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腰痛を改善するために開発された。DVDや書籍の刊行により、2011 年以降各種メディアに注目された。
ｖ　「カーヴィーダンス」は、ボディーメイクトレーナーの樫木裕美によって考案されたダンスとフィットネス

を組み合わせたオリジナルメソッドのエクササイズである。楽しく踊るだけで女性らしいくびれのあるし
なやかな体型をつくることができるとされている。DVDや書籍の刊行により、2010 年以降各種メディア
に数多く取り上げられ注目された。

ⅵ　「コアリズム（Core Rhythms）」とは、ヤーナ・クニッツによって考案されたダンスをベースにしたエクサ
サイズプログラム及び、そのエクササイズを収録したDVD商品名である。2008 年にメディアで紹介され、
爆発的な人気を集める。

ⅶ　「ロデオボーイ」は、大東電気工業が発売した痩身用フィットネスマシーンである。乗馬をしている感覚で
体幹を鍛えることができる。2005 年以降話題となり、フィットネスクラブ等でも採用されている。同様の
マシーンに 2000 年に発売された松下電器の「ジョーバ」がある。

ⅷ　「ビリーズブートキャンプ（Billy Blanks Boot Camp）」は、ビリー・ブランクスが考案した短期集中型エ
クササイズの総称及び、それを収録した映像ソフトウェアの題名である。米軍における新人向け基礎訓練
である「ブートキャンプ」を基盤としている。通販番組で紹介されたところ、日本では 2007 年に一大ブー
ムを引き起こした。

ⅸ　「ピラティス（Pilates）」は、ドイツの従軍看護師であったジョセフ・ピラティス氏によって考案されたエ
クササイズ法である。第 1次世界大戦では、傷を負った兵士のリハビリテーションに役立てられた。胸式
呼吸とともに、体幹の中心（コア）への意識を高め深層筋（インナーマッスル）を鍛えることで、強靭で
しなやかな身体を目指していくものである。

ｘ　「モムチャンダイエット」は、韓国のチョン・ダヨンが考案したダイエット方法である。「モムチャン」とは、
韓国語で「鍛え上げられた美しい体」を意味する造語である。独自のエクササイズ「フィギュアロビクス」
を基本とした全身エクササイズである。

ⅺ　「ボクササイズ」は、三迫将弘によって開発されたボクシングのトレーニング方法に基づいて行うエクササ
イズである。大幅な減量を求められるプロボクサーの手法を、ダイエットと体力増強を目的にアレンジし
たものであり、シェイプアップに効果的であるとされている。

ⅻ　「ヤーナリズム」は、「コアリズム」の開発者でもあるヤーナ・クニッツによって 2011 年に考案されたエク
ササイズプログラム及び、そのエクササイズを収録したDVD商品名である。腰を動かしながら踊ること
により、女性らしいくびれを目指すものである。

xiii　「バンビウォーター」は、体の部分もしくは全身の痩身を目的として作られたスリミングジェルの一種で
ある。
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していく立場にある学生たちが、自身の適正な身体イメージを持ち、健康を維持するための正しい

知識および実践力を得ることは必要不可欠である。

　本研究は、昨年度に引き続き「女子短大生の痩身意識と身体イメージに関する質問紙調査」を実

施した 2014 年度入学生 81 名のデータに基づくものである。学生の適切な身体イメージの構築や健

康の維持増進を促す指導を徹底するとともに、今後も更なるデータの蓄積と分析が必要である。
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脚注
ｉ　「基礎体育」は、保育士養成過程の改訂に伴い、2011 年度より「保育表現技術（身体Ⅰ）」「保育表現技術（身

体Ⅱ）」に名称変更された。
ⅱ　「健康とスポーツ」については、保育科の学生の他に、ことばの芸術学科（旧・国文科）の学生も受講する

ことができる。ことばの芸術学科（旧・国文科）の受講者数は、2009 年 2 名、2010 年 2 名、2011 年 1 名
である、2012 年 0 名である。

ⅲ　「ヨガ（Yoga）」とは、古代インド発祥の修行法である。ヨガの古典文献の中で最も古いものが、パンタンジャ
リによってまとめられた「ヨーガスートラ」である。そこでは、瞑想によって深く集中し、坐法を主とす
る静的なポーズにより悟りを目指すラージャヨガという方法が紹介されている。

iv　「ロングブレスダイエット」は、俳優の美木良介が考案した深い腹式呼吸による独自のエクササイズである。
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い」「骨ばった」「マッチョな」「なよなよ」「ガリガリ」「むっちり」「棒のような」「がっちり」「ぽっ

ちゃり」「大きい」「骨太な」「薄い」「たくましい」「か弱い」「ふくよかな」「筋肉質な」「強い」「鍛

えられた」「豊満な」「ぷにぷに」「かっこいい」「小さい」の 24 語であった。

　この結果からは、女子学生が抱くジェンダー観を読み取ることができる。理想とされるのは、「き

れいな」「女性らしい」「美しい」「やわらかい」「しなやかな」「ナイスバディ」といった「女性的

魅力」を表現する際に用いられる言葉であり、「スラッとした」「スリムな」「痩せた」「モデル体型

の」「細い」といった痩せ傾向を示す言葉も含まれていた。その一方で「かたい」「マッチョな」「がっ

ちり」「大きい」「骨太な」「たくましい」「筋肉質な」「強い」「鍛えられた」といった「男性らしさ」

を表現する際に用いられる言葉や、「折れそうな」「骨ばった」「なよなよ」「ガリガリ」「棒のような」

「薄い」「か弱い」といった不健康なまでの「痩せ」の状態を表す言葉に対しては、理想的とはみな

されていない傾向が伺えた。

　最後に、女子学生が現在までに実践したことのあるダイエット方法を調査したところ、全体の

20％以上の回答が得られたものは、食事系ダイエットにおいては「炭水化物抜きダイエット」「夕

食抜きダイエット」「食べる順番ダイエット」「断食・プチ断食ダイエット」「ローカロリーダイエッ

ト」、運動系ダイエットでは「ジョギング・ランニング・マラソン」「ウォーキング」「筋力トレー

ニング」「ストレッチ」「なわとび」、その他のダイエットに関しては「半身浴」「リンパ・経絡マッ

サージ」「長風呂」という結果であった。

　さらに、効果の認められたダイエット方法として、全体の 10％以上の回答が得られたものは、

食事系ダイエットにおいては「夕食抜きダイエット」、運動系ダイエットでは「ジョギング・ラン

ニング・マラソン」であった。全体を通して、手軽に実践でき継続可能な方法が女子学生に支持さ

れていることが示された。

　しかしながら、中には「単食ダイエット」「断食・プチ断食ダイエット」「水分のみダイエット」

「朝食抜きダイエット」「サプリメントダイエット」といった、安全が疑問視されるダイエット方法

も少なからず実践されていた。身体的に成熟し、身体イメージが形成される青年期において、栄養

バランスを著しく欠くような極端な食事制限を実施することは大きな危険性を孕んでおり、女子学

生が正しい食と栄養の知識を身につける必要性があることは言うまでもない。

　さらに、運動系ダイエットにおいては、「ロングブレスダイエット」「カーヴィーダンス」「コア

リズム」「ロデオボーイ」「ビリーズブートキャンプ」「モムチャンダイエット」「ヤーナリズム」と

いった、テレビやDVD等のデジタルメディアによって紹介され一時的に流行したダイエット方法

も女子学生に支持されていることが明らかになった。メディアの情報が運動のきっかけとなってい

る点は評価できるが、一過性のブームにとどまらず、女子学生が生涯を通じて実践することのでき

る運動が望ましいと言えるだろう。

5．今後の課題

　筆者は、1年次の実技・講義科目「健康とスポーツ」、2年次の演習科目「保育内容演習（健康）」

を担当しており、授業内で「食と栄養の基礎知識」「安全なダイエット方法」「運動が心身に与える

効果」等についても取り扱っている。しかしながら、今回の調査結果は、必ずしも女子学生に正し

い認識が浸透してはいない可能性を示している。将来、保育者として子どもたちの生活習慣を指導
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結果によると、前者の結果は 61.9％、後者は 36.9％であり、今年度の調査結果とは異なり、「健康」

よりも「ダイエット」という概念の方が女子学生の興味関心を強く惹きつけているという傾向を示

していた。

　また、食事量評価について、自身がよく食べる方かどうかについて「とてもそう思う」「まあま

あ思う」と回答した者は全体の 75.3％にも及んだ一方で、運動量評価について、自身がよく運動す

る方かどうかについて「とてもそう思う」「まあまあ思う」と回答した者は全体の 29.7％にとどまっ

た。多くの学生が、自身の運動量の少なさを自覚する一方で、自身の食事量は多いものと評価して

いる。しかしながら、学生の 83.5％が「普通体重」もしくは「低体重」に属している点を鑑みると、

実際の食事量が多すぎるということは考え難い。ごく標準的な食事量であっても「食べ過ぎている」

と認識してしまい、自身の食事量を過大評価する傾向が示された。

　さらに、痩身効果が運動へのモチベーションに与える影響を調査したところ、「痩せる」と聞く

と運動へのモチベーションが上がるかどうかについて、「とてもそう思う」「まあまあ思う」と回答

した者は 69.2％にも上った。女子学生の痩身願望が、運動の動機づけに結びついている可能性が高

いことが分かった。

　次に、自身の現在の「からだ」に満足しているかどうかについて、「とてもそう思う」「まあまあ

思う」と回答した者は全体の僅か 6.2％にとどまったのに対し、「あまり思わない」「まったく思わ

ない」と回答した者は全体の 77.8％にも及んだ。自身の身体に何らかの不満を抱いている者が多く

を占めており、ひいてはその自己肯定感の低さ、自己不全感が必要以上の痩身願望を誘発している

可能性が示唆された。

　一方で、自身の現在の「からだ」を健康だと思うかどうかについては、「ふつう」と回答した者

の割合が全体の 44.4％と最も多く、「とてもそう思う」「まあまあ思う」と回答した者は 27.2％、「あ

まり思わない」「まったく思わない」と回答した者は 28.4％であった。女子学生は自身の身体につ

いて、概ね健康であると評価していることが示された。

　さらに、自身の体型への評価について、「とても痩せている」「やや痩せている」と回答した者は

4.9％であるのに対し、「やや太っている」「とても太っている」と回答した者は 71.6％にも上った。

しかしながら、実際には学生の 83.5％が「普通体重」もしくは「低体重」に属している点を鑑みる

と、女子学生は自身の身体が肥満傾向にあると誤った認識をする傾向にあることが示された。

　現在よりも痩せたいと思うかどうかについては、「とてもそう思う」「まあまあ思う」と回答した

者が 94.0％にも及んだ一方で、現在よりも太りたいと思うかどうかについて、「とてもそう思う」「ま

あまあ思う」と回答した者は見られず、逆に「あまり思わない」「まったく思わない」と回答した

者が 93.8％にも及んだ。痩身への憧れと肥満への嫌悪感が、女子学生の身体への認識を誤った方向

に導いている可能性が示唆された。

　次に、女子学生が抱く理想の身体イメージを可視化するために、自身が理想とする好ましい「か

らだ」のイメージに近いものを選択するよう求めたところ、選択者が過半数を超えた上位語は、「き

れいな」「健康な」「女性らしい」「美しい」「やわらかい」「スラっとした」「スリムな」「しなやかな」

「痩せた」「すっきり」「メリハリのある」「モデル体型の」「ナイスバディ」「細い」の 14 語であった。

　一方で、自身の理想とは異なる好ましくない「からだ」のイメージに近いものを選択するよう求

めたところ、選択者が過半数を超えた上位語は、回答者が多い順に「太った」「折れそうな」「かた
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図 27　女子学生が効果を認めたその他のダイエット（2014 年度）

4．考察

　「女子学生の BMI 調査」および「女子学生の理想体重に関する調査」により、I 女子短期大学

に所属する 1学年の学生の 83.5％が「普通体重」もしくは「低体重」に属しているにも関わらず、

89.5％の者が現在よりも体重を減らしたいと考えていることが明らかになり、女子学生が必要以上

に強い痩身願望を抱いている状況が示された。

　また、これまで実際にダイエットを行った経験がある女子学生は、全体の 69.1％にも上った。

「女子学生のダイエット経験に関する調査」からは、小学校低学年では 2.5％の者が、中学校では

14.8％の者が、高校では 63.0％の者がダイエットを経験しているものの、大学入学後にダイエット

を実施した者は 22.2％にとどまったことから、思春期中期にダイエットを実施する者が増加し始め、

思春期後期にその数はピークを迎え、やがて青年期に移行するに従ってダイエットを実践する者は

減少していく傾向が示された。

　ダイエットをする目的に関しては、83.9％の者が「痩せたいから」と回答しており、何らかの目

的のために痩せるというよりも、痩せること自体が目的となっている傾向が伺えた。また、「体脂

肪を落としたいから」と回答した者が 19.6％、「健康になりたいから」と回答した者が 14.3％にと

どまったのに対し、「体重を落としたいから」と回答した者は 67.9％おり、体組織の根本的な改善

よりも、数量化しやすい単なる減量に目が向いていることが示された。一方で、「きれいになりた

いから」と回答した者は 33.9％、「周りに評価されたいから」と回答した者は 7.1％おり、外見や他

者からの評価が痩身願望に大いに影響していることが示唆された。

　ダイエット経験がないと回答した 30.9％の学生に関しても、ダイエットをしない理由について

36.0％の者が「ダイエットしたい気持ちはあるがしない」と回答しており、ダイエットへの興味関

心を抱いている状況が示された。

　ダイエットの情報を得る手段に関しては、「テレビ」と回答した者が 69.1％、「インターネット」

と回答した者が 46.9％、「SNS」と回答した者が 33.3％、「ブログ」と回答した者が 23.5％となった

ことから、デジタルメディアを通して得られる情報が、女子学生の痩身意識に大きな影響を及ぼし

ていることが明らかになった。

　雑誌やテレビ、インターネット等のメディアのダイエット情報を「とてもよく見る」「まあまあ

見る」と回答した者は全体の 49.3％であったのに対し、健康情報を「とてもよく見る」「まあまあ

見る」と回答した者は全体の 51.9％であり、メディアから得る情報については「ダイエット」と「健

康」との間に大差が見られなかった。本研究者による 2013 年度入学者を対象とした前年度の調査
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　一定の効果が認められた運動系ダイエットに関しては、全対象者 81 名中、選択者が多い順に、

「ジョギング・ランニング・マラソン」12 名（14.8％）、「ウォーキング」8名（9.9％）、「フラフープ」

6名（7.4％）、「筋力トレーニング」6名（7.4％）、「スイミング」4名（4.9％）、「サイクリング」3名（3.7％）、

「コアリズム」3名（3.7％）、「ロングブレスダイエット」3名（3.7％）、「スポーツジム」3名（3.7％）、

「バレエエクササイズ」2名（2.5％）、「カーヴィーダンス」2名（2.5％）、「ストレッチ」1名（1.2％）、

「ヨガ」1名（1.2％）、「ピラティス」1名（1.2％）、「エアロビクス」1名（1.2％）、「バランスボール」

1名（1.2％）、「ベリーダンス」1名（1.2％）、「フラダンス」1名（1.2％）、、「ヒップホップダンス」

1名（1.2％）、「ボクササイズ」1名（1.2％）、「モムチャンダイエット」1名（1.2％）、「ヤーナリズム」

1名（1.2％）、「ビリーズブートキャンプ」1名（1.2％）、「ロデオボーイ」1名（1.2％）、「加圧トレー

ニング」1名（1.2％）となった。「なわとび」を選択した者はいなかった。また、「その他の運動系

ダイエット」を選択した 3名については、「バスケットボール」と回答した者が 2名、「腕を左右に

振る」と回答した者が 1名であった。

　結果をまとめたものを図 26 に示す。
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図 26　女子学生が効果を認めた運動系ダイエット（2014 年度）

　一定の効果が認められたその他のダイエットに関しては、全対象者 81 名中、選択者が多い順に「半

身浴」6名（7.4％）、「リンパ・経絡マッサージ」6名（7.4％）、「長風呂」4名（4.9％）、「巻くだけ

ダイエット」3名（3.7％）、「岩盤浴・溶岩浴」2名（2.5％）、「サウナ」1名（1.2％）、「サウナスー

ツダイエット」1名（1.2％）、「サランラップダイエット」1名（1.2％）となった。「耳つぼダイエット」、

「エステティックサロン」を選択した者はいなかった。また、「その他のダイエット」を選択した 2

名については、「ホットジェル」、「太腿に塗るオイル」という回答であった。

　結果をまとめたものを図 27 に示す。
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　その他のダイエットに関しては、全対象者 81 名中、選択者が多い順に「半身浴」34 名（42.0％）、「リ

ンパ・経絡マッサージ」20 名（24.7％）、「長風呂」18 名（22.2％）、「巻くだけダイエット」11 名（13.6％）、

「サウナ」8名（9.9％）、「岩盤浴・溶岩浴」6名（7.4％）、「サランラップダイエット」6名（7.4％）、「サ

ウナスーツダイエット」5名（6.2％）、「耳つぼダイエット」2名（2.5％）、「エステティックサロン」

1名（1.2％）であった。また、「その他のダイエット」を選択した 5名については、「バンビウォー

ター xiii」と回答した者が 2名、「毎日体重測定」「ホットジェル」「太腿に塗るオイル」と回答した

者がそれぞれ 1名ずつという回答であった。

　結果をまとめたものを図 24 に示す。
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図 24　女子学生が実施したことのあるその他のダイエット（2014 年度）

②効果の認められたダイエット方法

　さらに、女子学生が現在までに実践したことのあるダイエットの中で、一定の効果がみられたも

のについても選択するよう求めた。なお、この回答は複数選択可とした。

　一定の効果が認められた食事系ダイエットに関しては、全対象者 81 名中、選択者が多い順に、「夕

食抜きダイエット」15 名（18.5％）、「ローカロリーダイエット」7名（8.6％）、「断食・プチ断食ダイエッ

ト」7名（8.6％）、「炭水化物抜きダイエット」7名（8.6％）、「食べる順番ダイエット」6名（7.4％）、「単

食ダイエット」3名（3.7％）、「水分のみダイエット」3名（3.7％）、「朝食抜きダイエット」1名（1.2％）、

「昼食抜きダイエット」1名（1.2％）、「置き換えダイエット」1名（1.2％）、「サプリメントダイエッ

ト」1名（1.2％）となった。「小分けダイエット」を選択した者はいなかった。また、「その他の食

事系ダイエット」を選択した 1名については、「スープダイエット」という回答であった。

　結果をまとめたものを図 25 に示す。
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図 25　女子学生が効果を認めた食事系ダイエット（2014 年度）



（15）「女子短大生の痩身願望と身体イメージに関する意識調査（2）」

茨女短大紀№ 42（2015）5-15 118

32(39.5%)
29(35.8%)
28(34.6%)

22(27.2%)
21(25.9%)

16(19.8%)
11(13.6%)

10(12.3%)
10(12.3%)

8(9.9%)
6(7.4%)

2(2.5%)
5(6.2%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

図 22　女子学生が実施したことのある食事系ダイエット（2014 年度）

　運動系ダイエットに関しては、全対象者 81 名中、選択者が多い順に、「ジョギング・ランニング・

マラソン」34 名（42.0％）、「ウォーキング」32 名（39.5％）、「筋力トレーニング」28 名（34.6％）、「ス

トレッチ」24 名（29.6％）、「なわとび」22 名（27.2％）、「サイクリング」14 名（17.3％）、「バラン

スボール」13 名（16.0％）、「ヨガ iii」11 名（13.6％）、「フラフープ」10 名（12.3％）、「ロングブレ

スダイエット iv」10 名（12.3％）、「カーヴィーダンス v」9 名（11.1％）、「スイミング」8名（9.9％）、「エ

アロビクス」6名（7.4％）、「コアリズム vi」6 名（7.4％）、「スポーツジム」6名（7.4％）、「ロデオボー

イ vii」5 名（6.2％）、「ビリーズブートキャンプ viii」4 名（4.9％）、「ピラティス ix」3 名（3.7％）、「ベ

リーダンス」3名（3.7％）、「バレエエクササイズ」3名（3.7％）、「ヒップホップダンス」3名（3.7％）、

「モムチャンダイエット x」2 名（2.5％）、「フラダンス」1名（1.2％）、「ボクササイズ xi」1 名（1.2％）、

「ヤーナリズム xii」1 名（1.2％）、「加圧トレーニング」1名（1.2％）であった。また、「その他の運

動系ダイエット」を選択した 7名については、「バスケットボール」と回答した者が 3名、「バレー

ボール」「バドミントン」「サッカー」「腕を左右に振る」と回答した者がそれぞれ 1名ずつであった。

　結果をまとめたものを図 23 に示す。
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図 23　女子学生が実施したことのある運動系ダイエット（2014 年度）
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　結果をまとめたものを図 21 に示す。
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図 21　女子学生の理想としない身体イメージ　（2014 年度）

（5）女子学生のダイエット方法に関する調査

①実践したことのあるダイエット方法

　最後に、女子学生が現在までに実践したことのあるダイエット方法を調査するために、これまで

に一度でも試したことのあるダイエット方法を、12 種類の食事系ダイエット、26 種類の運動系ダ

イエット、10 種類のその他のダイエットの中から選択するよう求めた。なお、この回答は複数選

択可とした。さらに、そのどれにも当てはまらないダイエットに関しては「その他の食事系ダイエッ

ト」、「その他の運動系ダイエット」、「その他のダイエット」の欄にそれぞれ自由記述を求めた。

　食事系ダイエットに関しては、全対象者 81 名中、選択者が多い順に、「炭水化物抜きダイエット」

32 名（39.5％）、「夕食抜きダイエット」29 名（35.8％）、「食べる順番ダイエット」28 名（34.6％）、「断

食・プチ断食ダイエット」22 名（27.2％）、「ローカロリーダイエット」21 名（25.9％）、「単食ダイエッ

ト」16 名（19.8％）、「朝食抜きダイエット」11 名（13.6％）、「水分のみダイエット」10 名（12.3％）、

「サプリメントダイエット」10 名（12.3％）、「昼食抜きダイエット」8名（9.9％）、「置き換えダイエッ

ト」6名（7.4％）、「小分けダイエット」2名（2.5％）であった。また、「その他の食事系ダイエット」

を選択した5名については、「朝バナナダイエット」と回答した者が2名、「間食抜きダイエット」「スー

プダイエット」「サラダダイエット」と回答した者がそれぞれ 1名ずつであった。

結果をまとめたものを図 22 に示す。
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「痩せた」60 名（74.1％）、「すっきり」55 名（67.9％）、「メリハリのある」54 名（66.7％）、「モデル体型の」

52 名（64.2％）、「ナイスバディ」51名（77.4％）、「細い」50 名（61.7％）の14 語であった。

　結果をまとめたものを図 20に示す。
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図 20　女子学生の理想とする身体イメージ　（2014 年度）

　②理想と異なる身体イメージ

　反対に、女子学生が理想としない身体イメージを可視化するために、身体の様相を表す 43 の単

語の中から、自身の理想とは異なる（好ましくない）「からだ」のイメージに近いものを選択する

よう求めた。なお、この回答は複数選択可とした。

　選択者が過半数を超えた上位語は、全対象者 81 名中、選択者が多い順に、「太った」74 名（91.4％）、

「折れそうな」70 名（86.4％）、「かたい」69 名（85.2％）、「骨ばった」69 名（85.2％）、「マッチョな」

68 名（84.0％）、「なよなよ」68 名（84.0％）、「ガリガリ」68 名（84.0％）、「むっちり」67 名（82.7％）、

「棒のような」67 名（82.7％）、「がっちり」63 名（77.8％）、「ぽっちゃり」62 名（76.5％）、「大きい」

62 名（76.5％）、「骨太な」61 名（75.3％）、「薄い」61 名（75.3％）、「たくましい」58 名（71.6％）、「か

弱い」57 名（70.4％）、「ふくよかな」56 名（69.1％）、「筋肉質な」56 名（69.1％）、「強い」48 名（59.3％）、

「鍛えられた」46 名（56.8％）、「豊満な」45 名（55.6％）、「ぷにぷに」45 名（55.6％）、「かっこいい」

42 名（51.9％）、「小さい」41 名（50.6％）、の 24 語であった。
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図 18　痩せることへの意識　（現在よりも痩せたいと思うか）（2014 年度）

⑮「太る」ことへの意識

　現在よりも太りたいと思うかどうかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

　その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」0名（0.0％）、「まあまあ思う」0名（0.0％）、「ふ

つう」2名（2.5％）、「あまり思わない」9名（11.1％）、「まったく思わない」67 名（82.7％）であった。

　結果をまとめたものを図 19 に示す。

0
(0.0%)

0
(0.0%)

2
(2.5%)

9
(11.1%)

67
(82.7%)

図 19　太ることへの意識　（現在よりも太りたいと思うか）（2014 年度）

（4）女子学生の身体イメージに関する調査　

①理想とする身体イメージ

　女子学生が抱く理想の身体イメージを可視化するために、身体の様相を表す 43 の単語の中から、

自身が理想とする（好ましい）「からだ」のイメージに近いものを選択するよう求めた。なお、こ

の回答は複数選択可とした。

　選択者が過半数を超えた上位語は、全対象者 81名中、選択者が多い順に「きれいな」75 名（92.6％）、

「健康な」75 名（92.6％）、「女性らしい」74 名（91.4％）、「美しい」73 名（90.1％）、「やわらかい」69 名

（85.2％）、「スラっとした」65 名（80.2％）、「スリムな」65 名（80.2％）、「しなやかな」60 名（74.1％）、
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図 16　自身の「からだ」への健康度評価　（現在の「からだ」を健康だと思うか）（2014 年度）

⑬自身の体型への評価

　自身の「からだ」（体型）をどのように考えているかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

　その結果は、全対象者 81 名中、「とても痩せている」0名（0.0％）、「やや痩せている」4名（4.9％）、

「ふつう」18 名（22.2％）、「やや太っている」36 名（44.4％）、「とても太っている」22 名（27.2％）

であった。

　結果をまとめたものを図 17 に示す。
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図 17　自身の体型への評価　（自身の体型をどのように考えているか）（2014 年度）

⑭「痩せる」ことへの意識

　現在よりも痩せたいと思うかどうかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」57 名（70.4％）、「まあまあ思う」11 名（13.6％）、

「ふつう」6名（7.4％）、「あまり思わない」3名（3.7％）、「まったく思わない」4名（4.9％）であった。

　結果をまとめたものを図 18 に示す。
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図 14　痩身効果が運動へのモチベーションに与える影響
（「痩せる」と聞くと運動へのモチベーションが上がるか）（2014 年度）

⑪自身の「からだ」への満足度評価

　自身の現在の「からだ」に満足しているかどうかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」0名（0.0％）、「まあまあ思う」5名（6.2％）、「ふ

つう」13 名（16.0％）、「あまり思わない」32 名（39.5％）、「まったく思わない」31 名（38.3％）であった。

　結果をまとめたものを図 15 に示す。
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図 15　自身の「からだ」への満足度評価　（現在の「からだ」に満足しているか）（2014 年度）

⑫自身の「からだ」の健康度評価

　自身の現在の「からだ」を健康だと思うかどうかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」2名（2.5％）、「まあまあ思う」20 名（24.7％）、「ふ

つう」36 名（44.4％）、「あまり思わない」15 名（18.5％）、「まったく思わない」8名（9.9％）であった。

　結果をまとめたものを図 16 に示す。



（9）「女子短大生の痩身願望と身体イメージに関する意識調査（2）」

茨女短大紀№ 42（2015）5-9 124

「ふつう」18 名（22.2％）、「あまり思わない」2名（2.5％）、「まったく思わない」0名（0.0％）であった。

結果をまとめたものを図 12 に示す。
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図 12　女子学生の食事量評価（自身がよく食べる方だと思うか）（2014 年度）

⑨運動量評価

　自身がよく運動する方かどうかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」5名（6.2％）、「まあまあ思う」19 名（23.5％）、「ふ

つう」30 名（37.0％）、「あまり思わない」23 名（28.4％）、「まったく思わない」4名（4.9％）であった。

結果をまとめたものを図 13 に示す。
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図 13　女子学生の運動量評価（自身がよく運動する方だと思うか）（2014 年度）

⑩痩身効果が運動へのモチベーションに与える影響

　「痩せる」と聞くと運動へのモチベーションが上がるかどうかについて、5段階の中から選択す

るよう求めた。

　その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」25 名（30.9％）、「まあまあ思う」31 名（38.3％）、

「ふつう」17 名（21.0％）、「あまり思わない」6名（7.4％）、「まったく思わない」0名（0.0％）であった。

結果をまとめたものを図 14 に示す。
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⑥メディアのダイエット情報を見る頻度

　雑誌やテレビ、インターネット等のメディアのダイエット情報をよく見るかどうかを 5段階の中

から選択するよう求めた。

　その結果は、全対象者 81 名中、「とてもよく見る」13 名（16.0％）、「まあまあ見る」27 名（33.3％）、

「ふつう」21 名（25.9％）、「あまり見ない」18 名（22.2％）、「まったく見ない」2名（2.5％）であった。

　結果をまとめたものを図 10 に示す。
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図 10　女子学生がメディアのダイエット情報を見る頻度（2014 年度）

⑦メディアの健康情報を見る頻度

　雑誌やテレビ、インターネット等のメディアの健康情報をよく見るかどうかを 5段階の中から選

択するよう求めた。

　その結果は、全対象者 81 名中、「とてもよく見る」8名（9.9％）、「まあまあ見る」34 名（42.0％）、

「ふつう」20 名（24.7％）、「あまり見ない」18 名（22.2％）、「まったく見ない」1名（1.2％）であった。

　結果をまとめたものを図 11 に示す。
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図 11　女子学生がメディアの健康情報を見る頻度（2014 年度）

⑧食事量評価

　自身がよく食べる方かどうかについて、5段階の中から選択するよう求めた。

その結果は、全対象者 81 名中、「とてもそう思う」40 名（49.4％）、「まあまあ思う」21 名（25.9％）、
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ることを我慢したくないから」11 名（44.0％）、「ダイエットしたい気持ちはあるがしない」9名

（36.0％）、「ダイエットよりは適度な運動と食事のバランスが必要だから」6名（24.0％）「ダイエッ

トする必要がないから」3名（12.0％）、「体調を崩したくないから」3名（12.0％）、であり、「その

他」1名（4.0％）であった。

　「その他」と回答した 1名の回答については「部活をやっていたためダイエットをする必要がな

かったから」というものであった。

　結果をまとめたものを図 8に示す。
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図 8　女子学生のダイエットをしない理由（2014 年度）

⑤ダイエットに関する情報を得る手段

　ダイエットに関する情報を得る手段について、想定される 10 の選択肢と「その他」の中から当

てはまるものを選択するように求めた。なお、この回答は複数選択可とした。

　その結果は、全対象者 81 名中、選択者が多い順に「テレビ」56 名（69.1％）、「雑誌」40 名（49.4％）、「イ

ンターネット」38 名（46.9％）、「SNS」27 名（33.3％）、「ブログ」19 名（23.5％）、「口コミ」12 名

（14.8％）、「本」11 名（13.6％）、「広告」3名（3.7％）、「情報は得ない」1名（1.2％）、「新聞」0名

（0.0％）であり、「その他」は 6名（7.4％）であった。

　「その他」と回答した 6名の回答については、「先生から」と回答した者が 2名、「友人から」「親

から」「母から」「独自で」と回答した者がそれぞれ 1名ずつというものであった。

　結果をまとめたものを図 9に示す。
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図 9　女子学生がダイエットに関する情報を得る手段（2014 年度）
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図 6　女子学生のダイエットを実施した時期（2014 年度）

③ダイエットをする目的

　ダイエットをする目的について、想定される 12 の選択肢と「その他」の中から当てはまるもの

を選択するよう指示した。なお、この設問は①でダイエットをしたことがあると回答した 56 名を

対象とし、複数回答可とした。

　その結果は、回答者 56 名中、選択者が多い順に「痩せたいから」47 名（83.9％）、「体重を落と

したいから」38 名（67.9％）、「見た目が細くなりたいから」33 名（58.9％）、「理想の体型に近づき

たいから」27 名（48.2％）、「洋服を着こなしたいから」20 名（35.7％）、「きれいになりたいから」

19 名（33.9％）、「部分痩せしたいから」15 名（26.8％）、「体脂肪を落としたいから」11 名（19.6％）、

「健康になりたいから」8名（14.3％）、「痩せていくのが楽しいから」4名（7.1％）、「周りに評価さ

れたいから」4名（7.1％）、「みんなやっているから」0名（0.0％）であり、「その他」は 2名（3.6％）

であった。

　「その他」と答えた 2名の回答については、「部活でやったから」「周りの友達がやっていたから」

というものであった。

　結果をまとめたものを図 7に示す。
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図 7　女子学生のダイエットをする目的（2014 年度）

④ダイエットをしない理由

　①でダイエット経験がないと回答した学生に対し、ダイエットをしない理由について想定される

6の選択肢と「その他」の中から当てはまるものを尋ねた。なお、この回答は複数選択可とし、回

答者数は　25 名である。

　その結果は、回答者 25 名中、選択者が多い順に「続かないと思うから」11 名（44.0％）、「食べ
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（3）女子学生のダイエット経験に関する調査

①ダイエット経験の有無

　これまでに何らかのダイエットを行った経験があるかとの問いに対して、「ある」と回答した者

は 56 名（69.1％）、「ない」と回答した者は 25 名（30.9％）であった。

69.1％の女子学生が、これまでにダイエット経験を有していることが明らかになった。

　結果をまとめたものを図 4に示す。

56
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25
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図 4　女子学生のダイエット経験の有無（2014 年度）

　なお、ダイエット経験が「ある」と回答した 56 名（69.1％）の BMI の最低値は 17.6、最高値

は 34.3、平均値は 22.0、ダイエット経験が「ない」と回答した 25 名（30.9％）の BMI の最低値は

15.8、最高値は 25.5、平均値は 19.7 であった。

　ダイエット経験者と未経験者のBMI 平均値の比較をまとめたものを図 5に示す。
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図 5　ダイエット経験者と未経験者のBMI 平均値の比較（2014 年度）

②ダイエットを行った時期

　これまでにダイエットを実施した時期を問う設問に関しては、全対象者 81 名中、「小学校低学年」

が 0名（0％）、「小学校高学年」が 2名（2.5％）、「中学校」が 12 名（14.8％）、「高校」が 51 名（63.0％）、

「大学」が 18 名（22.2％）という結果となった。なお、この回答は複数選択可とした。

　小学校在学中にダイエットを行っていた者は若干名であったが、中学校では 1.5 割近くの者が、

高校では 6割以上の者がダイエットを経験していることが分かる。大学入学後にダイエットを実施

した者は、2割強にとどまった。

　結果をまとめたものを図 6に示す。
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になった。

　また、68 名の減量志向群の最低値は－ 28kg、平均値は－ 6.2kg であった。3名の増量志向群の

最高値は＋ 11kg、平均値は＋ 5.7kg であった。

　BMI 値と理想体重の相関を分布図にまとめたものを図 2に示す。
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図 2　女子学生のBMI 値と理想体重の分布図（2014 年度）

　さらに、68 名の減量志向群を－ 1kg から－ 5kg 減量したいと回答した減量志向群（1度）、－

6kg から－ 10kg 減量したいと回答した減量志向群（2度）、－ 11kg から－ 20kg 減量したいと回答

した減量志向群（3度）、－ 21kg から－ 30kg と回答した減量志向群（4度）の 4群に分類し、そ

れぞれの群の理想体重の平均値およびBMI 平均値を求めた。

　－ 1kg から－ 5kg 減量したいと回答した減量志向群（1度）は 68 名中 44 名（64.7％）であり、

理想体重の平均値は－ 4.1kg、BMI の平均値は 21.4 であった。－ 6kg から－ 10kg 減量したいと回

答した減量志向群（2度）は 68 名中 21 名（30.9％）であり、理想体重の平均値は－ 8.6kg、BMI

の平均値は 23.8 であった。－ 11kg から－ 20kg 減量したいと回答した減量志向群（3度）は 68 名

中 1名（1.5％）であり、理想体重の値は－ 12.0kg、BMI は 16.7 であった。－ 21kg から－ 30kg 減

量したいと回答した減量志向群（4度）は 68 名中 2 名（2.9％）であり、理想体重の値の平均値－

26.5kg、BMI の平均値は 32.0 であった。

　以上の結果により、BMI 値が 16.7 と低体重（やせ）群に属していながら－ 12kg と大幅に減量を

望む学生が 1名いたものの、総じて BMI 値が高い者ほど、大幅に減量したいと考える傾向が強い

ことが示された。

　結果を以下の図 3に示す。
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図 3　減量志向群の理想体重平均値（2014 年度）
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である「普通体重」群については、本研究においては 18.5 以上 22 未満を「普通体重（1度）」群、

22 以上 25 未満を「普通体重（2度）」群とさらに 2つに分類した。

　結果は以下の通りである。

　回答が得られた 79名中、BMI値が 18.5 未満の「低体重（やせ）」群　に該当するのは 11名（13.9％）、

18.5 以上 22 未満の「普通体重（1度）」群は 35 名（44.3％）、22 以上 25 未満の「普通体重（2度）」

群は 20 名（25.3％）、25 以上 30 未満の「肥満（1度）」群は 11 名（13.9％）、30 以上 35 未満の「肥

満（2度）」群は 2名（2.5％）であった。35 以上 40 未満の「肥満（3度）」群、および 40 以上の「肥

満（4度）」群は該当者がいなかった。

　なお、全回答者 79 名の BMI の最低値は 15.8、最高値は 34.3、平均値は 21.8 であった。

厚生労働省による「平成 23 年国民健康・栄養調査」の「BMI の平均値及び標準偏差（15 歳以上、性・

年齢階級別）」によると、15 ～ 19 歳女性の BMI 平均値は 20.72 となっており、本調査の回答者に

おいてはBMI の平均値が全国平均をやや上回る結果となった。

　55 名（69.6％）は「普通体重」に該当するが、その中でも 18.5 以上 22 未満の「普通体重（1度）」

群は 35 名（44.3％）、22 以上 25 未満の「普通体重（2度）」群は 20 名（25.3％）であることから、

「低体重」に近い BMI 値 18.5 以上 22 未満の「普通体重」に該当する者の割合が最も高いことが明

らかになった。

　結果をまとめたものを図 1に示す。
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図 1　女子学生のBMI 値の分布（2014 年度）

（2）女子学生の理想体重に関する調査

　女子学生の理想とする体型を把握するために、それぞれの考える理想の体重を、「＋　kg」ある

いは「－　kg」で示すように求めた。この設問に関しては、81 名中 5名が無回答であった。

　回答が得られた 76 名中、「－　kg」と回答した者、すなわち現在の体重よりも減量したいと考

える減量志向群は 68 名（89.5％）、「± 0　kg」と回答した者、すなわち現在の体重を維持したいと

考える現状維持群は5名（6.6％）、「＋kg」と回答した者、すなわち増量志向群は3名（3.9％）であった。

　本調査により、女子学生の 83.5％が「普通体重」もしくは「低体重」に属しているにも関わら

ず、89.5％の女子学生が現在よりも体重を減らしたいと考え、痩身願望を抱いていることが明らか
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　そこで本研究では、昨年度に引き続き女子短大生を対象に運動経験及び痩身願望とダイエット経

験に関する質問紙調査を行い、現代の女子学生が抱く理想の身体イメージについて明らかにしよう

と試みた。

2．方法

　本研究では、2014 年度に実施した「女子短大生の痩身意識と身体イメージに関する質問紙調査」

を分析の対象とする。調査対象は、2014 年度入学の 18 歳～ 19 歳を中心とする女子学生、有効回

答者数は 81 名である。調査時期は 2014 年 7 月である。

　本調査に関しては、選択回答方式および自由記述方式により全受講生に回答を求めた。

なお、全対象者へ本研究の趣旨を説明し、研究参加への同意を得た上で、無記名で質問紙調査を実

施している。

3．結果

　以下に「女子短大生の痩身意識と身体イメージに関する質問紙調査」の質問項目の結果をまとめる。

（1）女子学生のBMI 調査

　女子学生の身体の状況を把握するために、BMI の算出を求めた。女子学生に対し、体重ではな

く BMI の記入を求めた理由としては、自身の体重を記入するよりも抵抗が少ないと予想されたた

めである。この設問に関しては 2名が未記入であった。

　BMI（Body mass index）とは、身長の二乗に対する体重の比で体格を表す指数であり、BMI ＝

体重（kg）÷（身長（m）×身長（m））で算出することができる。

　このBMI 値は 22 の時に高血圧、高脂血症、肝障害、耐糖能障害等の有病率が最も低くなるとさ

れており、体格指数として肥満度を表す一つの指標となっている。

　日本肥満学会（Japan Society for the Study of Obesity, JASSO）では、BMI ＝ 22 の場合を標準

体重としており、25 以上の場合を肥満、18.5 未満である場合を低体重としている。以下が日本肥

満学会による肥満基準である。

表 1 日本肥満学会の肥満基準（2000 年）

状態 指標（ＢＭＩ）
低体重（やせ） 18.5 未満
普通体重 18.5 以上 25 未満
肥満（1度） 25 以上 30 未満
肥満（2度） 30 以上 35 未満
肥満（3度） 35 以上 40 未満
肥満（4度） 40 以上

　この日本肥満学会の肥満基準に準拠し、2014 年度に調査を実施した女子学生のBMI 値をもとに、

対象者を「低体重群」、「普通体重（1度）」群、「普通体重（2度）」群、「肥満（1度）」群、「肥満（2

度）」群、「肥満（3度）」群、「肥満（4度）」群の 7群に分類した。日本肥満学会の肥満基準の一つ
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1．はじめに

　筆者は 2009 年度より現在に至るまで 6年間、I 女子短期大学において「健康とスポーツ」、「基

礎体育」i、「保育表現技術（身体Ⅰ）」、「保育表現技術（身体Ⅱ）」、「身体表現」、「幼児体育」、「保

育内容演習（健康）」、「総合表現」等の身体・健康関連の実技・演習科目の指導に携わってきた。

受講する学生は保育科に所属しており ii、幼稚園教諭や保育士を目指して勉学に励んでいる。

　担当科目が身体や健康に関する内容であることから、学生からは授業内外で「効果的なダイエッ

ト方法」や「痩せるのに適した運動」に関する質問を受ける機会が数多くあり、多くの学生が痩身

に関して強い興味関心を抱いている現状が伺えた。一方で、栄養バランスに欠けた食生活や、体育

の授業外での運動時間の確保の難しさなど、女子学生が健康を維持・増進するには困難が伴う状況

にも直面してきた。

「女子短大生の痩身願望と身体イメージに関する意識調査（2）」
Survey on women’s junior college student’s attitude

toward drive for thinness and a body image (2)

長谷部（国府田）はるか
Haruka HASEBE-KODA

茨城女子短期大学　保育科
Ibaraki Women’s Junior College,

Department of Early Childhood Care and Education

Key words ; ダイエット、痩身願望、身体イメージ、健康、運動

　要旨；　本研究により、女子学生の 83.5％が「普通体重」もしくは「低体重」に属しているにも関
わらず、89.5％の者が現在よりも体重を減らしたいと考えていることが明らかになり、女子学生が必
要以上に強い痩身願望を抱いている状況が示された。
　また、女子学生は自身の身体が肥満傾向にあると誤った認識をする傾向にあるなど、自身の身体に
何らかの不満を抱いている者が 77.8％を占めている。この自己肯定感の低さ、自己不全感が必要以上
の痩身願望を誘発している可能性が示唆された。
　理想とされる身体イメージについては、全体的に「女性らしさ」を表現するものであったが、痩せ
傾向を示す言葉も含まれていた。一方で「男性らしさ」を表現するものや不健康なまでの「痩せ」の
状態を表す言葉に対しては、理想的な身体イメージとはみなされていない点が明らかになった。
　身体的に成熟し身体イメージが形成される青年期において、栄養バランスを著しく欠くような極端
な食事制限を実施することは大きな危険性を孕んでおり、女子学生が正しい食と栄養の知識を身につ
ける必要性がある。同時に、一過性のブームにとどまらず、女子学生が生涯を通じて実践することの
できる運動が望ましいと言えるだろう。

研究ノート
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